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第二係 建築物ニシテ佐居 ノ安主主ヲ害 λ J L !菜アノι 用法二供旦ノL モノノ、住居地域内= 之 7 主主築 λ ル

Ｗｾ ＭＡｬ，［＼Ｎ＠

主務大臣必要ト 認ムルトキハ住居募用地区 ヲ指定シ其ノ地区内= 於ケJI-1主宅以外ノ建築ノ 禁止

叉ハ制限ニ閥シ必要ナJ"規定ヲ 設 クルコトヲ得

間 住 居地域を* f I I 分化することは都市計- i B : -W. に於てはかねて屡々諭せ'ら れてゐ? こやう1 : ' 0

しかし共の目 的とすると ニろは: 必す' しも判然 しない。今回の改正 に於ては何底にそ の情

説 ｱＭｾ 川 ＱＱ Ｑ を求 め にも のであらうか。

答 都 合 に 於ける職業入の生活を大1脱すれば一方 に於て自家従業粁ー従 者の場mと居住の

場所とが同じものが齢くないが 他方 通勤生活者が叉 ｩ 庄 ＱｾＧ 多 い のである 前 者は ｪ 占 ｷ ｭ の粧営

者がその l い該をな してゐる D 後者は商工業持務者或は公私のサラ リー マンといつにもの

である D そして出wmの類は多く喧騒の桂に所在するのであるからその家庭生活は概して

窓まれ＿こ色のとは 言 へない ｄ 他方通勤生前者 Ｔ の住宅もｶｊ ｾＯ ｊ 、工場 や車 ｝Ｑ ｦ ｴ や飲 食応やその 他

云々といつ にあまり有罪!E くない諸 々の施設に混花 してゐる 2壁紙である 。 ? ごから この方も

居住の安等と師利はさっぱり忠! [ : 持されてゐな い。

本 改 d正: 案; はま{後炎?者f に苛11肌IJ限l民4して通f劫山手者守

としてはこれ? にごりでサラリ - マンの; 家言宋f庭生活が救へる色のとは思はれなし 、、。職哲場5と住宅

との 川に 於ける t距ゼ出雌f の闘係時| 日川iu川¥J の附係その他い ろいろの事がらは この制E度度EE-の迩 f川日 Tにごけに

よつてその Idτd凶白的句3を? 述することは l川jハl氷ぬ。 j以式{い:芯立白l味床の者剖却|目li市打|問題と して将来別 に施設される

ところがな〈てはならぬであらう o ｲ ｾＩ［ ￮ｉ￬位宅の生活を世き去 ｢ にするの いぞの又 人口の

企から 見ても ゴ|寸? な j十乎洛であり府米何とかしてその生活綴式の改新が求められねばな

らぬと忠はれる。

問 il ，居尋問地医といっても住宅ばがりとし 、ふことは考へもれさ うもなし、。一躍専よIj の 程

度はどんなものにらうか又どうするのが安'市であらうか。

答 ミ' HIJの程良二i " 院先: に考へれば、 その指定の場所は自然狭 〈なるにらうし叉指定に|探 し

ての納 ｼ かい技術が規分 ￡ｬｾ って く るであらう。此蕗では通勤生前者と し て上層下居何れ』 こ

もf ! 日せす" ¥， ところを狙ふのが歪訪であると忠はれる D 風日庄の煤煙に干 しものが隷づ ん

に れ ラ ヂ オ 屋 の 騒 音 に で 供 の;1引J ーさを妨げられ? こりといつ に事柄は元より 厳 禁 されな

1  v  
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〈ではなるまし 、o ｦｮｈ まそれ ＱｾＧ けでは ｉ 補足されないのである 。家庭 生活には幼児のあそび

児主の通勤、通勤と ｌ 、五、任務が負はされてある。これは亜大問題 ＱｾＧｯ 11旨粉のかほりある

施設も遠ぎけるのは元よりとして、 {也商車の交通を繁〈すべき - t lJ の施設を排除 し? こい

のである。之は兎に角原則として考へてよいとおもふ。

fiflp し専用地区の制限内容には多少の弾力性を? 持fこせろといふのは1迭に聴くべき意見で

あらう口場所々々で可なりその要求が異なるし妹 lこ別n日也、療養地といふが如きと ころ

では相首趣の異なる部l百があ i5 0
八釜し〈制へば妓? をかの地区を設りよといふことにな

るであらう口が差し首りは診療所、技館、
IJ 、Jmmといふごとき』伝説に到して特許の道を

聞いておくのがよいとお・もふ。叉農業用の施設は住宅地の前契を 10すものとして、 その

設営につき i曲賞に鹿世きれな〈ではならぬ。

間 住居専川地区のililJ 度は虫r . 1(iiHこも質滞な印象台興へる口ノj 、数の古豪の邸宅保理に位する

爆はなし、? ごらうか。

答之 は総ｾ 付りねばな らぬ駄であらう。最初指定の迎行きとして 、 両紋な ＨＺＱＭＺ 宅地が選ば

れるのはある程度ーまで 11: なを得ぬであらうが、それにけで止って絶つては法律の日的が

失はれる。寓姐を排しでも相官大衆性が求められな〈てはならぬであらう。岡勢調芥に

よれば大都市の近郊では有業人口の約六害IJ は通勤粁に腿する D 所説) J 民新階級が驚 〈ほど

多いのであるっその全部を専J.lj 地区に牧容することは勿論不可能fごらうが、相 r; T; ・の地杭

に及ばぬ ｾｬｏ 法律を改正し ｦ こ ｙ げの悩値がなし、 ｯ r告i級住宅地f:: けならば法律. を到すほど

の必要がなく艇に八 、九分ど lまりは自然設生的におのつr からの要求を充fこしてゐるとお

もはれる。

問 すへて地域のililJ 度は叫則の内察し指定の賀| 経由; 工リ< ! ! 日臨し fこ場合はじめて目的がj主

せられるっこのJli IJ 度は一躍どんな風に3 m則される? ごらうかp

答数年、以前アメリカ ゐ? こりで強〈主張されてゐるところの所制近隣住宅地を育成する

意味にJ . l i ひfこいも のである。暢びやかな気持ちで近所のつきあいのできる住宅地が欲し

い。土地整理のプランと! f . ' . ' f 去な聯紫の上に連川されなくては本訪でない 、家庭内のi持説

維持の? こめ或はy J J ｾｔ Ｎｫの生出の｢Ｎｩｾには前述の通れあらゆる営業的な施設伝達方に迫

ひ出しに方がよし、。りれども家庭に於げる日常の必需を尚 fこす? こめには風日屋にせよ一

般Ａ山市 ＱＱ にせよ 、 合 Ａｾｉ 倍に速くに ｔ Ｎｹ ｩ イ ＱＺ せしめるわりには ゆか ぬ 。普 通の ｬｊ ｾｭ 階級にとっては

速くも 二三 「見訟で日々の仕事力 ;11'111こ合はな〈ではならなし、。それで一国の専JIJ 地域の

差しわにしはせいせ' い四五丁の見12; でなくてはなるまし、。即ち車馬の交通が漁港! される

街道筋は普通の引ニ居地域或は商業地域として保留されな〈てはならぬであらう。

事 ｊｉｊｊ 也ｾは郊外の人家の疎な部分に使ふのが ｪ 誌も有効であり ｘ 土 地 整 ￟｜ の設計と密核な



接欄を保つべきことは前述の通り Tごが、一面既に出来上ってゐる市街の住宅地 に釘して

その将来のi回・諭維持の Tこめに本制度が運用されるのは叉受賞と思はれる。 但し この場合

には大暗に於で低に法令に趨格なる住宅地 でなく ては到底貰'行 して ゆりま し、。

(2)  

第四傑 工場、倉庫其 ノf也之= 準スへキ建築物= シテ規模大ナルモノ 叉ノ、衛生上宥害者ーノ、保安上

危険ノ民アル用途= 供スルモ ノノ、工業地域内= 非サレノ、之 7 建 築 ^ J l- コトヲ得ス

主務大臣必要 ト認 ムル トキノ、前項ノ建築物= シテ著シク衛生上有害叉ノ、保安上危険ノ民アル用

途= 供スルモノ= 付テハ工業地域内三於テ某ノ建築= 付待}.) IJ 地阪 7 指定スルコ トヲ待

主務大臣必要ト 認ム，1 - トキハエ業I也冨内ニ工業尊用地区ヲ指定シ其ノ地区内二於ケル工場、倉

庫英 ノ他之エ準ズベキモノ以外ノ建築物ノ禁止又ハ制限ニ開シ必要ナル規定ヲ設クルコトヲ得

第五後 第二後第一項、第三後及 前後第一項こ規定スル建築物ノ 種類ハ勅令 ヲ以テ之ヲ定ム

問 工業専用地区の制度もかねて論ぜられるところであるがこの際改めて その目的精榊を

はっき b して置き? こいD

答 者 ｾ ｬ￯ ｬｔ に於ける工場経営に就 ｌ 、ては間々複雑な問題があるやうにが経 Ｇ 営者の ｪ Ｇ ， Ｚ窃からす

れば第一に用地の獲得 lこ困難するのである口これは多〈の場合住宅、! ; i i伺iの類に先占 5

れて、まとまっ? こ土地がなしあってもその地問が甚L' 高いのでゐる。又工業地設の経

世者ケらいへばその集中的利mがない? こめに無駄なこ主をしてゐる場合が度々起る o n長

崎 運河のIPOギ: 地 の如きは甚1:: 貴重 な土地であるに tf'J は らす・現訟の!I た態では利I川l日1カがtザ7充5分で

tあちるとe fは1れし、 へなLい、、口 このこ t は;逆逝に 言へば工業b焔伝設の企栄J投支資に i主芯封亡む討〉オI してその足カがzか hをを
?  

得に 〈れL 、耳事手予白附|

なしてゐる色のカが; 多いカがz工場の集抗夜: 寸寸‘ ることによつてオおゲZ瓦正に1給粧5荏!i'附fF内L可f的な; 迩E 皆 5を? す〉めるこ

とが ｴ出 ｐ ，刊 亭列 ｉ ｾ るであらう。

問 工業専問地医もやはり工場ば力 、りといふわりにもゆくまし、c と- の限度に雑多の純訟の

混在を認むるであらうか。

答 都市は大部分fj: 宅川地 -r. J i制i雪合むを以て占められてゐる口? ごから {ー[: 宅を拒否するこ

t が出来れば大部分本11)IJ度の日的は建せられ? こと見るべきであらう。しかしこのi ' . i " T I i : な

土地に加物壌がで引 Ｚ 千 ｬ ｭｲｾｩ がて ・ き或は 三 ＺＺＮＩｓｾ のｽｪｦｵ設が 出 来る主 い ふ 如きことが従来 な い例

ではないのであるからこれらの施設も叉同級銭 [1: して置くことがF完全であら う。

問 工業専用地院は最も需要の 多い住宅r，Li iITli の類の建築合禁.11:するものとすれば土地 JW有

者に封 して不1:? な打殺を興へやレない か、 この献は他 の地域J山前と本質的に相i1tーする t

思 はれるが如何c

害 問題は本 j 也民主? との純国限度に指定するかによって伏せられると思はれる己沿岸地 に

3  v  
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つ い て 言 へ ば水 還を利用する工場は金属工業、機械工業、製材工業等可成多いのである

そ して将来主主々 この傾向は刈l霊されると思はれるのである。にから各都市に つ い て大 躍

の見通 しをつり 泊嘗な場所と範聞を以て指定すればさ まで L地 所 有 者 に 苦 痛 を 興へるこ

とはあるま L 、。 しかしこ の問題は未亡 何の経験もないのであるから将来蓮 月] の 賓 結に位

して何等か新? こに 施 設す べ き 必要が起るかもしれなし、。?こY この懸念あるカ ;i ¥: l cに本111IJ 度

の制定を 蒔 路すること は都市 計霊 従 来の成績から 見て許されぬ事 情 に 立 至 っ て ゐ る の で

ある。

問 工業専用地] ; f I . : ーはどヂしな範囲場所に指定するがよいか。

筈 前述の通り 差 嘗 りは港湾 運河 沿岸地主? 選んで泊首に分ギri 指 定 する の が 差 し世 b通話-で

あら う。 この 場 合地E支の奥行 はーブロック或は二ブロック { 立に習めるのが普通主考へて

よい で はなから うか、こ れが深きに過ぎると前項の懸念が叉 ［Ｇｊ［ｩ ￘ｾ に深〈なるものと見な

くてはなるまし、。なほ工業地設は何も水運に限つ Ｗ ここ ｴ ではな〈銭道で 言へば 引込み Ｊｊｾ

もあり叉将来は工業用水胞設或は局所ー的な電力ガス事業等も; } 5 へられるであらうから運

月1の純聞に つ い て は か な り 研究 問 題がEをされてゐるや うに忠ふ。

工当主E専月問j :l'地也医 sを"!特l叫守別な 工工.ヨ業t施; 設立に即してで:;(考5へ す 大J悦i苑見慌な工号場2誘致の? 仁こめ L仁こ臨時的にF月則iJ ひ

よとしい、J よふ、考へ方がある。二宇軒Tでも三I拘阿: でも位宅カが; 貼r許Hしuノλ1:1-1す u最託昆屯早7- 五 寓E判坪|ドエ十寓坪といつ

?仁こ土地 はなかなか まとま りに〈 しい、、。それで? 哲3主l < の|日川i旧日住宅f弐7主J之、J止I

誘 致に成 功 しに際 間 近地 一帯の指定を 1[ il. 11白寸 べし主いよ、のであ右。かやうな事柄で国つ

? こ貫一例は最近 rl1以下の都市においても随分多L、。 従 っ て この問題は木; j J IJ 度運用のー商と

して別によく研究 しな くては ならねと思ふ。

(3)  

第十一線 栓築物ヲ建築 λ ，t. 場合= 於ケノレ ) Cノ高叉ノ、共ノ政地内= 存七シムヘキ空地= 悶1;ノテノ、

地方ノ状況地区及池町i ノ積j ] IJ 土地ノ情態、建築物/ 愉;lll 、前市道路 /llliii 員等ヲ毛色酌シ車JJ 令ヲ以

テ l必要ナル規定ヲ設クルコ トヲ伶

主務大臣 ト認ムルトキハ高度旭区 ヲ指定シ其ノ I也直内ニ於ケJ J，建築物ニ付高ノ最低限度若ハ最

高限度ヲ定メ叉ハ空I也地区 ヲ指定シ其 ノ地区内 ニ於ケル建築物ニ付床面積 ノ廠地面積ニ針スJ J，

割合及敷t也ノu界線ヨリノ距離ノ限度ヲ定ムルコトヲ得

問 高度 地 ｾ＿ｾ地 々 ｅ 王の胤定は従来勅令の規定 ｲｾ I に既 に あ っ fこのであるが、今 回 iL伴を改

正してわさY コぎこの規定: t 押入寸るのは何の i1i l ( て‘ あるか

答 ｾｴ の問題は改正法 ｦｬ Ａ の棒読 にｼ 探 しでも 随分諭せＧられにもののや う ＺＺＧＧＧＰ tn十 一僚 の 現m

ｩ ｩ ｚ は何とでも読めるや う な 、 ｦ ｬ 屯 聞の ｮ［ｾ い ものであるから他に今阿の改正は 不 要 ｾＮＺ e のな

見も七、ないことはない o 1 1 [ : かし内界が内科であり 、 問題が大きいのにから j 也JIki lil J同様

の ＱＱＧｾを求め＿ここ ｴ は髄放もつりあふし工 ￭Ｚ 悲的で 主Ａ ｾ切 と考へてよいであらう。



従来定められてゐる規定に比較して異ってゐる一つの黙は仕事の模限が大阪に移つ仁こ

とである 。今の世に時代逆行とも言問はれぬことはないが、大匝 に とりあげることによっ

て更に更に活設に運用せんことを希つにものとみていい口従来は何としてもがしとに死ん

でゐ ?こo 数年の聞を粧て責際運用されにのは空地々医については大阪府下Tごりでありし

かも堂々と持ち出すには一寸a はづかしい程度のものにすぎない。

法律が定める床面積割合、相隣距離のことは現行の命令中には意岡されてゐなかっ? この

である o 前 者につい ては現行規定によってもできるといふ設があるが幾分解樺の無理が

あるd とにか く以上の次第で法律中に明定 3 れにものであらうが、要するに問題を瞭ら

さまに して民衆の聞に投げ込んピものと看? こい。

問 特に床面積書Jj 合主相隣距維とのこつを取り出し? こ理由如何D 形態統制上は外に L、ろい

ろと必要な要素がありはせぬか。

筈 形態問題は調ふまでもな〈現行の制度で一通り取扱はれてゐる商業街工場筒といつに

ところでは一一一多ノj 、の修補の要否はJ . l J j として一一兎に角十数年におよぶ施行の効果が相

官あらはれてゐるのである。しかるに位宅地になると一一住居地域内の住宅地fごりに映

らす' 腕い意味で一一甚?ごし〈不満足な !Ik態をみせられ? こ。空地の有様は殆どー桁迷って

ゐるのではないかとさへ思はれる感じがある。それで、今度の制定は大躍tl ニ宅地を ー! 育改

善する? こめに働くものと考へてよいであらう。

住宅地の形態統制に閲しては採光、防火、通風、 1111蹴、景1閥、庭問、楽閑その他さまぎ

まな要求が持ち附される。近来は叉都市の防空会I策として、粗開問題が新? こな間野か ら

吟味されゃうとしてゐる口此彪では到底問題を議論する n[.誌がなし、から省略することにし

?こし、が、 }1ミ商舗と相隣距縦との二つを持ち出すことによって桜々な問題にますし七、八分

過 I) L監へ得るものと考へるのである。住宅地経営におrいて j末商積を封象にすることは、

取りも直さす・土地にまうIする位平行度を一定度以下.に 維 持 せ ん と す る こ と で あ れ 住 宅 政 策

の根本主tl J1J をなすものと想ってゐる口従来不街生地区の例なと、でみなれにところでの床

に封する平ｾＺ広を＿綬にすることによって改良をＢ， ｩｾ ｬ 1)得fことする考へ方は之を根底力、ら打倒

し7こい。

問 : ? 地々区の制度は結構にが、… 韓日本の氏度をどうみてゐるのかo 理想を求めるのは

よいが、この制度が行はれるしきっと家賃が騰貴すと? にらう o そうすれば同居生前が

流行して却って危険、不街生なJ I } ;j患に拘l し込まれはせぬか口逆結果になるこ t を切にお

それるもの1': 0  

筈 之は設も痛い ところであり真剣な備へをしなければならなし 、。能く現況を澗任して油

切な制限程度を定めなくてはならない。貸家の経営には一方家賃収入の見込御力 ;d) 1)之

5 v  
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に封して地代、起物償却費、維持費があって相互に 11見み合せがついてゐなくてはならな

い。 この方程式を破る ことは即 ち貸し家ができぬことを意味する o それ放に空地々医の

指定は現況を超へるものであってはならぬこと 、之は巾すまでもないのである o Iこず将

来におりる地代の勝賞を抑へること 、或は勝賞の程度佐強〈制限することは誠lこJ l : むを

得ない o !:i-s地々医の指定は寧ろ此度にそのnj: り場を求むるより外仕方がないのである o

若し地区指定のTこめに地代カ: 一般に騰貴する様のこ t があれば一一 地鼠指定が相官民範

囲に亘る場合には、 こうし、ふ現象は起り得ないと思ふが 一一 郊外住宅の経営問題は新? こ

な局商 tこぶつかるであらう o 1J I' かしこの懸念あるの i肢を以て地医指定を遠慮するが如き

は今日の都市計査が到底容認し得ないのである 2

問 主地々匿の間別、その制以内容はどんな程度に定められるであらうか。

筈 1I )1J恨程度を定める lこは太陽の閥係が最も物を謂」、。従って東京と札| 院ではこの間係f ご

りでも多t1、の相異あるが王首であらう。一面茶闘を1: 宅等の思想、から詞へば主地は多々続

々掃する次第であるから前述の地代建築費に即して案配きれなくてはならなし 、口そ作で

結局多柿多慌の限別が生れるであらう。統一規定中に各間各様のものを設けるか或は地

方町dこ異なる駆煩を設げるかは研究のf氏自立があるであらう口東京、大1仮地方では床而積

書IJ 合として恐らく十分の三乃王七、八位の見首で決定されるとみられる o 距附のl相係は

O. 5 メー トル即ち民法の悦定を強制にうっす科度か ι 3 メー トJ レ休迄に及んで定め ，られ

るであらうか。( 終 り)



都 市 計
ヨ主

E 主
は ど

1  i 都市計壷はどこへ行< J の分類

こ

石

編輯局から興へられに此の題は案外にテキサスであつに。

ず¥、

ゆ

)'1 祭 耀

恐らし第三者から見れば千凡至極な題目で「建築はどこへゆく j でも「百貨応はどこ

へゆくー| でも編輯1賃値に大 して差はなかり相に見へ様が、自分にはそのどれが「どこへゆi

< J よりも「都市計聾がどこへゆく」かが一番今日のカン所に首つに様に思へる。

事Ｚ程左絞に、我々都市計霊の ｾ ｏｬ にｻ 主み ￯ ＡＺｩしにもの注には都市計霊崩壊 Ｑ 聞を感せ， ｾＭるを得

ない「今」なのである口

しかも それは、更生の明日をはらみつ入しかも一際の過去を廃棄し( 自らの陣後 5 へ

十年減せしめなげればならないのではなし、かと云ふ) なげればならないと云ふ深刻極まる脳

渓期なのである。

「住み古しJ 1こがlfJ:. 仁、こよ、し f こ瀬戸際を味i 、事が出来? こ事を嘆じてよし、か喜んで好い

力、。

「都市計主主はどこへゆく」。此の命題を三つの意味に分げて考へる。

先すＧ此を＿者 ＱＱ 市 計費［技術の明日の形態如何と云」、ｾに聴〈事が一つ。現在の行政機榊の都

市計霊能力を吟味す t 併する事が一つO

最後に、都市計繋技師陣の秋風性を懸念すと諦げ取る事が第三 であ る口

このどれもが貫 lこ現在その渦中にある我々の首商してる大きな問題であり「老へさせら

れきf るを得ない」三つの致死的な問題なのである。

しかも最重要な事は此の一大事を心ひ そか に感じてるのが我々ソ J ｾｮｬ のもの丈であって

枇合一般は気がついても見てくれてない事である o いつの世tにも一人は寝す' 祷が居てこム

しに危機を 瞥示 しなりればならない筈でゐるカ ;0 一一或は此が後世! : ，- めの時代の大きなミ

スー! と して I嘆かる可き一つ になるのでは あるまし 、か。焦応: せき' るを得なし、。

2  技術としての都市計聾

「都市計霊の必要性一一j 此んな文 r，'J は口にするが「おーかし L、」筈である o にも か〉は

7 v  
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ちする事責此れ程世の中から本策になって貰へない文句もないのである。

統制ばやり と云はれる程現有: あらゆる分野に於りる 「統lIi lj J 1調整」が問題化され夫々

が立法に迄進んで居る。その時に企i ! i 1J院に於てきへ都市計霊も地方計霊も岡土計霊も一言

字句問題にされ? こ事がな いので ある。

内務省が先年地方計霊調査費なるものを組み此を夫 々の珠算機関に計つ ? こ時、賓に素朴

なる抵抗の多き に苦 しみ遂に流産 し? こと きいてゐる 。

我々から考へれば貰にボウ然? こる程、無智な祉合? ごとアキレき' るを得ないのであるが、

一一 何が世の中を乙ふさせるか。

都市計書法喪令来十八九年になるが。その中、都市計書が梢陽の日を見? このは復興の時

丈。 アト は常 に日 影から日影への狭い生活である口まし てやそれが地方計- 害等主云ょ、華麗

なる粉装をまとわん とすれば常に直に徐興あっかいである。

それは何故であらふか。

それは枇合主云はす¥都市計- 壷に従事してるも の自身さへが( 意外主云はふか) r都市

計聾とは何ぞや J ｾ吟味 して ないからである。

いつの間にか所謂玄人の聞にも、都市計霊 とは街路網地域制? ごときめてしまってゐる。

榊粧のないの lこなると、都市計霊 とは「内務省の都市計整課から命ぜられる仕事」の別

名七位に片づり てゐる。

ー- - 1: から 、ど んな人1mでも 、都市計霊職員主なれ先輩の迭つにプログラムに従って

仕事をやってきさへすれば、 ぞれで都市計ー撃がや れる様に思はれ、首人もその気でお さま

って居る。

であるから首然世間では都市計霊とは、府! 孫の土木技術の中の「都市係J 1ごと思ひ( 従

って水力電気係の人が時務 しでもその日からやれる〉或は建築課の調査係、甚 しい のにな

る左市役所・の贋場係の程度 lこ過してしまっ てゐる。

そして その中最もコツケイなのは矢張り前言 しに様、都市計聾技術者ぞれ自身がそう思

ひ切って しまってゐるのである。然し定義されてない仕事であればこれは首然な結果でな

げればなるまし、口いは Y それは無名の印li なのにから。尤。定義はー臨ないワケではない口

好〈云よ、都市計安法第一僚がそれである。 r本法に於て都市計霊と郁するは交通、街生、

保安経消等に闘し永久に公共の安寧ｾ維持し叉は踊利を増進する重要施設の ｾ Ｍ ｉ 撃に して、

市若は主務大臣の指定する 町村の匡域内に於で又はその直域外に豆り施行す可きものを云

よ、」

此は何か改まつTこ目前には必十胃頭され、ー肱シサイらしくあっかはれるのであるが、こ

のど こに 者|同i計輩が定義されて居ると云ふのであらよ、。

然るによく見れば、此の前牛 l主文化一般 t 云五、様1i- 意に過ぎす¥ 此れを瞥視線監の職務

規定に川ひで 差益支へなく o ll)J 役就任のあい さつ 仁川ひで害なしである 。



およそ官公の事務にして街生、保安、粧簡を念とせきずるもののある答がない口

此のf保項の去はんと欲する事は後段の 「区域の内外に豆 h施行するものを云ふ」にある

のである o 即、本法に於で「特樺を興へらる‘可き都市計壷は」の規定でゐって、都市計・霊

白睡の定義でも何でもなし、。それはこの都市計・主主と云ふ文字を人間と云ふ文字に代へで見

ると解る。

即此のf康文の云はんとする所は「云々の 人間には扶助料を興ふ」と云ふ丈の事であって

扶助料を給せらる、ものを以って人 l1-fl e すとはならないのである。

然るに、いっとはなしに此れを定義主してしまっTこo 定義は出来でる。そしてソレはこ

れにとしでしまっ? こ口そこに我々の都市計撃の本質に封する思考力がマヒしてしまよ、捜機

がある。それが都市計書に無反省性を興へ世間一般のみならす' 都市計・霊技術者逮きへ「都

市計霊を 1; 11 らす'J と云ふ時代の盲黙を諮り ｊｾＮ げてしまっ＿このである。

「都市計霊は速かに正確に定義され F る可からすエ」

恐らくはそれれE 確に定義されるなら、現在の様にあらゆる部門に於でホウジウな自由

主義が 「統HjlU により緊縛強化されて行〈時代に、同じ統制精前11
の此の 「都市計叢」のみ

が認められない筈がない白地方計霊のみがわらわれる筈が立いのである口

「説〈人に J r聴く人に」都市計霊の何物であるか Y 解せられてない時 iこー一一いは Y お

J i . にピンと来でない時に百寓の二百寓の金の動〈筈がないのである。

以上自分は何を云はんとし? こか。

要するに「現代都市計霊の弱韓性」の基悶を意外の所・に探 h首でると、同時に然し此は

見かりの如< rどこへゆ< J 級のハカナキものでは「ある筈がな L、」と云ふ事である D

尤、都市計霊が都市計・霊ｾ e して現在の如〈叉将来色「此の分野」のレッテル主なつで輝

いてゆくとは思へない。

恐ら〈は此の中に間! 成して来で居る都市青!-i!1: 的技術が抽象され( それは或は「家屋並に

公共施設の組織によづ で生十るを 『刺: 合効果』を覗ひとする技術」となるかも如lれなし、)

Jll が分化しで弐の様になるのかも 9:11れないD

f村子容計量-

( j 也万計叢 i

ｲｾ ＧＢＧＧＧｾ ｬ 地方 言十笠
岡J:; ; - I書{ ， 

I  ＢＮ，Ｂ Ｎ Ｇ｟ ｾＮ ｌ ｾ ，＠ ( 都市計費E

I都市計輩!

l 村子客計・3匝

「知れなし、」ではな L、。既に釘l る如< Jll は澗逸で最正しく強〈官践され、アメ リカにでも

具開化されんとしつ〉ある位である。

9 v  



か〈しで「都市計霊はとこへゆ< J の第一の課題は、都市計警の定義の確立を待ち、右

の如〈編除されるのでーあらふと云」、答となるのである。

此は最愉快に昂然と答へ ｾＱ 詩し得るのでめる。

5 都市計壷行政の再吟暗

つ Y いでは、ソウしに概念的な角度・からでなく、現在のま川こ、都市計・繋はどこへゆく

か、此を「行政機織改革前夜」として考へよと云 i 、事と採る。

都市を組織的に合理的に組み立てる事が何が故に臨んせ' らる可きであらふか。

兎も角現欣に於て「都市を組み立てる事」は内務行政のーっとしで銭道、返信、商工、

農林行政と明に釘立しで居る。

めにかも、都市は鍛道、) ! i R { 言、商工、農林的内容の別なろ如< 0  

然ふして又常に「都市計撃ではソウかも知れんが、般道では」等と云』、言葉が誰にも何

等疑はれる事な 〈往復されて居る 。

ぞれ等は未 ｲｾＧ 好 い。

都市 fi 十業は、内務行政に於できへ土木行政と樹立せる計量: 局なる一局のr . ll に於で、防空

なる一部 と同じハカリ肌の上 lこチヨコナンと乗ってるのである。あ ? こかも それ等線、での行

政の浅屑をモテアソンで居れと云ふ如〈。

それ程「者|叶1・を合理的に構成する」 事は残屑事務なの であらうかD その抗議は直に「否

者l¥il 'iR-I-重なんて云ふ名前が思るい。ソンナ大きな仕事は出来るもんでもない 君達に頼ん

でるのは君達に出来る程度の都市計霊なのにョ」とうつもやられる 。

「出来るもんでもなく 、頼みもしなし、」 口一言にしで「さよなら」であるが然 し少く

もその償他さへ認めれば、総掛りでやってやれない事はない「効果」である o と自分は信

十る。

オゲ五が ｾ､ ・互の「特別令計的 ｊ ｾＱｈ ｾ ｊＺＺ＠ ｾ＠ :J1i で?こ Y 一つの司Ji ひを「此の都iliJ を皆の力の巧み

なる綜合により強大ならしめる事に集中する 。

例へば交通機闘を統1111 ] し、i ' : 公建築の配置に一つの計聾を有せしめ、此の二つの仕事を

更に「一つの司J l ひ」にょっで融合する。

それ丈でも現在我々がIIRで経験する以上の効果を挫得る筈である。( 先泣都TITI ま師に そ

こに一歩ーもこ歩も附み1 . + ¥してゐる) 0  

ソウし に司王が出来 1i.い筈はなく !日米で思い筈がめらふ答がな いのである 。

我々はどうしても jJt ::e :.i'::!削除2純の形式で内聞に也施せしめ、阪|土計霊院の名によっで各

行政の I @ト築公共 !j I!i 設の綜合l支術部分J 0引きぬき行はせなげればならないと信じでゐる口
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此等; の撃は師にiil 高岡、 富山等の都市計 霊協議合に時々出 fこが一向に行政メインストリ ー

トでは本来にあっかわれて来てな い。

若 しこ のま〉に して、現在の官吏個々の「築時」を槙子とする行政機柿従つで制張り主

義行政の ｬｬ Ｍ ｲｊ に山借りして居るならば 、 都市計藍はその手足を興へらる〉事なし魂ｾ Ｑｉ ＱＧび

起す暇なしに強大なる陣壁1mにひ しがれ消滅 しなりればなるまい。

叉以 1: は「都市計霊」としての苦しみであるが、特に東京、大阪、北九州の如き地方に

ては既に都市計壷は都市計萱の制艇であり得ねなやみに入つ? こ。

即 それは地方計 霊的形態を係るに非れば作在し得ない現献に直 i却して居る。

例へば大東京は市域の外、 l侍域の外に川口、川崎、 iliJl1 と云ふがl き、衛星都市と云はん

よりは郊外 rl-I心とも云ょ、可き楽洛の異常なる設建を見つ〉ある 。

此等 の ｲＺｲｊ の訓手 ｵ 計 ・ 霊を誰がｾさんとするか。

( 此を?司l J . f 11せしめるのは委員合の任務ではない。それは他 にあると云ふ様な奇怪な説明

は除きにし、。

我々はこ〉で二つの別 々に建で fこる案のマサツを除き度いと云ふのではなし、。

此は二つのものが同時に一つの粘判lで組立てらる可きであると云ょ、のである。

それは今日の委員合制度ーを現時四する事なしには絶割に不可能である o 少 〈も道路の如き

は別 としt也i或1Ii1J 含いかにするか) 。

ましでや術JL1都市浦和、千葉、前説等々の京京性を l硯る時計t しも此をー聞として綜合計

霊す る必要を 忠はさ' るを得ないのである 。

!!xは叉全隊l的に 都市なるもの〉現献を見るも既に総lての都市は他 と| 剖係なしには存在し

て居なし、。

ｾ ｜ｦ ｊ民が高物をいつの間にか 鑓存する様に交通文 化 の設 ｪ 主は［Ｑ Ｎｬ ｬ らさＧるＡ日 ｬ に同支部市を清算

し、分化せしめで従つで閥聯的存在? こらしめ了してゐる 。否せ しめ犠とする。

有Tこぎる者|叶i 。有でる都市。消費都市。労働者11市。等々の一聯の都市の有機器系。( 此

は他日 稿を改めで詑き度い)

此を r1 J ・肉相はみ、ポ パイの一般の釘1< 、IIP き合はしめる事」江〈綜合して 、成る Ni の

「日本」を楽へ lt しめる ftt には相方: に矛市なき聞係に於で 、者Ili lj の専門化なり単位化が考

へられなりればなるまい。

ゆ ｪ に地方 ｾ Ｍ ｉ 豊Ｍの将 ＡｊｩｊｩＧ ｬＧ な しに 都市を ｬ 眺める事の山来ない時代となっ＿このである。

憶を? こ〉に致し? 二時我々が、ハタとトウワクしなりればならないのは、ノb<もJ(fJ 照行政
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匡域の奇形きである。

明治初年の交通機関に遡! 臨せしめ? こ此の行政直域は、IJ、さ いま〉に奇形なるま〉に一つ

の利権乃至行政綱張 りのトーチガとなり、今では1
1
1
1ぴゆ く力のキコクとなってゐる。

例へにし? こ所が、我々は市川、 }11 口、川崎を考へんとする丈でも「噴飯に値する東京府

の行政直域」の奇型さを苦笑せ古るを得な い。

京畿、東海、到る所に同じ例がある 事 主信子 Z 。

此の設は逆に、若し地方行政区域が このま〉ならば地方計霊への護展はキクイ出来すも、

従って首然都市計霊はチ ツソク すると 云よ、事に遡る口

この ま、では此のいすれの途に於でも正に「都市計査はどこへゆく」である 口

4 技 術 障 に て

都市計聾 はど こへゆ く口

それは最「それら しく J ( その調子の有つ悲調に従って) 都市計 萱技術陣の現j伏に於て

答へ られなければならない。

先十自分は、都市計霊が地方計聾より闘土計霊へ護展せんとせる過程に於で、現在の技

術陣の大きな緋陥を考へないワケに ゆかな い。

現在の者11市計・査の主要ス タッフは土木建築庭閣の技術者である。

考へで見れば既往に於で 「都市」の「計霊」に於て、 イ司令ー「都市」の賀謹に闘する智識

のなかり し此等の技術者に「都市」を託してに事が不可思議であつに。

「都市は いかにある可きか」。それぞ「都市と云ふ粧抗、枇合上の現象J と云ふ窓l床に認

して見れば、それが土木、建築、逃閣の「技師」に 、しかもテンデンバラバラの角度から

テンデンバラバラな態度に於て 計霊されて「出来る」等主思つにのが、初めから喜劇であ

つ?こ白

都市が粧1戸fnt上命上の現象であるならば、 そのあ る司き「形」は経T削止令の世界からのみ

要求されなりればならなし、。

それをせやに進んでる所に「制千? が都市計霊を投げJ r者1I 市計霊伎[日li はTこよりなさ火遊

びにソノ日ｾ過す」鐙な生活のスタ ート が切られにのである。

然し此れも 、十六世紀風の都市美のl ¥-¥霊乃至今世紀に入つて の産業戦布、 に到する 赤十字

的都市計霊の時代なら未によかっ? こ。

その場合の問題は似る IJ、来的な路上に於りる支障のl徐土! l であっ? こからロ ( その詩に ("J e  

な 〈 漠然 と者間 ｪ ｾｈ｛ Ｑ 支 ￭ｲｲｬｩ と 云」、生活を営 む事が許されて居＿こ のである〉然 し 司王一度地方自 Ｑ Ｍ

査となる と一一ー そして 都i lNn五の特性つ' げ 乃至出き削碕に立つで土地の) I j 注の制定となり
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その組み立てとなると結果も大きし闘家の文化網の本質につき込む事でもあれば、土木

建築庭園( 主云ふよりは橋梁撃ホテル建築客晶駆除ではと云へはハツキリする) ではやっ

てゆげなくなる。( 此の場合には投げるのが倫理でめる)

l閃に経情技師、脳: 合技師が第一陣頭 に来、技術部門も在来の様な土木建築、庭園にでな

し 商 業 部 、 工業部、農業部、枇合部、交通部となし夫々の専門家と共に、在来の土木

建築、庭園の技術者が分属される事にならなげればならない。

現に一一地方計ー主主唱へられて既に十年に近からよ、口

しかも土木建築庭園の陣営から如何なる誰しもが首肯する定案が提出されにか口

叉、u ' しろ都市計聾のアウトサイグア陣から起りつ、ある、地方計霊にまうIする諸提案の

方がよ り貰質的で、より枇合の耳 ｾｦｴｪｩ りしめつ〉あるかで解らよ、。

賓にナチスの閥土計壷は、先十経桝枇合、地理事者勾より成る突撃除ｾ先頭に立 ｦ こしめ

Tこのである。

こふし fこ上層集流の下にある事は首然現在の都市計- 霊技術陣 lこγ 一つの不安を構成せし

めてゐる。

「一韓我々は地方計壷をやる資絡があるのであちょ、か。

否解つでくれば〈る程都市そのものさへ恐ろしい存在になっで来Tこ」。

地方計 霊に迄 ｏｉｾ さＧ め様とせす官官 市計・ 壷の現在に安んぜん主 しでも不安は去らなし、 白

それは今云ふ如〈我々は既往に於でー頁の「都市本質」論を残す事なくやって来? こ。ひ

fこすら「護民力f 1 f ，' l A : にして道路少なき都市には、系統ある一本の道路を奥ふる事にでも大

きな寄興主なる」級の組制irll 経で計重して来fこ口

大 して良心tこ恥る所なく過して長f qこ。

その結果は、十七八年にして何の「重き」枇合位置として克ち得fこか口

零細なる制i助金乃至受主主者負婚 と云よ、持参金な しには、見るも哀れなる 11!¥げJJ にして

「醜き」自分を鏡中に見出さなければならなかっ? こ。

最正確なる所 「都市計霊」生活十幾年なる我々が、赤裸の「倒人」 となって枇合に出 Tこ

時、誰が何の理 ｾ ｉｉ に よりパンを興へてくれる偵他を有って居様。

此 Iま何等質龍に ふれる事: な し 形 式 的 な 都 市長1-霊に快を自演して来Tこ報ひであるロ

恐らくは、明日の都市計査は経 ｾｾ￱ｴｬＺ 合主云 ｩ 、様な上競スタップが出ぬ迄もＨ或はソウし

にものが現れる迄の窓口刊をつ今日の技術者連が新しき ;lirl1粧を以って、つないでゆかなげれ

ばならぬのであらふ。

それにはドウ しでも技術者連を再教育する事が弟) の要件である。彼等を して都市の水

質全皐びその内在力に l臨じ「その動きを易からしめ」その I !M-' 求の按心を満足せ しめる」
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様な計暫 ｴｾＱ こで得る桜な「技術」を臨得する様 Ｑｬ こしてやらなければならぬ。

それに到る過程の、 Tこより なさを 「現在の我々 」が感 じて居るのでめる 。

最後に果して誰の罪かj Jlら なし、。兎 も角も岡家乃至耐:合が、此の部門への償他l " 認めす'

い ｦ こす ・ら に 寒風 ｬ こ放 置 して 世 く 事は少 〈も此の 技術陣への限りなさユウウツを ｾＱ これこめし

めてゐる。

此の技術陣に投十る限り、勅! モの椅子は一つもなく地方にあっては謀長fこり得ない。叉

委員合技j ) i li のヌエ的存在は俸給的には屡々最高し t されてる府! 際吏員におとり 、 ましてや

公共固腫の寄附によって給興されてる所等昇給の安定は全〈矧 し得ない。

又仕事に於ては土木建築の正統を外れてるが放に? こへ十路傍人的な睦迫をうり 、 しかも

一個所に釘する十年十五年の釘づり は仕事的にタイク ツなら しめ、若 し待遇にして順調 lこ

進むならばし、っかそれはそこの珠算の椋準をはみ出す事ーになる。

よし此等の斗ウウツなる空気を笑殺じ得可き我れに「名 人」の「悟り」があると しても

( あれと云ふ にしても 〉此の陣の此の ユウウ ツは既に誰知らぬなき技術界の名所ーとなって

る。 一一土木ならば、土木局よ り先き に、 餓道行よ り先きに 、建築ならば、大蔵省を世き

遮信省を世き 「第一」に「新人」の才11・些す可き部F"J ではな い事になってゐ るa

否。それ所か、その中にあって老衰 し?こ ( 年齢的にでな し 熱意的に 〉もの以外はmあ

らばとよさ対II への伸身を釈がまへてる連中によって揃ち でゐる。

か 〉る人的構成特に その技術Ill liのゼイ弱性、しかも その柿給の途なさを1患へば此の「多

難な者11市計霊J 0  I 重要な都市計置のl民」の扉を何の力によって誰に Jrpし問かし めんとす

るか。

こ〉にも幾百かの「疋然」の最後の ものがあるのである 。

若 し人あって、こ〉にｉｬ ｊｾ ｾＧめ、 技術陣を強 化す る事に努めるならば、そ し て彼等に良心

をも千 ｔＱこし めるならば 、 彼等は恐らく第一段階として白からを整正し 、 つ ｙ いて定 ｾｲｪｴｈ ￎｩ ｴ 合

のj支術家主? しつらへる謙雌さを回復し、引きつ Y き者|叶 j i1i・霊会地方計霊闘土計誌に迄高め

る可き興閣のテコのーつを動かすに ヤプサカではないと信す' る。

者11市庁|査はど こへゆ く。一ーその最後の答へは こ'::> Iこめるのである。
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革 新 へ の 披 動 乞 都 市 計 董

士

口 村 辰 夫

輿へられに課題革新への波動と云ふ事に付て自分は判っきりとしに概念をつかむことが

出来なし、。現在の枇合事情を見ても殊更革新と謂へる様な存在 もないし叉そ うしに動きも

見ない。

菅 . 巷聞にはi1siJ 干U兎き上つ fこ: 愛閥的'IW熱の中に闘民の明縦な時局認識と 、高揚され? こ

岡家正義制が抗溢 して居るのを痛切 に感十る Tごりでゐる。

若 しも「 革新」 と 云ふ ことを此 際定義付けるならば 、自分は 、 闘民の岡家にま ｴｾ する精制 Ｑ

的覚醒一一端は Y 従来よりも更に歩を進めに図民としての真の自覚に基いて真剣に凡ての

事 ｾ｜ＡｦＺ 考慮しよふ とする現在の 精耐 Ｑ Ｑ 的覚醒 主 謂ひ度いのである。 斯る緊 張 、 ｪ 折る民塾こそ

何事に依ら十「正 しきもの」への批判に迄岡氏を 引上げ得 るのであって、此
W1I 時局の偉大

な張力に自分は心からの葉樹を興へTこ〈思ょ、。

此の瞭古f! 時比の聖戦に敢へて身命を省みぬ我々同胞の前に先つ' 自分は衷心より感謝と命

敬を俸げねばならな いと 共 にそうしに 傘 い 策叫が何よりも同 胞の精 ｾｩｬ ｬ ｬ に 輿へ ＿こ究 醒 こそ 叉

無 〈貴重なもの と考へるのである。

そして非常時に際 して閣民が凪間日本 にませする崇高な観念一一従来の岡家に劃する股味

さを肢棄 し探 〈自分等の精話I11
生活 主結び付げて明確に 認識する様になっ Tここ とこそ曾っ て

l!Wいこ ヒなの t:' 。

即ち岡家の需の我々 叉家族の一員 として構成? る我家一一JI抵閣の翻念こそ純、てを超越す

る閤民の岡家に3討する買の精;Iill l的設露であらねばならない。 此の意味に於て 自分等の批ーは

る都市計霊の問題を検討する ことは共の進路に 誤り なき ゃを吟味する 意味に於て伏して無

駄ではないと思ムロ

者II i1j計担jが誕生の際は今から見ても共思想に於て、青|・設に於て消化し切れぬ ものが多 〉

あつにであらうことは誰しも想橡するところである。

隊|家の施設に }L そ如何なものであれ共目的が畢克慨はそのMih祉会両ーめる賠にあることは都

市計霊に於ても亦鑓りないのであるが、日! t 注意すべきは計霊者の枇合認識或は共洞察に寓

- ) 次げ Tこ底ゐ りとすれば、共計輩は凡そ異る意味のものとして、結果されるであらう 事な

のである。首初の都市il - j - 霊が市民生活にピックリとしなかっ? こ所以も 、今から見れば生活

程度の低い而も創成首時のハンデイキャップゐるがi肢に或は巳むを得なかっ fこのか も会11れ

なし 、。
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然し問題は共後十官余年を経fこ今日果してどの位の進展を遂げfこか又と‘ の程度に閥家ー的消

化をし? こか左云よ、黙にあるのt: o 謂は Y 今日の都市計霊は如何に在現の枇合、延いて大衆

の生括と有機的且密接な開係に結び付りられ? こか主云よ、ことなのt:。論的に例を地域制に

翠げて見るに、凡そ如何なる都市でも位、商、工の三地域が例外な〈指定されて居るげれ

ども其分配に於てその量に於て果して都市の性質及内容の注意深い洞察から生れ? こもので

あらうかD 更に都市として将来の護展の適切性から見て叉庚〈岡家の褒展から見? こ都市能

力の受賞性から之等が計重されにものであろうか。澗り地域のみならす・ i 都市に組まれに

道路網にせよ其都市の目前iの進展に閥しては有意義かも知れぬが、都市をそうし? こ道路網

によって計霊することが叉局部的に謂へば凡ての郊外部に同程度の交通的便宜を輿へると

云ふことが思して都市の将来に叉岡家の将来の護展に誤りなく幸踊を粛すかどうかは頗る

疑問とせぎるを得ないのである口

自分は思想方面から衛星都市論 (Sattellite town) を持って来よふ。此の論議は極めて早ー

〈勃興し? こが馬に影響も念速に各閣に波及し、恐らく如何なる都市計畳者と雌も之を夕、Hら

ないものはない位に蹟まって居る。然もその思想は都市郊外の統制と共健全化を困る目的

の矯めに建築禁止を緑地帯の手段にさへうつにへてゐるのである。斯の綴な思潮を少くと

も我闘の専門家建は安11悉して居るに拘らす刈をへて本邦に於て共研究や貰現に閥れよふとし

ないのは伺故であろうか。都市計霊家主して斯る思想、を信じ例へ都市共自躍の範囲内でも

此の方策から最高至高のものなりとするならば、何故に自ら進んで勇敢なり得ないの ｴｾＧ ろ

うか。

私は街星都市論を擁護する心算はないのt: が、 11住云ひ度いことは現今の都市計霊者は共

信念に向って何故に忠質でないか、勇 ｗｾ でないのかと云ふことを反問し＿こいのである。斯

ふしにことから都市計葺が依然形式的であれ粥縫的なりと云ふ非難をうりても我々主し

ては甘んじて夫を受げねばならないであろふ。

然し若し共事情が翠なる行掛り上の事から護生して居るものであるなら此際断固 fこる決

意を以て此等を粉砕し活進一路を辿らねばならないのである。叉高一都市計聾者聞の| 相互

理解の不足に基〈ものであるなら それこそ都市計主主家の精卵11
1
総動員によって一致圏緒、閤

家の ｾの ｬ 真の都市計 ー 董を樹立しなければならないのである。

私は現在の都市計叢が或程度の進歩をしながらーーぢに於て機桃の猷陥ゃ分野の害IJ擦に依

て緊密な結合を ｗｴ くと云ふ事が指摘されても、或は共 ｻｻｴｦ Ｚ ｾ 承認せ Ｕ るを得なし、かも Ｙ ， Ｂ れ

なし 、。

者11市計霊領域内に於ける専門分野の摩擦が自省なき釘立を絞りるならば果して日本の都

市計董 ｬ こは質質的に幾何の利主主が ｾｦ らされる ｔ ごろうか。

然かも共債字削: 今日に於ては習性とさへなって互に圏結と協力を欲し勿らも牧へて逆方
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向に進まねばならぬ様に 意識しつ〉作常行動する 者あり とすれば此等は都市計ー撃を自ら汚

す他 の何者でもな いの? ご。斯ふしに内部の葛闘は1 ) として都市計藍のみにあるの ではな い至

る所に存在する。然し都市計霊は特に技術の綜合を 必要 とするが放に、か〉る事の存在は

他の如何なる場合よりも影響する虚極めて重大なる ことを? 指摘し? こいのである口自分が此

の問題に付て記述しに所以も今日重大 1J _ 時機に際してゐる都市計霊、然も凡ての技術の協

力を侠? こねばならぬ都市計霊を此の際少しでも早〈一致せしめ、協力を竪〈して岡家の護

展に封する 重要な任務を遂行せ しめ?こ し、微衷よ り出 で? こに外ならぬのである。

今や都市計査は閥防計霊 と相侠つ で決して曇如? こることは許されな し、。

現下の都市計重 こそ共存在の意義 に付ての検討に亜大な問題を投げかげ てゐる。一方に

於て地方計聾ー或は岡土計霊への設展に封しでも批判と研究と更に遂行への泊ー程 に直商 して

ゐるのである。此の亜大な時機に依然として分野と感情の抗争を絞りにとし? こなら地方計

聾の如き重大な案件に針する真商目は何底に求め得る にろう 。

都市計霊は建築のみの計霊にあら十又土木の分野でもなく、浩闘でもなく更に法律のみ

でもない。謂ば凡ての綜合、凡てを超越しに凡ての技術である。

自分は斯んな判りきっ fこ事柄にf・j て言を費す所以も周囲に殻生する時々の問題に佐々此

のl明鏡石? 曇ちせる様な事柄を散見するからである。

都市計霊者よ須ら〈斯の曇を排除し公平無私の立場に複院して 一致園柏、相互の隔意な

き緊絡と協力を以て行拐す可し、然られ1 ば者11市計輩の将来には決して j一千: 付こる進路が聞

かれはしな し、。

都市計霊共自暗には未亡々々研究論議す可き黙が多し、。設計にせよ理論にせよ全〈未開

殻のま〉 であ る。

l枚に計童家に要求す可き蔀閣は此方面をも lift) J11へねばならねのであるが、然し全ての根

幹は精神的作興にあり t イ言十るが般に政へて表題を掲げて時局下の剖lifj 計量ー者にその自省

主岡家抑F見知への先限を促 し?こ詩である。

畏友干i7大助薮J安井坂官ゴ: / i j ti 司の言卜に i誼ひ向調の冥踊を祈りつ〉此稿を経る。
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園 民 防

は し が き

近時飛行機の異献なる護達に伴ひ、防空

は一日として忘れるこ k の出来ない重大要

素となるに至つ? こ。防空には主として陸海

軍の行ふ積極的防空即も所謂軍防空と 、主

主して一般闘民の行ふ消極的防空即ち所謂

閤民防空がある。雨者は絶封不可分の開係、

にあり、即ち閤民防空は軍防空に則臆して

之を賓施するの要があるのである。閉じく

閤民防空と謂ょ、も、主として人的の訓練に

よるものと主左して物的の施設によるもの

とがある口物的の施設によるものは、更に

之を恒久的の施設によるものと速急: 的の施

設によるものとに分類することが出来る。

主主 lこは恒久的都市閤民防空施設を中心に

防空に閲する話題の数例を列車し防空色技

術に闘する 事項を気付〈依に示し度いと思

よ、。

1  

慎重なる態度を以て防空に関する諸種の

考慮が姉はれるに至つ? このは左程新しいこ

とではない。遠〈は殴抑制大戦首時のロンド

ン空襲により、近 μ ま支那事鑓中皇軍によ

る空爆により 、共の関心は主主々昂まりつ〉

ある。

我闘に於て、所謂防空演習の初めて試み

られて悶民防空tこ封する注意を喚起しにの

も既に数年前の話である。首時は主としで

股火管制に闘する訓練を主と して行つにの

であるが、同氏全般に防空の急: 務なる事貫

主?植付り? こ鮪 lこ於て、大いじ効果ありしも

の t 謂はねばならぬ口

日本建築協合 tこ於てし昭和 9 年に 「者1¥
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施

三河4

H又 資 料

士

口 信武
田

市武装促進委員合」なるものを新設し、協

合が日頃主張し来つ? こ都市の不燃焼化石? 更

に庚〈更に深〈唱導し、今に至ってゐるの

である。共の委員合の目的とする所は、防

火防空建築の普及促進、防火地区の鏑大、

防火地底内在築完成の促進助成、避難施設

の完備、環}!k放射道路及公閤贋壌の設置、

都市航空港の建設等にあり、叉、都市武装

に闘する建議、都市武装に就いての論文懸

賞募集、都市武装展覚合の開HU、前街並に

映 識 に ｻＱｾ る 宣 体、 「都市武装説」の特桝パ

ンフレツトの夜行頒布、ポスタ戸の懸賞・募

集、都市武装に 1mする 座談合の開催、 fな火

管IIl IJ の調査、豆.要建築物に於ける偶装遮蔽

避難演習、都市航空港計霊案の懸賞募集、

都市武装週1mの設置等を以て ;!t の賀行方法

となしにのである口

共の詳細は、 昭 和 9 年 7 月 1 日殻行の

「建築と枇合・都市武装特特」並に、日百和

10年 5 月20 日蛮行の「都市武装促進委員合

記録」に一括されてゐるが、今向以て斯界

の一大指導著書 としての領値充分なる黙欣

快 tこ耐えなし、。前者ーには、各構成者の論文

を始め、懸賞臨募によって得? こる名著、即

ち、都市武装( 山口儀三郎氏) 、都市武装

論( 吉村辰夫氏) 、都市武装に就きてく問

中進氏〉、都市武装計重論( 椛間賞氏) 、謎

れ我等の都ili Ｈ平野 一 男 、 四方靖郎 ｬ Ｇｦｾ氏ト

都市の防空と武装都市 ( 大井弘法郎氏〉、

都市武装に就いて( 範チ|ニ幸次郎氏〉勾ーが摘

枕されて居 り、 何れも防空と者I1市計輩或は

建築との桁接不織なる豆大関係の存在を指

摘説明せるものである。

繭司王、日 本建築協合に於ては、都市防空



の必要性と奨励方を、或は機 ｬｾｊ 雑誌に依り

或は研究合開催. に依り 、或は共の他遁首な

る宣停方法を以て、枇食に唱導し来つにの

である。又、昨年末上海方商 lこ向げ 4 人の

防空問奈員を減法せられにことは本誌 3 月

fu.¥:1こ既報の如〈であり、向最近再び南京方

市に向け 3 人を出張せしめ 、将来愈々都市

の防空に劃して大いに詩す所あちんとしつ

〉あるのである。

2  

従来の防空に封する人的訓練並に物的梅

設を一層燃充強化統制せんが局に、我閣に

於てはHド年 4 月防空法の公布を見、岡崎行

令と共に同 10月より之が貰地主? 見、線、元締

? こる内防省に於ては従来の大臣官房都市計ー

控訴を計整局に改め、共の下に J. l!: 務、防室、

都市計壷の 3 課を設り、各航官制を改正し

て官吏の増員を行ひ、北海道及全間各府腕

に防空係官を配備し、瞥硯結及重要都市を?

包含する府l院には警察部に防空課を新設、

事務官、技術官、警祭官を置き、| 剖民防空

の情説: 監貸に嘗らしめること〉なつにのでも

ある。

防空法に於て防空と僻するのは、鞍時又

は事鐙の際空襲による各股危害被害を防止

軽減せんが潟、一般閤民の行ふ所の股火管

11m、消防、防彦、避難、救護、或は之に必

要な監視、通信、幸子報を指すのであって、

防空の費地並に之に ｍｾｊ して必要な設備叉は

資材の整備4こ闘する所謂防空計型: の設定と

相倹って岡ニ1 : : を防衛せんとするものであり

全22筒{ 射的こ附則よりなれ防杢法随行令.

官臨防空令等の肋令に共の細部が規定され

て居る o 共の内容は、1 . 防空及防空計霊の

内容を明かにし防主計霊設定者の義務に闘

する規定を設くること、 2 防主上の必要に

恭き義務を命す' る範囲を明らかにすると共

に給94共の他に閥する規定を設〈ること、

3. 防空の訓練に闘する規定を; 泣くる こと、

4. 費用の負捲及岡庫補助に閥し必要なる規

定会設くること 、5. 防空委員合、罰j則、官、

臨防室、外地への施行、施行時期等に闘し

必要なる規定を設くること等に大別し得る

が、何れも一朝有事の際に備へる需必要紙

〈べからぎるＮ事項に ￟ｬｾ って規律しにのであ

る円

防空の賞施に闘しで必要な設備資材の整

備計藍は、建築家を始め各種技術家の手腕

に倹つ所頗る大であり、共の活動範囲も頗

る蹟汎となるわりであるが、現在防空法に

於て謂ょ、設備資材の主なるものは一般に弐

の如きものと解される。即ち、 1. 股火管制

に就では、配電線の設備、屋外燈に於げる

開閉器の取付、工場等に於げる巌火、火焔

の隠蔽装置、航路標識の減光装置、自動車

共の他の車棚、各種f言説の遮光装置、{日|人

の家庭に於ける遮光装置等、 2. 泊、防に手j・で

は、家庭又は町内等に於りる貯水設備( パ

ケツ等の備付ーを合む〕、消火器、 ｐｾｰ 筒等、

3. 防悲に付ては、防憲兵、検; 在泊苦言の材料

防tlE宗、民衆の群集する場所、食料品貯蔵

場等に於げる悲瓦斯侵入防止設備、上水道

に於ける検憲治、悲設備、 4. 避難に付・ては、

既存交泊施設の鮒i足的設備( 公開等の入口

増加、地下室侵入口の幅員増加、標識等の

設置) 、公園成場等を利用する臨時集合所

又は臨時避難所の設備、地下室を利用する

避難所の設備、illt f.4/i 者の棲息に必要なる食

料品等、 5. 救護に付では、教護所の設備、

推架、救念欝療兵襲品等 、 Ｖ Ｎ 監 ｬ 視にイ ｾ ｊ では

展望華の設備、望遠鏡等、7. 通信に付ては

電 ｦ 言法第二僚に掲ぐる私設電話 、 ￟ｾ 公署に

於て臨時設備すべき電信電話、8. 警報に付ー

では、サイレン( 間定式、可動式) . - * 鏡、

ドラ等を意味するもので dうって、都市築構

に闘する恒久的施設、例へば消防挫難用の

道路橋梁公園共の他の設備はこの防益法に

は包合せられてゐないのであるロ防空施設

上多大の関係を有する都市計輩、市街地建
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築 物、共 の 他、電 類、 水道、五 斯、交 通、

運 輸、 通信等に閲する事項は、之 を 既 存 法

令の所用或は改正に倹つことを原則 とし、

防空法には防空上必要なる高般の諸事項を

網羅しでは居らな いのである 。従って、防

宗法の規定によって闘民防空の全般を包含

せられるものと解することは深い誤で、者1¥

il 'i計霊法及市何地建築物法共の他の閥係法

鋭、勝叉法規に規定されてゐる以外の事項

をも合せ考へて 、 共の ｆ 完全ｾ期さねばなら

ぬのである口

5  

都市計摂は都市の線ゆる形而下的施設に

整備統合し以て ilr民 の安率を維持 し踊利を

地進せしめることを円 j全とするもので、就

r+' .道路の新設及型; 別孔橋梁の耐畏耐火化、

公闘、Jtt( 壌の設置、防火地区ーの姉充、電 線

交通機澗の地下担設、耐震耐火建築の奨附

終叉都市の地方分集促進等は、一旦援急あ

る場合にも都市防護上最も根本的に必須な

る施設と云はなりればならぬ、 依って非常

時都市防護計霊iJ は和平の正常都市計霊のZ思

想、と全く一致する所ーであることは云ふ迄も

ない。

第六回全開都市問題合議総合の議題に闘

し防'芸腕試に就き 次の如く解説してゐるの

も亦大いに意義めることである。 即 ち、税

近航空機の設建 lこ作ひ、今後の戦争に於て

は 、 産業 上、 政治 ｊＭ ，の各 ￸ｮ 中値機 ｾｾｊ の所在

地? こる都市への空襲が、必然的に7象想、せな

れねばならなくなっ? こ。 従って都ili に如何

に防護 するかといふことは、今や最も主要

なる都市計主主上 の一問題となってゐる。我

ｉ ， ｾ ｉ に於ても 、 昭和 Ｑ Ｒ 年 Ｔ 月防長法が設布せ

られ同 IOJ-] 1 日より質施せられ て、都 市 計

詳の方筒からは防 空機闘の活動を fa ならし

むるにめ 、叉はi li 民の避難を容易にせるに

めに 、 それに i曲賞なる幹紘道路網を定むる

こと 、各極通信機組を J也下に担設する こと
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建築物の形態、色彩等に統制を)JI1へて都市

の 識別度を t陸減すること 、建築物の構造を

強化すること 、防火地匿の繍充強化をはか

ること 、主宰五斯の攻撃 に劃する防護施設を

なすこと 、 及進んでは工業の地方分散をは

かること等が緊念の問題となって来てゐ る

この新なる要求に封して、 都市計主主家の貢

献寄興は熱 I L: '、l二期待せられてゐる。と 。

叉、最 近 市 街地 譲展の欣況に鑑み一層土

地利用の整正をはかり 、建築物の用途の統

制 を期すると共に 、 防空防火及保健衛生J:

の見地より市街地建築物法の改正が行はれ

? こ。特に防空防火上注目すべき保項は次の

如 しo

第十一篠 = 友ノ一項 7 加 7 一一主務大臣必要

ト認ムルトキハ 高度地監ヲ指定シ共ノ 地区内

= 於ケル建築防= 付高ノ最低; 浪皮若ノ、最高限

皮ヲ定メ叉ノ、ZE地地鼠ヲ指定シ; I t ノ地院内=

於ケノレ建築 iお= 付床面倹 ノ敷地面積= 針 λ ル

割合及敷地ノ限界線ヨリノ距総ノ限度 7 定ム

ルコトＧＷｾＪ

第十二線中「衛生上叉ノ、保安上ヲ「街往し

保安上叉ノ、 l坊さE上J =- 吹ム

第二十六 l夜中 rI随員九尺J '7 r'l随員四米J =-

改メ間際第二演 7""l r. / .如ク改ム一一幅員四米

永満二、七米以上ノ道E普及道路ノ j新設叉ノ、製

}I! . / ii 十重 アル場合= 於ケル其/ 言十淀/ 道路ノ、

勅令ノ定ムル所= 依 H 之ヲ道E告トヨラ倣ス

同 法活行令の改正を侠? こねば共の詳細なる

具鎧的規定は不明であるが都市防主上重大

なる意義を有するであらうことは云」、迄も

なL 、。

4  

防長に闘する参考書は既に相訟の数に 1-，

ってゐるが、共の性質 .l-.i h';l:に 入り来日lに瓦れ

る ｬ 有森を有寸るものはない ｯｈＱＱ ふ ｲｾ￭ 十年 ＹＷ Ｑ と

或程度ｾ超えてゐない。諸外岡の文献を ｩ 由

貿して最も注目せぎるを得ないことは、何

れも殆ど防毒を主 ｭｾ としてゐる賦である口

我 問 lこ於げるが如〈防杢は先つ' 防プえからと



云ふやうなことは殆どない。既に燃えさ' る

都市を有してゐるからであって、美しい次

第である。数種の防空参考書を次に列翠す

る。

Hyde， H.  M.  &  G.  R. F. Nu_ttall ， Air Defence  

and the Civil Population.  London， 1937.  

Cambri dge Scientist s' Anti -War Group.  The 

Protecti on of the Publ ic f rom Aer ial  Attack. 

L ondon， 1937_ 

CampbeII ， Sir Mal col m.  The  Peril f rom the Ai r 

London， 1936.  

Cement  and Concrete Association. Air Rai d 

Protecti on.  Londod， 1936. 

Fire Bri gade Services. Report of  Departmenta.  

Commi ttee.  Cmd 5224.  London， 1936.  

F  oulkes， C. H， 'Gas!'  Edi nburgh， 1934. 

Gasschutz und Luftschutz.  Berl in 

Gi bri n， Commadant ， and Heckl y， L. D.  Defense 

Passive Organi see.  Paris， 1936.  

Groves， P. R. C. Our  Future in the Ai r .  

London， 1935.  

Hal dane， J .  B. S .  CaIIinicus. A  Defence 01 

Chemi cal  Warfare.  London.  1925. 

Hederer， C. ， and Istin， M.  L ・Arme Chi mi que et 

ses Blessures. Paris， 1935. 

Hei ni cke， E. Der Bau von Luftschutzraumen 

fur den. Luft schutz der ZiviI bevol kerung・

Leipzig， n. d. 

Henderson， Y. ， and Haggard， H.  W.  Noxi ous 

Gases.  New York， 1927.  

Hohm， F  ritz. Di e Waffen der Luf tstreitkraft e.  

Berl in， 1935. 

Home  Office.( Air Rai d Precautions Department. )  

Handbooks.  

No.  1. .  Personal  Protection against Gas.  

No. 2.  First Ai d for Gas Casualties. 

No. 4.  Decontami nati on of Materials_ 

No.  6_ Ai r Rai d Precautions in F  actories and 

Busi ness Premises .  

No. 7.  Anti -Gas Precautions for Merchant 

No.  I. Organi sati on ofAi r Rai d Casualties 

Services. 

No.  2. .  Rescue Parties and Clearance of 

Debris.  

No. 3.  Organi sati on of Decontamination 

Services .  

No.4. .  Ai r Rai d Wardens.  

Home Office. (Fi re Bri gades Division. ) 

Memor andum on Emergency Fire Bri gades 

Organisation.  London， 1937. 

Hunke， Heinrich.  Luftgefahr und Luftschutz.  

Berl in， 1933.  

Jones， H.  A.  The War  in the Ai r .  .( Off ici al  

Hi story of the War. )  Vols. I!I， V. Oxford， 

1931. 1935 

Kni peer ， Dr.  r.， and Hampe， E. Der.  Zivile 

Luftschutz.  Berl in， 1934.  

Pickett ， F. N.  Don' t  Be Afraid of Poi ssn Gas.  

London 1934.  

Schosberger， Hans.  Bautechni cher Lul tschutz.  

Berl in， 1934.  

Socialist Medi cal  Asso亡iation. Gas Attacks. Is 

there any Protection? London， 1936. 

Spai ght ， J. M.  Ai r Power and the Cities， 

London， 1930.  

Air Power and War  Rights.  2nd Edi ti on， 

London， 1934. 

Vauthi er ， Lι .Col onel ， Le Danger Aerien et 

I' Averi r du Pays.  Paris， 1930 

以 ‘ ｼ 二の洋書は便宜上頭書の書籍の巻Ｊｾこ

掲げられ? こるものの中よれ 特 lこ参考とな

るべきものを抜悲しにのであるが、この中

には我聞に於て既に大し、に利HJ せられてゐ

るものも多い。共の詳細は又稿を吏めて紹

介すること〉する。

我聞に於て、防空に附する技術的考察に

闘しては、雑誌d- 建築と枇合J i 建築雑誌」

「都m公論J i セメント界業報 J i 軍事と技

術」共の他に屡々有主主なる論文が殻表せら

Shi ppi ng.  れてゐるが、認に於ては之が紹介は省略す

Ho me  Office.( Air Raid  Precautions  Department. )  る。比較的新しく殻刊されに防主| 剥係参考

Memoranda 蓄の数極右? 刈恕すれば弐の如 し。

2 1  v  



v 2 2  

大勢: 鰯卒氏若 ・昭和 12年 9 月 15 日 ・借成社設

行「防空讃本J

片岡 稔民事r ・昭和 12年 9 刃 l 日 ・〆イヤ モ

ン v社後行 「空襲」

高橋常吉氏著 ・ 昭和 Ｑ Ｒ ｾ 三 日 月 Ｑ Ｗ 日 ・ 新潮社雪量

行 「敵機来らば」

原嘉毒 ｴｾ 著 ・ 昭和 ＱＲ 年 Ｙ 月 Ｑ Ｓ 日 ・ 第二。図民

令出版部資行 「近代戦と園防J

苛 木 保 氏 若 ・昭和 12年 10月29 日( 日本評論

社主を行 「兵器説本J

昭和 12年 11月 l 日・誠文堂新光社後行「航空

機の驚異」

岩田f亙氏編 ・昭和 12年 II 月20日 ・大! 仮市教育

昔日後行 「空襲と都市防空J

奥島正一氏探 ・昭和 12年 12月28 日 ・日本ボル

トランドセメント同業合軍走行「建築防空

に;v...i;きて」

問中幸太郎氏編著 ・昭和 12年 10月 ・大林組防

設分図防毒斑まを行「空襲防談室J

大林組住宅昔日 ・ 昭和 Ｑ Ｒｾ Ｑ Ｒ 月調「空襲と住宅

i坊設室」

隠III 経理祭校研究部課「防空建築」

5  

一般都市計査の範鴨以外に 、消火用貯水

r也、防護室等の建設も防空上の重要施設と

して、既に各種の文献に詳細論議されてゐ

る。蕊には之を省略する。

我閣に於ける防空の要諦は先つ' 防火にあ

る。都市の武装こそ 凡ゆる防空r ，-I整の基礎

となるものであって、我等は; 之が貰現へと

遁進しなげればならぬのである。
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正 面 全 豪

1 陪 平 面 箇

“ 和 歌 山 懸 膳 舎 " 霞計・和歌山県華麗舎建築課・施工・清水組 1  v  



lifl H刊1

正 面 玄 関 車 寄

2 階 卒 面 圃

v  2  ' ‘ 和 歌 山 廓 麗 舎 " 訟官十・和歌山牒康舎建築課・施工・清水組



正 康

3  ｾ菅平面圃

“ 和 歌 山 鯨 厩 舎 " 設計・和歌山鯨廠舎漣築課・絡ヱ・清水量E 3 v  



議 場 ( 上〕 曾横室 〈下〕

v 4  
“ 和 歌 山 鯨 聴 会 " 設計・和歌山県高廠舎建築課・施工・清水組，



敷地位箇初秋山:li'1、11:際通 1 丁目 1 番地ノ 1 各騎面積 i也 府 15i ・s 6 平方米

敷地苛fi! l G. i l∞ ・OOjif 第 1階 2.4i 4 ・06平方米

建 築 総 延 間 前 本 臆 舎 10. :14-t・ 53苧万米 箆 2階 空 白 却 ・i G苧方米

附図際会 8t車合計 I ∞4. s . I 平方米 第九階 2 お4 ・i G'P方米

総 計 ｉＧ ｾ空 ＴＰ ・ ＲＳ 平方米 ｅ 耳 Ｔ 階 ｾＮ￭ 巡 Ｕ ・ Ｔ Ｓ 苧方米

建築様式近世式 屋J コ帯 I( X) ・53平方米

建策野放] 部地積及屋. J j 稽付 4貯 屋上奉安量韓日 ・20苧万米

本屋幅員東西正面長 ｏｾ ・ ＴＰ 米 建築延面前 10.アバ4 ・58平方米

南H，側面長印1・10米 主盟諸道議場部分ハ銀借銭筋「コンクリ ート」湿

建物I葛サ正問中央除墜上宮前迄 l S ・初米 其l出甥テ銀筋「コンクリ ート」造 トス。u !

本ｾ快墜上倫迄 16 ・so米 耐震密兵他ノi重要箇所ヲ除キ小部分ノ間住

屋」コ帯扶墜上納迄 1!J ・40米 切墜ハ将来 /i 我喜重ノ使ニ倒アノL 馬木造 トス

府 高各母子共日 ・75米 但 第4勝正路4 ・45米

“ 和 歌 山 照 厩 舎 "
設計・和歌山際腐舎建築課・結工・清水組 5 v  



全 景

1 階 卒 面 圃

v 6  
“ 中 西 邸 " ( 大阪夙川〉

設 計 ・ 施 工 ・ 清 水 組



玄 閥

2 階 平 面 圃

“ 中 西 邸 " ( 大阪夙)11)
駁 計 . M ! ヱ ・ 清 水 組

7 v  



客 間 及 食 堂

南 側 テ レ ス

v 8  “ 中 西 邸 " ( 大阪夙)11)
設 計 ・ 施 工 ・ 清 水 組



."， 

ー戸5 三ヲ

全 景

門

Ne w ]ersey の Vi neland の、主 としてグラ λ 場やグラス棒や其他種々なる小形のグラス製，忌を製造する舎祉の

事務所でめる。

中央のニ主要事務室は トップラ イ トを採って、 その周囲に重役室や工場係室や休憩室や共他の諸室が蹴列せ られ

て全建築の主要部分を なし、突出し7こ要望の部分には使用人の絡の合議室、及 2 階建の集合室等カ: 設げられ、線、健

として全く機能的に出来上つ t: プランでめる。

採 光iiii には殆んどグラ λ ・プロックを使用しれ数、門に巨大な吊戸を使つ1: 勤等はこの建築の意匠上の待徴と

言へるでみらう。

内部 も亦、設計者/ J ; 自 由 にJI街を振ふ こと を許さ れてゐ7こから可成鎚つれ ヂザインが見 られる。 例へば天井 にイ

ンパ ーテ ド・ト ラエ を用ひ、( 断面箇及主要事務室潟 1ft 参照〉天窓からの採光が有効に室内に体主主される僚に言十酷

しれ勤、 トラス の中央部の「背骨J の部分全音寺張してその 中に空気調書室のダク トを持入し1: 勲等はそれであり 、

同時に機能 と意匠とを融和さぜ1: 例に もなる。

外部主要部分は石灰岩貼 付、 そのイ也煉主主仕上、 内部は タイル叉 はプ ラス 9 ー。

l 階床は コンクリ ート 造、 2 階床及屋恨 は構造は鋼俄梁 にコ ンク リート ・アーチとす。

CArchi tect ural  F  orum.  March. 1938 より 〉

( アメリカ 〉 キンブ) L . ・グラス禽社の事務所 建築家 Wi l l i am L e s e a m h 9 v  



② 

uPP( P PA，RT  or ‘ 凶 剖 o r r a

ｲ ＺｕＱｕ 恥・ ｯｲｲｬｃｾｓ ｾ＠
匂 白 '

1 ‘  一 一_..... . 日“ ＮＮＮ Ｎ Ｎｾ ＮＮ Ｎ＠ ｾ＠ _ ... .._ .  _.. ..  ＮＮＮＮ Ｎ ＮｾＮＮＮ＠

円弱N Off l C[  

東 側 外 観

2 階 平 面 圃

1 陪 卒 商 圃

.y 1 0  
( アメリカ ) キンブル・グラス曾祉の事務所 強 築 家 Wi l l i am Les caz e 

断 面 圃



C OMMUN町' Y HA L L  

A NO ｇｙ 刷 ａｓ ｬ ｕｾ

曾 堂 内 部

主 要 人 口 扉 詳 細

正 面 外 観

小祭校の講堂と附近の住民の虫真集機倒とを粂ね

1: ，最近アメ リカに 於げる小都合の合室の適例で

ある。

非常' に限られれ漁u : で建てられれので、材料や

室内の臨時的の部分などに童話して怪皮の節約が行

はれてゐる。

とは言へ、殺到の大まかな取扱ひ待に内部のそ

れは、工貨の不足が必す' しも意匠の粗怒を意味す

るものでないことを充分に示 してゐる。

更に少額の金ｾ上手に集中して使用することに

依って、設計上非常な効果金縁げ得ることを 、 ロ

ツピ ーの楚儲や主要出入口扉のアルミ= ユームの

F手形1; ;1詮鮮にこれを物誇ってゐる。

この建物は全惚の計箇中の一部分で、必要に惚

じ r 舜墓の大 さを増加することも出来れば、幼稚

園、徒渉池、運動場等も将来の言十議の中に含まれ

てゐる。

この建物は講堂として、叉合堂 として、更に室

内稔育袋として も刺用され得る様に出来てゐる。

餓筋及紙百コンク リー ト遣。

CArchit ectural  F  orum.  March.  1938より 〉

バルコニー平面掴

.  ， 尋叫 ド 当ｾ

I 陪 平 面 圃

( アメりカ〉 ハ イ ツ タ ウ ン の 曾 堂 建築家 Al f r ed Kast ner  1  1ν 



内 部 の I 部

内 部 の 1 部

v  1 2  ( イギりス〉 ロ ン ド ン の Mar s 展

-........ 

-ー圃圃圃・・・・・-園
田 邑a回・ーーーー←τ lHE fAMl l Y 

F 隅剛山?， h  .1二- ノ

〆こゆ，" ｾ ｃ 回

' ー ー ぜ もご

内 部 の 1 部

1 )1ロ ンドンに 聞 か れ1: Mars CModern 

Archit ectural Research) の展覧合 1:1展示形

式 、百日程、構成等 iこか なり巧妙な見るべ

きものがめる。

CArchi tectural  Review. March.  1938 より 〉

配 置 平 面 圃



配 置

CArchit ect ural  Review  

March.  1938 より 〕

看 護 婦 寄 宿 舎

階 平 面 圃

外 観

5 陪 平 面 圏

1 階 平 面 圃ー

( イギリス) カ ン タ ベ リ ー の 病 院 建 築 家 Ceci l B.ur ns 1  3  v  



，_._，_.‘ h  

1 陪 平 商 圏

v  1 4  ( ドイツ〉 レムシヤイドのオーレル工

夜 景

小ぢんまり頁くまとまっ1: 機滅工

場で、本舘( 31. 20.:n x 16.6I m) と

級ｔｲＮ工場 ｃｾＮＲ 、 ｸＳＶ Ｎ Ｚｔ っとより成り

本館の地階には防空溢革控室が殺げ

てゐる。 CDcr Baumei st cr， Mar z.， 

1938より 〕

組 立 工 場 内 部

地 階 卒 商 圏

建 築 家 Ludwi g L e mme r  



ホ ー ル 吹抜ホー，1 -

F皆

l ポ
τ  正 面 外 観

2  i寅 釜

2  
階

3 騎 間]

4  f表 式 用 具 室 l 府 間 上 部

5  ;註 主祭

6 映 潟 室

2 ffJl 関 上 部

7 アツシヨ締人部諸室

'" 

3 待 J口K  

室

7 築 令 室

8 依 託 室

4 依 託 室

9 代 災 者 室 5 轡 言日 室

有n佐 部 務 室

10 入 口

6  ｾ義 事 室

日 瞥 療 室 7 困 容 室

12 司王 務 室

13 ;Q- 原

8  キ目 言炎 室

アアツシヨ背年昔日書哲室

14 百 人 組 長 室

9 図 長 室

15 士
門局

室

10 法 定 補 佐 官 室

16 指 揮 官 室 n" I ‘ T  
司P 可。

、、

町 I I 報 導 係 室

17 スポーツ事務室

18 1E 衣 室
I 階 平 面 圃 2 陪 平 面 圃

12- 13- 14 

19 シ 守 ワ 一 室

20 器 具 室

建築事F高 9m 面積 826m
2

建築容積 7439m
z

守 衛 住 宅

CArchit ecttura， Feb. ， 1938よ り〉

( イタリー〉 トリーノ市ファッシヨ曾館 建築家 M 町 i o Paaaant i  1  5  v  
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背 面 外 観観タト面正

ド

この建物はユ ープ兄ラ ピヤの首府ペルグ

ラー ドに 於げ る併関西公使館であって、

その外観 はシムメ トリ ックでモ= ユメン

タルな性絡を宥 い し 、かにもラテン 的 な

香ひの高い ものでめる。待に細部に用ひ

られれ装飾的な要素と主主物全穏との比例

及その調初は注目に仮す る。

下の道路 に面する部分に公使認事務所会

置 きその上部 に公使官邸 としての社交用

の諸室主幾何祭的なフラン; < . 風庭園を殺

げて居 る。

ト ンロ

7 アサ ー ドの中心の屋上には Sarabezol b

の手 になる自由 、平等、 同胞愛をかれど

る7 ロンズ製の 3i象め り。

CArt  et  Dec_.  Jan-.  1938よ り〉

蛍食

Roger  Exper t  
建築家
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武 田博

(  1  )  

闘四で大名を殺せて16M西で亡くなられ? こ

武間五一博士の追悼合が、三 月はじめポ京

で聞かれにことは 、同 博二Lーが、 わが日本の

建築界に大きな存在であっ fこことの誼左で

あるともいへやう。ま? こその合合者が漏り

建築界のみならす¥大撃の墜科目 IJ にして、

文科もあれば法科もあり、大皐出の外にも

fA々の方師のインテ リ紋の人々の顔の見へ

?ここ k はその交反そのi也l沫の蹟かつにこと

を物語るものでゐらう。

ヂ? のはじまらぬ前の三々五々の集ひの111

で諮られに雑話にこうしに合合が、大阪や

京者 ｉＱ で聞かれ＿ことする 。 ＯＺｬ ｪ てｾ＼ｩる人々の 顔

採れはジとって居る 、サスガ;東京丈りに央越

同: l l} e いっては語弊があるかも列lれねが、

他の場所とは大分違つに( 他 の令では出逢

はない) 人々が、りふは見られると怖いて

居るのが; ヰに入つに。わ? こ〈しは未定稿の

剖li l'j血論のーっと して. 大都市と /J、都市 と

のE王別を 、 そのシヴイツク ・センタ ーの複

数 左半 数 とlこよって分つべき? ごと思って居

る。徒ら ｬ こ人々の多ｾによって之を分 ｦ こう

とする、夜来の分類法よりはこの方が、合

理的でもあれば貫際的でもあるといよ、児併

を持する ものである ーが、 この こ k は、?こに

単に地 J1X的に シヴ イツ ク ・センタ ーの複 t

f{l とをいふばかり で な し ift! : 合的機構から

い よ、 てもｾｻ重 の 文 化 居がそれ 々々 複数 的に

存在することが、大都市の大者Ili ! i 1こる所以

でもめるといよ、 ｊ｝｜ 日命ｾ ｻ ｾ ド ふ Ｕ 次第であ って 、

大) 友京は大|仮京都に較べて、 その外 l白1的な

士 ー憶を ム

大 須 賀 巌

人目 の敢 に於て優るばか りで な し 都 市 民

そのもの 〉枇合的機tY，¥iが各 種各様の居を成

して、 自ら大都市中の大都市であることを

物詰る如〈に考へられ fこ。

武悶博士は 、 その後学生 ｾ聞西方而に ｪ 去

られ? こが、畢生時代から 引つずいて の前三lニ

生は束京であっ 1: 。墜佼を I:l H こばかりの来! ?

い工製 ｩ 、 市して新夫人との愛のｊｩ ｾｾｴ ］ｴ ｬｾｾ へ

?こ、本郷西片11fTの可愛ら しい家 ( 筆者の記

憶に して誤 りな〈 んば〉と晩年の京都の住

宅とは、正に 同| 事土の二大時期を 明 E': Iに分

って考へさせられる。茶室建築研究は巴に

東京で殻去 されに のであるが、 その職前に

教搬を? とられた頃と中京の工製それから京

大との動向は、A に建築 と美 術 と工謹 との

融合並びにそれ等の分野に於げる各枇子? と

の接J閣は、 | 等土の多角的な才能を多彩的に

放射せしめ 1こといへやう 。 しか も、 その大

集成として、法隆寺復興の大事業が、 あら

ゆる日本の斯界の構1X i . 者の先端に立って身

を体げにの であるが、 コド乎その部匿を」止す・

して逝 かれ＿ こことは 、 Ｑ 事 土並 ひ ｱ こ Ｑ 専 土を ＺＧＹｾ Ｑ

るもの〉 、高股| の涙をのむ恨事であるばか

り で な し 日 本文化大なる損失であっ fこ。

わにく しの都市辿! 論の我流をあ てはめてい

ふならば、正に大都市的損失であって、 ポ

ンぺイの最後の日よりも大いなる悲劇であ

るともいへ得ゃう。

こ〉 へ一筆刈lへて世かねばならぬこ c l 1

合の待合室で、7元l乙:名 I古!占占h5-尼 l川山1)

カがfι 一_"耳誕Eのt給舎 lはまがきをを'1持毛ち2歩J炉才いて居居4 つ fにこ。 似例仰|ド
;  

?司由官高'iJ瓜孔のt締.書脅はがきで、色彩もよくあ苛ごで見る
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古苗ーか なん ぞのや うにひどくクスン七色合

で、中央に同氏に似? こや裸韓の俳像力; 描か

れで ある。 これは昔時、向か名ー古屋市政上

に暗雲が諜ふて、佐藤市長が不一方苦慮 し

居られにのを調して、武田博士が白番自讃

の私製はがきを岡市長に郵送せられ? こもの

であっ fことの ことである 。お丁寧 にサイン

が書かれである。

(  2  )  

しめやかな迫悼舎は、痩せて偶の如き大

熊博士によっ て、開合の鰐が宣べられT仁こ。

萩盟野f忠三郎氏の粍荒

商に安置され? 仁こ、博士の黒リボン iこ飾られ

Tこ宵像の前に立 こなる 香煙と共に、綾々一

座死の静けさを以て聴 し それ に次で、博

士生前の愛弟子主銘をう fこれにI1I11
1戸高工の

古字国民の追憶談は、悲しきうちにも愛の

光りの輝きを、五月雨の晴聞の明るさを見

せで、遺族川; の卓上がらも微笑が流れる口

それを承りて起? これに佐野利器博士は謹厳

な商持ちに渦iD主の悲痛愛惜の四回i談は一堂

7Kの如〈冷め fこ〈竪〈なつにその折、 仁古

字国君はl欧い方商で もその方の堂 lこ入つに

お弟子でし? こと存じますが、只今の追憶談

にこれが力11はつであつ にならば、完壁であ

っ? こらうと 存じます」 と民[ 面目臭って爆弾

投 下しに ので、満堂思は十爆笑 して涙の限

を押拭はされ? このは、佐野陣土も罪f乍りな

人である主申そうか。つ Y いて稲原俊丸男

爵も起って追悼の思ひを語つに後、法隆寺

の保存工事 lこつい て、一時を建築界に投げ

に。あのｾＧＺ肢をアンナにまで、根本的にう

ち壌はして改造することが池宮であらうか

どうか、男前五しではこれに苦労して大に危

快の念は有 して居 るも のであるが、?こ1:武

同時 一1:がするのである とい よ、静で獄って居

るのであるが、こ の事は一つ建築界の構成

者 に 於て ＭＱＧ 臨考慮 して 貰ひ ＿ こいとい Ｎ ｾ、ので

あっ fこ。大熊博士宅; の建築構成者の屑を並

v 2 4  

べである卓上では、渦ー座の注硯を浴びて、

切り主何やら 鳩首凝議 して居るもの〉如〈

であるが、遠方でその内容を耳にすること

を得ない筆者の、眼に 感じ ?こ様子から 判断

すれば、男障の意見に射し て大に異議ある

もの〉ゃうであっ? こ口

わTこくしの鈍感 に究り得Tこ追悼合風景は

先づ以上の如 〈でーあつに。わ?こ〈しの;J、稿

を書 〈目的は追悼合記事ではないこれを

誌す趨者は他にあり 駕で、多分その方が本

誌 に詳細に誌さる〉こ主〉信するるが故に、

わfこく しはこの光景の うちにあって}el¥ひ浮

べ? こ二つの こと を以下に記述させていTこY

き度思ふ。

( 3  )  

わにくしの、武田博士のお顔を如lつにの

は、博士が大墜を出Tこ直後で、新夫人はわ

にくしのￚＺｉｾの同窓生であっ ｔ こ閥係主、後に

| 専土の義兄弟坂田君とわ? こ〈しとが、都市

計垂で同じ方向への道を歩な こととなっ f こ

附係もあって、五 tこ知合となっ Tこのでめる

が、親し〈話を交はすやうになっTこのは、

前者が閥聞で位ひし、仕事をするやうにな

ってからである。

大阪が日本で最初 に都市計霊を施行する

こと〉なって、わにくしは大阪に来? こ。読

者諸君は、誌でお記憶を大正五年に遡ら し

ていTこに〈ことを お・願する。首時、;J 、皐校

々合で鍛筋コンク リ{ ト 迭の ものは、本合

々員?こる i世盟主主君の乎 に成つ? こ 、兵庫! 陪脳

裏のそれが只一つ、京|坂i¥il ll¥: r J にあっ fこにけ

であっ?こ。ゎ ?こく しは、九州の博多ツ子に

そのノj 、接佼々合を餓筋コンク リートにせよ

主す〉め? こ。文部省、の倉岡市I君も賛成 して

その校舎の建築に ついては、枇令奉 仕 とし

て設計も監〉腎 もしてやらう k 承諾され、倉

旺i択の監督の地位にある ) c大総長 も、 わ?こ

くしの意 を諒として賛成されに。わ Tこ〈し



が首時これをいひ出し＿ニ ￜｾ 擦は都 ￯ ｛ｩ ・ 財政の

見地からであっ? こ。勿論火災後防とい」、考

は、脱げながらもあっ? このではめるが、市I

ZQとか耐風主か防空とかし、」、考まではなか

っfこ、?こ?ご永久的建築でめることは、首I時

も今も盤りのない者Ili 打財政の貧国さ 、しか

もそれが建築による債務に常に迫立てられ

て居る悲哀から免れるには、一方に: 増築一

方に改修としづ、二重負捲を無〈して、人口

増加によ る増築は致方ない としても改修に

よる増築丈げは、何れの 日lこか無いやうに

するには、餓 j首コンクリ { ト にするより外

に注は Ｑｮｾｾ 、ぃ、」、ので、ノ ｪ 、製佼々合は餓筋

コンク1 ) - ト?こるべ しの原則を聞持し7こ。

しかるに 、 | 事多ツ子と稲岡薄土とから成る

師岡市民ーはこれを承知しなし、。同地の二大

新聞祇は; 駄に惑: 憶をわ? こ 〈しの意見のJ-.I;

カ11へる 、マJ レでお維新首時の洋) ! 1 . 崇拝家の

やうな奴 ｴｾＧ 、 官誠法に西洋の真似ばかりし

? こがる k さへ攻撃され? こ。 こ うし?こ苦難の

後に大阪へ来7こわ? こ〈しは、叉しでも此廃

でー苦努は覚悟せなりればなるまい主考へ

て、或ni 7J 二で博二i二にあふ? こ折、主主 l いを語る

し博士は洪笑一番「今時そんな併らすe や

はなから う」と如何にも朗らかであっ? こ。

しかるに、大阪には一つの餓筋コンケ リ {

トの佼合もなかっTこのである D 武田陣土の

住はれに京都は、そのノj 、製佼々合として、

何様D 御殿かと怪まる〉聞かすの1"'] e大玄

闘とを有する木迭で、こ れに燦って同 i li の

製区のjiiij カ; )1弘文されて居? こ白星E務委員はこ

のi交合のうちに佼長に君臨し、外に劃して

は市首局と府泉務首局主? 戚1 mして居つに。

校合)U;i:¥: の改定は製:j' f{のm;'i 正でもあっ? この

でゐるが、記・時は事鐙前の J( ;'j :] i i ( 十倍下の軍事

施設の如〈強聞であっ? こ。

都市; ー|霊の昨象事業として、大阪都市計

整委員千＿の主催で 、 者 ｬ￭ｩｬｩｾ ＭｲＭ 童Ｚ展覧併が 、 天

王寺公閣の i li 民{ 前で聞かれ? こ白柳11戸に 1I1f; -

つの餓紡コンク リート の小製佼々合が大々

的に主体され、こ れを持? こない大阪を調嚇

し?こ、 平断的立閥的の施設が、場所一杯に

並べられ1: 。この室に入つに後藤新平伯爵

は筆者を顧みて、 「大阪にはないのか」と

低強できい? こ。1 " そ うです」 といふ筆者の

返事に、ニ ｻ ツ主伯院は首 Ｇ･ｽ 宵の ｾ ｉｾ へ す ｬ ま

めて笑つ? こ。風間幾星和の後、イドl停に合」、

?こ時であっ? こ、 「おい君、大|仮は銑筋コ ン

クリ{ トのノI、墜佼々合が御自慢によ」 とい

って笑はれに。

大阪はその後の震災風災に 、数多 〈の鍛

筋コンク リ{ ト のノj 、製佼ノ守合金試験華に上

せて、大に名聾を? 耽せTこのであるが、四閣

の丸抱市で、は、 その頃に於て 、 わ?こ〈しは

又しでも四面楚歌の中にあつにところへ、

武悶 |事土が同地へ見へられ? こロその事をき

い＿こ博士は、早速そ，の夜の ｲＮ ｉ ，ｾｴＮ員千＿に餓筋コ

ンクリート佼合の御利径を、市民に述」ぷる

こ とを忘れなかっ 1: 。而して不可思議なこ

とには、前1
1
戸の餓筋コンクリートノj 、感佼々

合の鼻 ［Ｑ 並 ｬｴｬｩｾ 若草京が 、 その事あつての直後

メL fiE市立降j 業墜佼の餓筋コンク リート佼合

の設計監督に首られること〉なつ? こロ勿論

丸亀市には、今以て銭筋コンクリ ート のノj 、

準佼々合は一つも Ｑｮｾ いのである。

今日 、ノj 、翠佼々合を餓筋コンク リ{ トに

すべきか否かは 、大1I反に肺!する限 り ( 師岡

市といへどもそうでゐる) 、武悶| 事土のい

はれ? こ虫f I <、 「今時問題にならなし、 J l1-iJJ週

であるが、事鑓下の現日本と して は餓i淡挫

の岡氏的嘆控が大きく 、政 Jfヲを してあらゆ

る建築に木浩を奨附せ しめ、ま? こ建築技術

としても 、木造必すしも耐民耐火耐風に不

可ならざる工夫が局されて、ZE襲に1討する

剖li 打線; 設と して、 か￥る大建築が計二森さる

べきか否かが、今後に浅さる〉問題となっ

7こに過ぎないのであるが、それすらもr . 1川、

の都市に あっては「不得止思」と してド シ
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ドシその筋か ら木造建築が許されて居る口

鶴筋コンク リ戸ト の建物が、都市的建築

物 として勝れる ことは、武田博士の創意に

よって主張されに t;; b，まに今日の殻達を

矯 し?こともわ?こ〈しは強帰するものではな

し、。 しかし、 他のわが闘建築界の樺戚者と

同 じ い これを認めて居られに こと の宇商

に於て、か〉る事件のあっ? こ こと は、故 人

を偲ぶ主同時に憶ひ出きる〉 こ とである。

もう一つ武田博士を憶ふて、思ひ出きる、

こ とはノj、住宅につい て Y ある。ゎ? こくしが

Af直に行っ て、直ちに策のつい Tここと は、

岡市の-m: 苦住宅がそれまで何の理想もなく

無定見に建てられて居つにことであっ fこ。

そこで、故大屋璽披|尊土に相談して、同時

土はその専門である浩閣の見地から、敷地

の造成の方面を措蛍すること iこなり、そこ

に小住宅を建てるこ主〉して、そのノj 、住宅

の設計を天下に懸賞募集する こ と〉して、

それが委員長を武田博士にお願すベ〈交渉

すると、直ちに峻摂され? こ。 いはく「 そん

なケチなものでは名案も出なからうではな

いか」といふのである 。 わにくしは断はら

れて引込む誇には行かぬので、 11ごって先

生、 アナタは茶室の構成者じゃありません

か、あの茶室とし 、ょ、奴は随分と ケチな IJ、っ

ぽりなものぢやゐりませんか、 それであっ

て仲々の名建築があるではありませんか」

と言葉をかへす し 「イャ茶室は相官; 金が

か h って居るよ J t ; ; いはれにので、 「金が

高いの安いのといふこ主は問題でないと思

ふ、 この木が幾向するかこの石カ九、〈らす

るかは、勝手 lこ出しに金で しかありません

人により場所 tこより時により他段なんとい

ふものは気紛れに多かつ? こり少なかっ fこり

するのでせう 、太聞が使用しTこからとて何

高閲利休がどう しTこから何千闘といふ風に

茶人なんてものは値を_ I - - : ーげて居るのではあ

りませんか、わたくしは建築のすI ( ! l J の大ノj 、

が担ー築の好い誌旬、をさめる JEi 準とはならぬ
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と忠」、」 とまくし? こ でにので、武 悶IJ ! 辻: は

笑ひ出してしま っ?こ。 rマアイ 、からやっ

て見るサ」とアツ サ リ引受け て下さつ1:。

懸賞の結果は、武田博士のいふたところ

そ裏切って、す ばら しいものが臨募 して来

? こ。第一等賞は大分鯨の青年技術者であっ

＿こ。博士の喜ん Ｑ ｾ こ ｫ は い ふ までも ない口

今日では、ノj 、住宅の問題は、餓筋コ ンクリ

ー トのIJ、準佼々合 と同じく問題ではない、

傑作文傑作、 もうそれ等を考へ るの も舶は

しいほどであるが、わが閣の震政者は住宅

問題ｾその政治題目にどり入れて居らない

中ノj 、階級の生活問題はこの日本主 して一一

それがフア Y ンヨにもナチスにも相泊予る

防共の大方針があるが、日本は日本と して

調自の此二者 k 同一でないところの君民一

趨の大精ijir!r の基礎を話す閣髄的問題主して

考へらるべきものでなりればならぬのに、

その中小階級の生活の一文位fこる住宅問題

が、閣策として取土.げられて居らないこと

はどうし? こことなのであらう力、わにくし

共は、隣国内閣に於ても林内閣に於ても 、

そうしによL閥的な成案が見られなかっfこ、

ま? こいづれの政蒸からもあ・座成りにもせよ

これを高唱するものがあっ fこことを寡聞に

して耳tこしない口

(  4  )  

建築に附する武悶博士の迫憶は以上であ

るが 、 更らに住に ｾＮ ｊ する衣の問題について

一言つり力11へることを許さる〉ならば、J 二

記の115のあつに頃、生活改善の問題が可な

り高唱されて日本人の衣版に闘 しでもいろ

いろ論議され? こ口そのうち lこは、銘官11で洋

服を作ることが構成者によって諮られに こ

どもあっ fこ。わに 〈し としても 、そう しに方

i師に多少の捌心を持fこさ' るを得なかっ fこ。

或タ( 多分本併のかの合合であっTこと Jι



ふ) 、武問博士の隣に座することとなっ? こ

ので、早速、奈良朝時代の服装に似? こ或も

のを? p今後の日本人の服装としにならば、

便利で優雅で一一首時わが建築界否本合の

主張でもあっ ＱＺ 、 座式ｾ排して椅子式にす

る日本人の生前方法にもかなふて宜からう

ではなし、かと 語 る し |苓士は言下にこれを

斥げて、 「折角洋服といふ世界的、しかも

長い年月日を粧て、このやうに出来? こ便利

で優美なスタイルも 考へ? こもの〉あるのに

今更そ んなことを考へる徐地はないではな

いかJ ｾｉ ｉ ｉ踏ん で吐き出す や うにい はれ ＿こ 。

こうし fこ場合、一言な り二言なり反射を し

て見? こいのが人情であり、そうし? こことを

敢てするの は、わ fこ〈しの悪い癖でもある

のであるが、この時ばかりは何事もいはす・

その後もこの言葉については度々考へ? こが

この言葉は考へれば考へる ほど深い意味が

あるやうに思はれに。第一奈良! ; i ) : Jの服袋そ

れ自身について、あの服装は、わにくし共

日本人のHl x盤として、一旦はなつ7こもの〉

しかも首時の宵民の事務服であっ ? このが、

遂に衣冠束帯主いふ間有名詞を持つ典叫の

服となって、今日では問料; を誇る 示111官が、

これがわがヌ! の古典の形式 として着用 し、

曾て支那服であっ? こ ことを 意識 しないほど

に ｾって しま っ て 居る。つ まり、質 問を離

れに前代の日本人の衣服として、こ れを認

めて居るのである。次に1lHIil.が、欧米の風

であることはいふまでもないごとであるが

今日で は、奈良0 : J時代の服数がそうであっ

?こ虫fI < 、| 明治初年に日本人のI出版は公式に

洋服が認められて居る 、而して今後何年か

の月 13は これを又 日本人の州仰のみの服と

せないとは映らぬョしかし、現ず1: は時代の

j包勢として、日本人の曲目fHこるよりも事務

服としての極快敏捷性が認められて居る口

殊に、肱米 tこ登j主し欧米人に着用せらる〉

といふも の 入恐らく、 欧羅巴米閣の 山間

僻地の洋服 とその都合地と、日本の都合地

のもの k を比較し?こならば、日本人の洋服

の方が、飲米の所謂洋服に類似するもので

あることが訊かれること、思ふ。餓筋コン

クリ ート は帥繭西の柏木鉢に蛮見せられ、

米のサン フランシス コにその耐震耐火性が

試験 され仁左いへども、現在では、帝都の

大震災その他の貰験によって、11 t 界に於り

る本家本元と fj 1 } して差支なき程度にあるの

と同じ〈、洋服は最早日本人の衣であり得

るロ こう 考へ? こならば、奈良朝の巴に日本

人の官用を 紛れ? こ服装を現代 日本人の服装

に 芳へるなんといふ こと は 、 痴 人 のｾＨｾ語

ると同一であるといはねばならぬ。誹っ て

今日日本的なるもの〉 言葉が叉古典的なる

言葉 し ょ く世1m的に 語られる。これ等の

言葉が深い l吟味と省察 とが局されることな

しに、 或勝手なお者li合主義に月]ひ られて、

入 ｾ誤らんとすることが多ｾ， ¥武閃博士の

ｊ Ｍ ｾ 記の識見が 、 か〉る場合に ｾｦ｛ ｩＩＮ 芭きるべき

であると思ふ。

(  5  )  

わ? こ〈しの家の、納戸 の111日間に武悶| 専一f:

の乎に宿る 、丸抱城の忠良が掲げられてゐ

る。わにくしを袖の下に立にせて、1事土自

らカメ ラに納めにものであるが、博士はそ

の引fill ば しに自署され て、私方へ符越され

にものである。今では、わにくしの彼 ｊ 山ｾ

1，¥r ，ぷ紀念でもあるカヘま仁氏問| 専二|の紀念

とも1. . ) ってしまっ? こ。
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- 時 報・

図 家

、r

、ー L  て の 都 市 の 位 置

園家資源委員舎の都市計笠委員舎によって先日 (  1937 年 9 月〕庖げられ? こ報告容で H我 等

の都市圏家経理署に於ける都市の役割 ff C" Qur  Ci ti es :  T neir R ole  in tne  Nati onal E conomy " )  

ｫ 題 す る もの は 淘に 意味深長なる動告 的 内容をナ持って居 る が故 に、比 ｾ に その織 要 を抄録 す

ることにする。

1)  

米閣の生活手段に 於T は、吾々の能動的表展 と 的な 而 も相嘗分散し t: 行政が採用さるべきである

去ふ ものは天井知らす'であ ると 常 lミ想像さ れて居 犯罪の防止と取締

印。人口 精加に倒して遜滅的徴候をi斬次示して来 本委員合は比の開銀に就て衣の事 t:f/!J J告して居

7こが、艇でそれが人口不動の方 向 に近接し、 その る。

ことが若し図家的完成を明確 にす るもの主す るな 1 . 犯罪防止に望書し更 に効巣的な活動をなすべ

削工、最近 10年間我が米図の諸都市 は、嘗て先例 い 地 方 刑 事 裁 剣所 (¥ocal cri mi nal  court s) 

のな い程度に総鋭的援達公綴げて来れと いふこと の組織とその鬼置方法に袋更が加へらるべき

になる。げれど も之れを理論的に設明する こ とは でゐる。そして刑罰に劃する起訴及取扱の匁

永7ごされて居らない。而もか〉る鑓化は一般的 に に康範囲な調査が行はれる時代となっf こので

現質化されて居ら F るに も拘ら子、夏に行 き届い ある。で比の勧告を質行する然には 、州、l の法

? 二用途、自然的並に人的資源の保諮とそして蔚さ 令及び地方的規則C 10cal cnarters) に法律上の

かもも或は叉性質かも し 形而上空事的に抱主主のめ 権限を備へる様に修正さるべきである。

る土地の分測 を要求して居るのである。であるか 2. 少年の問題に就ては 、 よ り充分なる認識の

ら此の報告容の殆んどどの勧告でも 、J 1b.. 切迫し 下で、少年の過失又は犯罪の防止等の j幸の肢

に開後に関する推論的結果に よって行はれてない 鈍図な積極的計笠の創始乃至は蹴張に| 測しで

ものはな L、。 ! 立 地 方 委 員 を ! 堤 防すべきであ る。

人口授艮の; 盛滅の徴{ 突を i斬次示してT! O: が故に 3 . 聯邦政府は 、地 方自治骨量( 10臼 1 communi t i es)  

委員舎は、連徳的な而も無制限的接展の汲想を持 と協力してn ¥i給生活者の集閣地区~妹に恢怠

ってま並行されつ、める比の都市 にF付属する公私の や犯罪率の高い地区~の失事 に、 慰禦休養機関

J: IJ ない図家的乃# : 地方的政策は此の人口安定化へ 及びスラ ム根絶計量等合会んどイ也の多〈の問

の光明ある接近 に倒して、再吟味されねばならぬ 題の言十査と監督が終7 しf: 後と雌も 、比の犯

ｾｦＮＺｴＺ観 ｬ 告して居る。 鍔防止言十鼓は持績されR つ獄張さるべきもの

祉 審 的 安 寧 でみる。

筒、本委員舎は聯邦政府 CT ne F  ederal  .  G overn- 4  . 聯邦政府は、 一様な刑法主 州 際刑事契約

ment ) に取って. 現夜包括的な治安計笠 CS ociaト ( inter- stat e  cri m compacts) 間に於げる保令と

securi l y  program) が必要でめるといふ認識の下 に 行政 に関しでは緊符なる協力を持綴すべきで

府大なる公共的助成言十笠の財政に就て之等の主義悶 める。

が迎i質的に開奥し得る と云ム政策を認めて居 b且 5 . 聯邦及び州政府又は裁チ1J 所支所を含む他 の

つ比の政策担E行に針する方法に就ては、 より「て 法律執行局 ｬ ま各 事事著書 作ｾ聞に於げる協力を奨励

きぱき |と質問す る司王の! 必要を翻告して j苦る。而も し且つ之を制助 すべきでみる。

地方的に 関係することの匁 には職員主サ ーヴス 、 都 市 閑 同

地方のがIJ.jをt 要求、 に就ては理由の一貫し t: 標準 近代工業の H常の仕事が可肢の程度都市 に集中

1) T he  C ity' s Pl ace in tne  Nat ion;  A meriran Ci t y， Qct .  1937.  
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されて居るが故に 関 l援が宥1mしれと云ふ ことは 、

生活の械機化単調れそして之等の反復的生活t ;

増 々甚だしくなって来? こ ことを意味す るものでめ

る。此の放に聯邦政府は、待に務給生活者の然、

遊戯に 、基華街に 、文筆 l二、科* にそして成少年に

封する教育に倒して、個人の自力関空を CselF.devel o

p ment ) の方法によって自由に意志を茨示し得る困

健的側央公州、 都市及私的事務局Cpri vate agenc問。

に焚勤し得る機な図策を準備することの必要を勧

告 して居る。聯邦政府は、 闘家も都市も全飽とし

て生活向上を計るべく活蹴して居る努力に闘し、

州. 地方自治惚及び公私の機関に封し助力o奥へ

得る様に協力することによって、更に之等の目的

会主主し得るものとして居る。

ス ラ ム の 根 紹

スラム根絶の問題に就ては1' 1 ' 1 及聯邦政府の助力

叉は協力によって、地方都市行政昔日による「てき

ぱき J し1: 而も活設なる非難攻綬が必要でゐると

説明して委員舎は次の如き動告をして居る。

1 . 都市首局者 ( muni cipal authoriti es) が彼等

の機限、彼等のまE築及び衛生規則叉は地域制

の制双会して、 より積怪的に強制し得る様に

現代化されねばならぬ。そして既存の建築又

は衛生の規則叉 lま規定7ごげで、不適格建築の

破媛が不充分なところでは 、此の新しい強力

なる強制カの下でなし得る最も成 lliii 図な破腿

計量 ｦｾ 包創すべきでめる。ぞしでか ｨ る不［自

給 ｴｩｾ 遺物 ｯ 騒 ｉ 然し得る械な祉舎を招来せん匁

に ｬ 立 、 之等のｬｊ￯Ｎが更にＮｉ￣ｾ告に主主行し得る様に

なすべきで ib ｾ＠ ，而も之等の卒業01' 1' 1法とし

て認可する必要のめるところでは、之等の規

則叉lま規定が制定されねは' ならないが‘ 合理

的な猪漁期間の後、布革法的h、叉は衛生的かの

理由、或 li 叉保光ヒ叉 lま換糸上の不足を週l由

としても 、凡ての遺物の用主主と占有に就て受

諾し得ベき標準金測定するのは不可能なこと

であ る。

2 . 凡ての行政事務局は、彼等/ J ; 公惨事業叉は

住宅経修の匁の土地 を獲得しつ〉める時 、人

間生活の用途として不適蛍な建物の所有者に

は賠償をしないと云ム政策が適用さるべきで

める。州法 CStat e consti tutioゆ を 要 求 し て

居るところでは何虚で志 改正され 同時に州 法

及地方令が此の政策室E行の気認可さるべきで

ある。

3. 地方針盤及地域制定委員舎は敗退表亡の地

区 Cdecayed and bli ghted  ddist ri ct) に封し地

域の再盤理 Crezone) を行ふべきである。そ

して住宅周 ￯￬ｾｊ 王者 ｃ ｈ ｯ ｵ ｳ ｩ ｮｧ Aut horiti es) は、

経済的からも社合的要求による用途からも 、

その基礎が翠閲なる匁には之等の地区が容易

に再び遁決な遁住地になし得ると云ふ見地か

ら彼等の言十I D: 0正式に開陳さすべきでめる。

住 宅 問 題

米閣の大多数クコ都市居住家族が、不適{ 主な住宅

内で生沼会持綴せしめき' る然、或は叉苅1給生活者

の主主] . l j に重苦し十日常な生活の最低標準を? 形成せん絡

に緊急J 者要なる住居施設乃供給金行ムの事を目的

t して、不充分なる住宅政策が直接的に| 持J I系して

来る健康 、 ｦｦＮｬ￰ｾリそして秩序等に就での問題ｾとら

へて痛切に非難攻殺して委員合は次の如く翻告し

て居る。

1  聯邦政府、1i'l 及び地方行政聡或は叉な 的 企

業調設の間で協力して号 |き受げる i直営な所官官

最低懐準に於で、 羽1給生活者g 集週地 再 幣

迎 ( re.housi ng) の角一つの闘筑J由Z採用さるべ

きでめる。

ＲＮ 聯 ｦｾＲ 正リ刊行政娘、は 、 満足すべき標準にある

既存の抱指的な都一市言十輩並住宅政策の設定さ

れて居る状態にある地方笛局者( l oc. 1 authori 

ties) の地方的要求に於ては財政的援助に従っ

て燐張さる様になすべきでめる。

Ｓ ・ 推濯し ＱＺ 聯 ｊｾ クレヂツト ｪ 収制 ｦ 開 ｬｉＺ 図

2) 此の緊急J必要にして、建築せ F るを鮮ない住宅政は次の十年間に毎年凡そ 900. 000 家族 fe数

へもれるであもう k されて居る ・0

3)  此の報告書会慨を? 通じて使用され 7こる “ nati on" と云ム言葉は聯邦の i政策や行動力; 遅いといふ

のでもなげれば或は叉政府が企業に封して或る制限をなすと云ふことを参照するのでもない

むしろ闘家全健としで筏倍的に完成すべき政策の直接的方 向 を示し ＱＺ 、 戸 ［ ｊ ｩ Ｇｾ ｉＧ Ｑ 協力百れれる闘

家人の政策でゐると云ふことを意味してj許るのでみる。
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家の住宅政策塗行の目的で 、j' i'I R ぴ都市に釣

して、資金の貸奥、 長期低利公債或は又毎年

交温運輸と他の公共的利便

。7我園に於る資源. 材料及人間の更にf慎重に別

借入の補助金等の波張を行はねばならない。

用 することによる利金に就て、地方都市修造物の

4 . 続邦政府及川、11子政擦は、個 k の住宅建築費量

より主主い卒衡性と安全性に重量し、委員舎は次の知

者及び建築台祉 ( bui l di ng Soci ety) は、住宅

〈勧告してゐる。

政策主主行を目的と して、遁蛍な鎗誌のT で長 一

1. 吾 h の宮廷遁施設に闘し閥家資源局CNat i onal
期の低利公債を準備すべきで ある。

5. 都 市原域に於げる住宅事業の分野で現在 活

Resource  Board) による敏活・ に して徹底的 な研

躍 して居 る凡 ての聯邦政府の事務機能を真に 究 が. 次の事項に就てなされねばならな L 、。

有効に後揮させん? こめ に、聯邦政府のあらゆ A ) .  調盤されに園家主E輪車問の一般組総ω 防j

る住宅活動をば、調和若〈は統一せねばなら 後に附する研究は 、経務活動及都市形態の

ない。
数より 、経i努的 にはより効果的な、 そして

6. 模範的な州 住宅法は、州立主に地方自治鐙が 祉合的にはより主宰ましきカ 向に向 つてなさ

公犯の集留のi J lJ な〈 、 図家住宅政策に関係す るべきでめる。

る のみなら十白的慢の住宅整理計 Ｑｅｾ も主主行 B ) .  あらゆる運車ｾＪＢＺ習の規定を作成すろ ｦ こ

し得る様 に準備さるべきである。 め統ーされ1: 聯邦事務局 ( F ederal  agency)  

7. 州並に地方営局者は、住宅所有者政に隊償 創立の可能性を決定すること。

住宅の住居者逮への課税の重荷を経滅し且つ 斯くして本委員舎の調査研究は 、電力組織 Cele

不支地区及び見守ム主主涯を奨励する然、建 築 ctric  power system. )  の連続、調節及び結合は、

に 附する税金の ｩ 則合をｾ滅する事の考慮が扮 産業並人口のより成大な分散を奨励する・こ とを示

はれてよい筈でめる。

市街地の土地政策

将来の要求が府加してｩＳｻＮとる機な月 ｉｲｾ ｉＧｬ ｾｈ 質住宅問

題 、! 芯祭休養、教育及び他の公共他殺の然、市街

地の開 設をよ りよ〈 統 制し. そして土地投機に反

針すベ〈委員舎は市役所による土地取得に濁して

更に自由な政策ｾ主張し且つ勧告に従って非常に

自由な意味で、土地の「公共的用途」と Lづ、言紫

の成義解穏を許し、 そして土地の取件、維持叉 lま

民主分 に聖書し都市常用に許される様な州の根本法の

自由主義化を主張して居るのである。

此の放に . I J . I : 最々善の機舎であり而も都市自治

骨量にか、る支出が財政的に不可能な場合には . 委

員舎は一つの示 唆 刊 へ て 次 の 川 1tht をして居

る。l ! i J ち聯邦政府タレヂツト取扱事務局は上記 に

滋げ1: 目的の湾、改交又は不吹支のいづれを情] は

や 、 不動産取得の局 、 苦ｾ市 言十 ｅ 佐委員合 におして公

債務行の縦限が ｾｍｓ ｬｩＡさるべきでめる。

4)  r聯手11一都市 17Jl1f系」の下にめる勧告替参! ! 官。

l史するのでめ らうと いふことよ b、委員舎は次の

如〈 初l告して居る。

1. 図家資源局、 は府大な地匡一平静が、輸送と

分散による市街化 に関して効果を慌し利べく

イ也の適切な聯邦事務局によって、更に深い調

査研究をなし得る様にせねばならない。

2. 公私 のJJI J なく凡ての生産、運愉及分 111施設

の調節の然、州首局者と個人令制: とが協力し

得るには、適切なる聯邦事務局による 言十訟を

防j 愛せしめねばならぬの

計 霊

我が資源のより善い利用と保穏に測しすがJ なる

目標 として 、 言十ｩｬ｛の積極性ｾ認識 すること。 ｦ 仏

比の委員合{ 士 、政府のあらゆろ 水準に於いて地1.. 

f也阪の言十東の限界を弘司張し且っそ れをヶ稲犯するこ

との必要を就いて居ると同時に次の虫ｦＱｾ 勧告 に従

って居るのでみる。

1 . 本合議[ 立 、イ也の多くの 1m題のなかでも 、みよ

示の; 活動に従事すべき必要な機戚者全 i縦しに

5)  大統領令による' 1' 央計車問としてザーブすべき行政庖刊に関する大統領委員合によって砿}j 告

されて言止立し 1: ものでめる 。
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永久的関家資源局舎青空立 すべき 法令を議定 す

べき筈である司王。

A ). !N・l、地方及局地言f 愛局 (regi onal and lo: al 

pl anni ng agenci es) におして奨動、 協力及支

持を＿纏績し且っその程度ｾ披張すること。

B ). 州、 地方及局地計量E局と 協力 する公会

事 業 ( publ i c wor k) の組織化、攻普及康範

図 ( Iong-range) の言十重宝を縫綴すること。

C ). ;1'1'111十五E局と協力して、よ り卒衡の保ち

得る 而 も 社合的に還ましき図土工業形態

( nati onal  industrial  patt ern) の!羽授と工業へ

の国土地 域言十重 ( nati onal zoni ng pl an) の可

能な工業計主主部 ( an i ndustri al  planni ng se-

cl i on) を? 役立 すべく工業主要事働との協力を?

なすこと. そしてか h る了ー業計量E昔日を泌じ

て彼等の工業的構築幼の健全性及安全性の

改善におする 彼等の努力に到して工業的自

治穏及地方への奨励がなされねばならぬ司王

D) ー 州 計llt 局と協力して、経静的に更に有

効なそして経務的活動には瓦に還ましき形

態と分散のつむ向に向 って研究が行はれ且つ

調和されれる図土運程倒の一般計宣伝準備

すること。

E ) .  電力のより 旋範悶な分布による市街化

に就で、起 ' H母ベき影響に 関 する 質問設を

作成する事。

F  ). 農業復. 澗及是主 主ム技術局によって農村社

合 (rural communi t i es) の絡に賀行されれ

様なもの に比すべきものを都市社合 ( urban

communi t i cs) の機能に到して都市調査部公

設立する こと。

2  ) .  標準都市言十重執行法 ( T he St andered Ci ty 

Pl anni ng Enabl i ng A ct ) は 、各地方行政憾に

設置されて居る如崎 、計箆の初i限 1J; " 、づれ

の地カ常局者叉 I H' I ' I 事務局によつでも獲得さ

れ且つtm戚のめるものとして、 それが一つの

鎮L悼となし得る 、倒へば妓タU' 管轄民主主全館に

及ぼして居る械な 、械成金ば地方市街昔! 設局

(I ocaJ urban pl anni ng agencies)  の百十設官にも

附輿さるべき桜に改正されねばな らぬ。

3 ) 田 州立 法 (stat e JegisJation) は、色指的な都

市又は地方言 ｾ ￮ｬＺ の援助 ＿､ 斗て府大な地 ｊ￞￮ を 、

健康な環境と社合及び経済的要求に適合する

匁に 、 それを有効に指導改釜 ｯ なすべ〈附 ｾＭｬ￯Ａ

されれ充分な る憾! 浪をば、官瞬、計笠局 ( ofliciaJ

pJ anni ng agency) に臨する凡での都市及大都市

販域として許され て居る組織 にお い 此の吹

正標準都市計重執行法 ( revi sed S. C.  P. E.  

A)  と一致し得る様に青空定さるべ きで める。

で、か〉る 1' i'I 執i f 法制j は、土地区劃監理 ( real-

estate subd川 si on) 及都市首E周 ( urban regi on)  

の一週地にめら F る区域の地域制の上 lこ、量

的にも質的にし市街言十m: に測して有効なる

椛限が附奥さる べき である。地域課 ( zonni ng

agency) の機能は 一一ー而も 之等のがヂ ーが分

自(E されて居るところでは一一ー官焼、計輩局主共

に移動すべきでめる 0 ・

4  ) .  批評及び勧告に鈴し、凡ての聯邦事務局

は，公式局地的言十宣函館 ( offici aJ 10caJ  pJ anni ng 

bady) ーー す干しか、る組織が( i ' - 在すると する

ならばーーをして之に従濁せしめ得る聯邦政

府の要求による政策ｾ適用すべきでみるそし

て凡で保! 建 に附する言十鼓は、聯邦政 府 によ っ

て総戚 され 、助成され 、 そし て権威化 され て

居る局地的計斑l羽慢の t: r 館広域ドにめる地阪

内に於て設定 さるべきでめる。之等の聯邦事

務局 lま、地方営局者に華きして 、介|法を7地方的

待 'f'i の下で適用し得る機に 、最 低ー沢皮の要求

に従ってか h るfllJ J告を考慮し且つ彼等がそれ

を賀行し得ベき様に誘導されねばならない。

現在局地計設局に提出してゐる運輸機関 ｾｴ

他 公主主事業 に腕Jする申 訪は 、その機能 、用途に

闘する置位主主更、事業隙3長幸まく l立をき更を力日へ

んとする場合は 、之れを統制する縦邦事務局

に将来含抱されるべきも のでめ る。

都市行政の現代化

都市の笈ほ冷Ｑｊ ｮ の軽減に針して 、 都市行政 ｭｾｾ

して有効に活動せしむべく 、委員令l式次の演会通告

げて、最も ilii 歩的J j { 行案に従って州法岐に慾法の

改正を約tきし て居る。

A ) ・ 'iIT" に都市 生活の 内部組織及湖盤の問題の

みなら才、緊急; 非常時の問題に附しても . イt

￟Ｇ 法ｬＡリ Ｈ ｨｯｭ ･Ｍ ｲｵｊ ｣Ｉ の倒 ｦｧｾ がより E賢官E固に質

6)  商 務省の都市計Ｊ及地域 に 自制する ｬￆ ｩｊ 告委員合によって ＱＹＲ Ｘ イドに ｩ｜ ｾ Ｎ ｩｭ され ｴＺ l ，の。
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践し得 る様 に、 都市自治憾にそれだりの繊限

が附突きれ る事。

B ). 都市又は大都市社舎 に重きして、必要主任〈

べからご るとこ ろの、E貨範箇 に亘る将軍限と列。l

の地方営局 に現存することに よって要求され

て居るよ h狭い範囲の織限との聞に於げる遁

営なる隠，8IJ に関する都市の分類に就ては、 よ

b多〈磁力性: ; e 持i: しむる こと。

C ). 一郡医 ( T ownshi p) の如き権限の萎縮し

れ ものは、大都市民域からの排除佐助成し且

つ地方的都市行政官E聞で、合併並に協力を II忠

臣訪 すること。

大 都 市 地 域

都市区域内の行政織を持つ1: 、濁立しれ蛍局が

比の椛i裂の純図でキ目箔・に幾イ七のある活動によって

困鍛な問題を解決するｾには 、 大都市地域を政治

的又は行政的なものとするばかりでなく更に経済

的にも枇合的 lこは一つの単位として適合さす必要

がめるので、委員令は次の様な託h告をなして居る

1. 個々別々に分散して居る州、I i ま間短外でめる

が. 州、H療関の大都市地方 ( metropol i tan regi on)  

の同じ総図内では、日放問の都市をして、保健

衛生、工業疲苦手( industri al . waste) 規則と公共

施設の統制計輩、 公安及純利 ( Publ i c safety 

and welf are)  に就て教育及他の地方的目的機

能に附する行政等ＱＺ ｾ￟ 際的に関係廿しめる然

に、l I Ir以って至宝幅約な同意を奥へ得る規定: ; e

此の協議令 Ｈｃｯｮｧｲ･ｳｳＩ はｾ過せしむべきで

ある。

此の一つの賓殺として、聯邦行政部{ まメリ

ーラン F' とパ ーヂ二ア州をして、 コロムピア

介1 ( Di strict of C olu mbia) と比の大都市地域の範

囲内の周囲部の市街化の縛め完全なる大都市行政

昔日の計笠を完全になすべき 、絶好の談合を利用し

f寄る様に協力すべきである。

2. 都市領域の合併、規約: ; e 通じて都市近隣問

の述聖書約サ ーヴZ 及めらゆる種類の大都市問

題の統制に防l し都際的協力 Ci nter n礼 micipal

- : ; e せしめ 1: りするこ とを容易なら しめる 1:

め、州による待，8IJ 規定: ; e 設定 すべきでめる。

自治韓聞の協力

自治鰻及公吏員 による各州及図室長の闘{ 系 する 協

舎によって意義めるサ ーヴスカ; 、都市並 にイ也 の地

方行政臣号、の? こめに今や利用されんとして居るが放

に、委員舎は聯邦、州及・地方のあらゆる水準に於

て、之等協舎に際i する施設の利用を非常に有効な

ものとなすべく念いで居る。

聯 邦 都 市 関 係

都市に劃して聯邦の政策を明縫 に し且つ定式化

する角或は叉都市に聖書し聯邦のサ { ウ' ; <. に就て、

行政との同等性を容易ならしむる錦、委員舎は次

の事 Sヶ勧告して居る。

1  . ワシントシ及ぴ共の境域内の市街地の様々

な聯邦事務局が取扱ふことによって賀行し得

る関係事業とその活動との調拘を計る事の緊

急; なる要求に主主して直接的考慮が扮; まるべき

である。比の放に都市自治惚と聯邦との活動

の緊待? なる調相自? 正に招来せん錦、叉 lま都市

と聯邦行政昔日との共動事業: ; e 吹夏し R つ使芹IJ

なものとなす局、最善なる方法と行政技術に

就て、敏活にして周到紛争i なる調査研究が漁

師、βur削 of the  B叫 et) に於げる行政調

査 課 ( divisi on of admi nistrat ive reserch) によ

って引き受げらるべきである。

此の委員舎は更に、公共事業の築造又は取件、

或は公共施設の建設叉 lま土地の獲得及問機な事業

への基金の文出の然、或は叉縦i努力の鈍圏内で之

等の行政臣ｾに謝して披張されれクレヂツ ト の然 、

州及地方行政聡に謝し規則による充分安全性のめ

る指導下で公債を起し又は貸付を? なし得る様に認

可されれ聯邦興信所の刺殺に関する規定の11，1] 定を

勧告して居るが、同時に 、比の委員舎は都市に1 i そ

りる直接的聯邦の支出は最低限にまで逓減さすべ

きであると信じて居る。

言果 手立

coorperat ion) を更に容易ならしむことの絡に 課税に附する全機材患の紛争; なる調査研究の;ぬ歳

v.3 2  

郊外常用者( Suburban authori ties) の霊復に就 入歳出の資源を遜蛍に分現し且つ叉行政際の各々

て一致: ' I i " しめに b、聯合せしめ 1: 1 ) 或は叉統 の水準に取り込まれに機能に ｉｾ 罰ｻ系せしむべく 、 緊

7)  行政滋置 ( Admini strative ｍ ｡ ｮ ｡ｧｾ ｭ 叩 ｴＩ に関する大統領委員合の最近の報告に於てか h る舟

ヵ:ff，l 袋されて居る。



定; なる要求がめると f吉じられて居るとして妥員合

は次の如 ｾｭＩ 告をして居る。

1  . 抱活的 にして且 つ徹底的な調査が園家課税

改正競令 ( the Nat i onal  Revisi on Counci り か

或は地方、州及明暗邦政府によって賓施されれ

桜なキ目l支準設す昂財政均策並課税に閲する全綬

的な間短を扱ムイtlr の; 直営な事務局によってな

さるべきでめ る。而も比の問題 に関して次 に

侍j J lJ なる注意が奥へらるべ きzif i買を怠げて居

る。

A ) .  理由な き憲法の修正叉は一般的財産の

課税に附す る法令上の制限。

B ). 二重課税と集積者との徹底

2. 斯る j i'j iま或は憲法の修正[ 立 、公共施設の改

善並に彼等 η 財政的援助 {f なさんとする角に

臨時的の超過牧用 (excess condemunat i on) が

賀行し1f同 様 に し てj通過さすべきでゐる。

3. 周到綿符なる調査; ; ; f f先によって市の財政 h

僚に於げる待j J ll阪城の税額鑑定の問題並に税

額査定の務所が決定さるべきである。叉此の

調盗研究は鉾) J IJ な税額撲を，の代り に不動産に

闘する増税がなさるべきで! b l J 且つ之等の公

共吹頁事業によって創出されそして償値の府

加を待て舟る課税月Ir得に殆んと接近して此の

公共吹頁事業に関する財源がnl Jm されて居る

や否や戒 ii 3 とか〉る課涜が土地に附 する 投機

に反主主すること を助成して居るや否やを確か

むべきでめる。

都市の情報と調査

制 b常てられてゐる 仕事 [ f ' j l 行する ことに就て

都市計重委員合 C Urbani s m C ommi t t ee) は都市に

関係しれ下の刻 ｉｾ 公式糠邦泡牒 に 閲して自身しい

不足と鉄I符とを暴露しれのであっ1: 。

A  

都市の位置は元来決遡な筈でめり叉決遡でめる

べ きで tちる、と云ふ ことに 関 する 報道の柑燃性、

皇賞性及匹敵性が不足して居る と委員は信じて居

るので. 最後に次の如 き勧告企してゐる。

1 . 替市「行情報3果C A divi si on of urban  i nformat i on)  

l立、めらゆる水準に於て政府の凡での事務局

又は憾戚めるr L ての私的機附によって蒐集し

件る都 ￯ ｬ ￯ 自治憾のめらゆる 情 報 に ｉ ｾ ｉｊ する、

中央的保管者でゐ1 J . f . ! . つ c1ear ing- house C  

して役立 ち得る ものでめ る故、国勢調査局

( the  Burenu of the Census) 内に削殺さるべ

きである。

2. 現存する繊限の利用に就ては、 中央統計院

( T he  Central  S tai stical Boar d)  は上に列恋し

1: ことに 謝して、現存資料の不足及情報の. r o :

F程叉はそのカ法に関 する 短所 に就て待j J lJ な考

えｾＯｊ吋＿告はれねはＧならな い 。

比 の統計院l立、地方の公支と合議するに闘

し、彼等の図家的協合、 自治惣の介l聯盟、大

祭調査局 ( uni versi ty reserch  cent er) 及園家調

査図 ｬｴｾ [ f 設立 すべ きでめ る。 そして都市統計

の報告に就で被張叉改善の錫の計量' が樹立さ

るべきである。

B  

都市問題に跡iする調査に主主して待BIJ に参照し得

るものとして、委員舎の都市羽交中央事務局は、

S量殺笹糖及良業技術局 ( the Bureau of Agri cul turaI  

Econo mics and Agr icultural  Engneeri ng) の現在良

村に賀施して居る機闘に匹敵するものｾ Ｎ 都市自

治飽にも気2施する角 1: 、図家資源同の一課として

設立 する 事公提案すべきである。それ自惚の調査

に附 IJnへて比の制査局による提案主旨替のなか

には 、大多の都市制在、調査接合 ( reserch institu. 

ｴｩ ｯｮＩ 、 言十重局等を＿刺ｾｾ することを 意味すべ きで み

り且つ個々の叉は公の或は広的溜惚に封し顧問的

準備をなし且つ協喰的サ ーヴス{ r >な すべ きで め る

明 日 の 大 都 市

伍皮に制浪されれ区域に 、都市人口が非常なる

比例を以って集中することは、資源、1時間 そして

ヱネルギ ーの非常なる浪費でめる。 同時 にそれは

不平均なる人口の凶散といふ こと h 同僚でみる。

そこで委員舎は 、都市居住者に劃しでも或は叉人

類と自然的資源の宥効なる使途の1: めに も、最も

還ましき環協は之等二 つの雨怪端の問の何! ! t か に

凡 ｈｾ される探でみると Ｑ 吉じて居る。

都市自指鐙は比 ノ ＧＩｾ誌に向って接近し 、 そして更

に満足すべき都市生活をぱ都市並にその待殊性の

める 日H涯のよ り誉き諒察と現解に求めるであら う

そして、行政のあらゆる 水準に向って、更に桜本

的にして見つより効果的な計 主 主のｾに行政組燃の

蹴大なる槌限に就で椛I ｒ＿ な攻妻子ｾ要求するであら

う。( 信d井幸次郎J
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燈 火 管

内務

陸軍

①海軍省令第一減

遁f言

餓 i註

燈火管市1J規制左ノ遁定ム

昭和十三年四月四日

内 務 大 臣 末 衣 信 正

際 軍 大 臣 杉 山 元

海 軍 大 臣 米 内 光 政

遜 信 大 臣 永 井 柳 太 郎

餓準大臣 中島知久卒

燈 火 管制規則j

止

m

規 則

ー 消防、人命救助等ノ然緊念ノ必要アル トキ

ニ 待別/ 必要= 図リ警察署ー長ノ許可ヲ受ケ F

ノレトキ

第七傑 第一波表乃至第七盟主表中警戒管制ノ甲ノ

程 度 7 遁用見ペキ区域ノ、防空法施行令第七{ 際ノ

陸海軍司令官( 以下陸海軍司令官 ト縛ス〉ノ遜

知ユ依 リ地方長官〈東京府= 在 日テノ、警間総監

以下之= 同ジ〉之ヲ定メ尖ノ他ノ区域ノ、 L ノ程

度 7 適用スペキ区域 トス

iIIE頁/ 規定= 依ワ基fg キ海上ノ区域= - 1 ' 寸テノ、別 =

之ヲ定ム

第 ー ｻ傑燈火管制ＧＷｾ主施シ叉ノ 、 ｾノ訓練 Ｗ 先見旗 第入{ 傑第一統表、第 二 務 表、第四披表叉ノ、第五

合= 於テ防空法第入{ 傑及第十傑第三項ノ規定=

依 J レ光ノ j秘歪ノ、本令ノ定ムル所= 依ル

第二係燈火管制ノ、第四{ 康二規定スル場合ヲ除タ

ノ外警 戒 管制及空襲i S 和l トス

警 戒 管制ノ、警戒撃戦叉 ノ、空襲警報解除/ 後 七ラ

レｾ ; 1- 時ヨリ 望書戒軍事報解除叉ノ、空E襲警報 ノ後セ

ヲノレル迄ノ間之ヲ行ヌ

空襲宮市1J ノ、空襲警報/ 後セラレ 9 ノレ時ヨリ空襲

警報解除ノ後七ヲ ルル温ノ閑之ヲ行 7

燈 火管制ノ 言 ｊｉｉｾ 東ヲ錫ユ 場合］於ケノ レ前二項ノ 防

空警幸十、訪1I : 索防空警報 トス

第三( 康警戒管市1J又 ノ、空襲l ' i "制中ノ :光ノ秘受ノ、円

波 ヨリ日 i品i t /  flJ l第一盟主表乃至第七続表 = 掲 グ

総表中/ 許可叉ノ、指定ノ、地方長官之ヲ; 局スモノ

トス

第 孔 係 第一盟主表、第二披表、第四獄表、第五獄

茨及第七青島表中隠蔽 ト稿写見; 1- ，、関口部 ｾｴ ノ他］

綴ヲ施シ外官官］主主シ漏 光ナカ ラ ν ムルヲ ｾ ｉ ￞

第一競表乃至第五盟主君主中ｾＡｦｦｩ光 ト稀ス ノレノ、 光源］

釣シ直接夜ヲ施シ叉ノ 、之］準 Ｗｾ ) 1 . - 方法ヲ講ジ<<

茨 = 掲 グノレ ( 傑イ斗= 依リ光ヲ ; 臨ん 7 謂 7

第四盟主表及第五盟主炎中確認j-g出IE ト若草スル ノ、燈火

/ 目的= 服 ジ質問= 遡スル程度ニ認識シ得ル最

大限度/ 距向性 7 ｾＱ ＧＯＷ＠

第一誠表、第三盟主表、第四獄表、第五獄表及第

七盟主表中澄減距出It ト稿写スルハ光源及: J t / 反射光

ノレ程度三於テ之' 7 ｾｾ［ｸＮペシ 害事一七万ノ :光ヲ認識シ得ル最大限度ノ i恒出It ヲ吉岡 7

第四隊 第一盟主表ノ屋外燈( 標識燈飯、街路燈主i ' l 第十隣 友= 掲グノレ事境= - ｾｉｬシテノ、地方長官叉ノ、

及屋外作業燈類ヲ除ク〉こシテ地方長官ノ指定 警 察署長ハ陸海軍司令官= 協議スペシ但 シ漁メ

スルモノノ、 ｾｴ ノ定ムル期間日波ヨリ ｮｬ ｬＺＧＮ迄ノ間 際海軍司令官 ト 協定シダノレ ｊｊｴｾ 頁三日目シテハ ＩＱ 七Ｏ

警成管制 ノ程 度 = 依リ尖/ - 光ヲ秘歪 λ ペシ 限ニ在ラズ

地方長官前項ノ規定 =依担屋外燈 7 指定シ又ノ、 一 第一誠表 、第二減表、第四鋭表叉ノ、第五獄

ｾｴ ノＺ 光ヲ秘 玄 ユペキ矧悶 Ｗ 定メ ＱＷ［ 川、キノ、之 Ｗ 表 ユイたル 許可又ノ、指定ヲ角サ シ トスノレトキ

告示スイシ ニ 第 四線第一項ノ規定= 依り屋外股ヲ指定 シ

第五{保 友 ノ各盟主= 掲グノレ光= 付テノ、本令ノ制限 叉 ノ、 尖 ノ Ｚ 光ヲ秘匿スイキ ｬ ｾ ｬ 間ヲ定メン ト ［ｸＮ［レ

ヲ; 盗用セズ
トキ

ー 建 築 l如、車側、船 舶、陛 道、地下道等ノ内 三 第 五{ 隊第二gj)i ノ規定 = 依 リ光ヲ指定七 ン 卜

昔日 ノ;光ユシテ外部= 漏レザノレモノ λ ノレトキ

ニヰ寺別/ 司王封= 囚日必要ア リト 認メ地方長官 四 空 渡 if Hl 1J ノ務合= 於 テ第六隊第二獄ノ規定

ノ指定スル光 =-{たリ 許可ヲ )0サントスル トキ

第六1保 ;皮= 挽グル統合= 於テノ、本令ノ規定= 拘 ｾＱ ｜ ｴ＠ 則

ラズ必要最小限度ノ: 光ヲ使用ユルコト ヲ件 本令ノ、日有利十三年四月十日ヨリ之ヲ 施行ス

v 3 4  



第一時表 一般屋外崎 ノ光ノ 秘駈ノ程度

警 戒 管 市IJ

積 額 空 襲 管 制 i!ffi光 { 保イ牛

乙 甲

府告燈

居袋者自告Ifi看燈板鎮

看板燈

袋 飾tを J自燈 1肖燈 消燈

共ノイ也之= 類ス

，1. -燈火

謹救警議火非話護察燈災常所靖報緑所標篠S知知S醤官畿議機署経鑓燈痘管

地支上三0 0米

減 光 減光昆辺，'}(j 減光且 II主光 以上/ 何すも レノ駄

僚議燈類
消火栓標識= 類燈 i.l2ni米Ut距以出fE五O 透 ilUi，距出ft 五O 主査叫距離五O ，3 リモ 源又ノ、

;11;/ 1也之 ス O *R F トλ
0 米以下トス 0 米以下トス 切共/ 反射光等一

ノι 母機 'k  (  例l 各
，1.-コト ノレコト ルコト ノ; 光ヲ認メ待

積 書非作動茨示
ザル コト

持、防空ノ資施

及訓線種上標必識要ナ

ノレ各 燈

等〉

街路燈

橋梁燈〈精液表 ｲｪｾ 燈

示燈 ヲ除タ〉 但シ迅速二消

共ノ他之= 類ス

減光街且i ! 主光

燈シf持J レ慮鐙

ノレ摩 ' k (例書量 街
路面- 00

ヲ議ジタ ルモ

路照柱明ヲ ヌノレ
ノハ許可 7 受

官Z車 燈、電柱

卒方米= 付ー

ケ街路面= 於皮

街J : f . 投光器ヲ

ー・五燭光以内
ケノ レ 最大 ｦｬｾ

使用スル街路照

一俊一六燭光

5' 0 ・一五「ル

明燈等〕

以下 トスルコ

クス」以下二 f自燈

街路燈績
註 路 道E奇内燈火

減光シ且 il 昌光

及i苛 / 一昔日 シテ茂置スル

7 1蕊ス/1l f貌含:ノ コト5 ' ｱｾ 宇
光遮光源ノ下端ヨリ

目貫H耳燈ヲ ム 具 ノ ｴ 下 ｓ 端カＡｾ
み44H1J dAbzR sa 引キタノレ 光

隠 蔽
源ノ F方= 向ヒ

地下道H自明燃其 滅 光R 滋光 f貝シ必要= 惚 且* 卒菌ト ニO

ノイ放血ヱシテ地表 入燭光以 F 卜 ジ111蹴以距出ff.五
度以上 / f1.]5' ナ

=  光 スノレ燈火 スノレコト 0 米 ，: " ，減 スロト

光シテ残置 λ

ノレ コトヲ f持

f白鐙

消f緊

f旦街ン必路要ニ舷

門燈 iI! シ必E杏要= 腹
ジ E告燈叙=

粁燈 ジ街 t豆 類 =
代用見ノレモノ

門，ｾ干燈類
共ノ イ也之= 類 1 代 該用 Z ル モノ

ノ、許可7 " 受ケ ?白燈

ノレ燈 k. ( 例 標 燈ま買 '" I#l  
該 tを類' " ｾｉｊ ス

札「照明般、等玄関
;<. ，c， ililH浪 内 =

ノレ指I] I 浪内= 於

テレ スJ燈 〉 於テ浅置 λ ノレ

テ王室置スノレ コ

コトヲ 4持
トヲｾＡト

消t電

作業= 必要ナル 減光且主主光 際! 桜

屋外側燈火
作平方業米面ー二0付0三

但シ主sj逮 "'7自

註 墜ナキ建 路シT非J レ民Z鐙

物内 ノ作 業 = 燭光以内 、一 ＵＧｾ蒋ジタノレモ

必要ナノレ燈火 ts一六燭光以 ノハ許可 7 受

f向的

屋外作業燈類 7 含ム 下 卜兄 ノレコト
ケ 作 業 面 =

度於ケノレ最大限

l嫁出世

減光旦i ! 主光

7' 0 ・三「ノレ

クス」以下=
光源ノ下端ヨリ

ｾｾ￭ ＮＵ 燈
一応ー俺 トシ

滅光シ旦 ilffi 光 ｾ光具ノ紋 ー Ｑ ・縦 カＧ 二

入燭光以 r 卜
シテ浅置 λ ノレ

引キタノレ 光

見J レコト

コトヲ 待
源 ノ 下 方 = 向ヒ
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公Ei 園韓襲母撃併燈説

f白燈

11: ! シ公園慢、

社J f A寺屋H官外 俊、

場 明 燈 =

I浪リ交主主治安

維持ノ必要ア

燈 ノレ場合面積一

待i J lJ 屋外燈類宅

兵 ノイ也イ也ノ種主買 0 0卒っち米=

消 燈

= 1. 昆セザノレ露屋 外 付0 ・二 燭光

燈 火 ( 例 主査 以内 、ー 燈 入

f費、墓地燈、屋
燭 光 以 下 = 滅

上燈 、祭FE周燈
光シ且 jj 主光シ

註火 等)

各滝ノ間隔ヲ

側壁ナキ主主 入O米以上ト

物内ノ燈火ヲ
シテ浅置; < . ｊｾ＠

含 ム コトヲ ｱｾ 宇

第二読 表一般屋内股ノ光ノ秘匿ノ程度

警 戒 管 市U

手量 類

u  甲

J.!i 先是主飾ょを

庖 先 陳吊下燈

底 先 列 箱 照 明

燈

底 先 燈 類
決ノイ也之ニ類ス f自燈 1自燈

註 ｊ ｾ 燈底 火 先 トノ、戸

締面ノ t外部ヲ

初 7

際級

滅光且主主光

(イ ) 室 / ! 資サ三

2 f ' - 方米= 付ー

O燭光以内 、

- 燈 五O燭 光

以 F トスノレコ

(ロ ) 室 ノ蔚サ三 隠 ｩｾｬｃ
卒力安fc= 付 ー 減光且よl主光

底 先 忠 類 以 外 /

燭 光 以 光内、一
室ノ! 資サ三卒

普通屋内燈類 燈 五 燭 以 下 方 米 = 付0 ・

屋 内 燈

トシ光源ト開 五燭光以内 、

口官官 トノ距由fl 一 燈二 燭光以

7 一、入 米以
T ト;<. ｊ ｾ コ卜

上ト ;<. J レコ卜

漏 光iii ljI' 俣

許可ヲ受ケ潟

光商ヲ透過ス

J レ光* 7' ー卒

方 米 = f寸三

r  Jレー メン J 以

一lマ ト 旦 ル コ

第三杭米 一ー先立交通閥係賊ノ光ノ秘匿ノ程度

手盛

v 3 6  

類

警 戒 管 制

乙 | 甲

且ノk平 面 トニO

度以上。/ 角ヲナ

見コト

I自燈

空 襲 管 制 ｾ光線イヰ

f自燈

乙ノ ( イ〉及甲 ノ

話芸令

光源ョリ光直捗

務スノL 射 ヵ・

!消 口官R= 向ノ、

t省i宣 ザルコ ト

F室、秘 乙ノ ( ロ〉ノ; 場合

光源ョ P直接

重苦 λ ｊｾ 射 光ガ

関口昔日/ 外 flllJ

二於テ* 卒以

上 = 向ノ、ザノレ

コ 卜

空 襲 管 制 | 遮 光 線 件



町ー

交 遜 聖 主 連 信 携 地 表 上 ニ 0 0米

燈
滅 光 旦 illli 光 消光燈 以上ノ イ可レノ結

交 遁f吉成燈類

交 遁 整 理 手 提1吉

卒常ノ{ 設

遜腕 ｾＮ￟ 出 ｦｴ 五 ｏ 減且 ｩｬｩｬｩ 光 ヨ リモ光 源又ノ、

盟主燈
0 米 以 F ト見 透視距出IE五 ? ｉｾ 毛 Ｏ反射光等ー

来ノイ也之= 類 z
0 米 以 下 卜λ 切ノ :光 ヲ認 メ得

ノレ燈火

ノレコト ザル コ 卜

乙 ノ 務 合

光源ヨ リ直 接

滅 光

霊堂スノレ射光ク¥: ガ

可 及 的 上 =  

安 全 地 平 静 標 識 20 E最f I . 距離五0
f自燈

向ハザノレコト

停燈留 所 僚 議 燈

米 以 下 卜見 減光且j ! l l i 光 1s. シ隙碍注意

甲 ノ 場 合

交 遁 僚i加を類

ノレコ 卜 ; 1i 誠脳出Il 五 O 燈ノ、透 iiM，距出IE

地表 上三 0 0

断 碍 注 意 燈= 類
滅 光liaill l1e 0 米 以 下 トス 三 0 0米 以1、

米以上ノ何モラレ七

:t t ノイ也之 A  一 箇 所 一 燈 ト
J レコ ト = 減光ス ノレコ

ノ鈷 ヨ リ

ノレ窓火 シ 五 燭 光 以 下 ト

射光源光叉ヲ認等ノ、兵ーメ ノl叉トA J I- コト
切 ノ

f寺ザ

ノレコト

減 光

滅光且i ! f f i 光

合計 二 燈以 下

合計二燈一以燈下 トシ各一億ノ、

トシ各 ノ、

燈器ョ りー 0 自 動 車水 平ノト

似前ll l! 日燈

t登器ヨ リー 0

米ノ地車占= 於直
キ燈器ヨ リ直 接

註 燈案 内 燈 ヲ 含

米 ノ 地 勤 = 於

テ 光 制 = 霊
重苦 スノι 射光ヵ・一

テ光車JIJ=丞=直

ナル面= 於皮ケ
五 皮 以 上 ノ 上 空

4 ‘  
ナ ノレ宙= 於ケ

ノレ最大照 ヲ
= 肉ノ、ザルコ ト

三J レ「最ノレ大クR育λ皮」以ヲ 0 ・七 「ルク

見」以下ト旦

下 トスルコト

J レコ卜

尾車燈柄t宣呑盟主照明

減 光

各 一 燈 トシ透

卒常ノ f滋 問距出( E 三0 0

自 動 車 燈 類 停 止a 燈

米 以 下 トエノレ

f自燈

コト

方 向 指 示 器 燈
卒 常 ノ 俄

計 器 燈

減光

方味こEz  向幕 照 明 鏡

透減距出i E 三O

率 札 照 明 燈
平常ノ f衆悲

0 米 以下 卜λ

光 源J I- 射向ヨ光ノリ、 庖援軍E1;1. シ 合 自 動
ルコ卜

ス ガ関口

車 室 内 毎燈 = 限
f街燈

昔日 ザノレ コ

リ各 燈 = 迫i イ良シ梁 合自 IDJ )

室 内 燈
光スノレ コ ト 寧 室 限内燈ノ、一

君主合自動車標示 健 = リニ 燭

燈
光 以 下 = 滅 光

共 ノイ也ノ燈火
シ且遮光シテ

E華経 λ ノL コ 卜

ヲf当z

自車車事車燈
減光旦j ! l l i 光

ー 燭光 以 1: 卜

手人力縄車 燈車 スノレコトi . s . . シ

続 器7k.2f'-ノ トキ

普通車制時差類 君そｾ主 牛 馬 燈

懐中電燈又ノ、

其 ノ 光 源 ヲ 地 表

合 馬 車 燈
之= 準ズノL 墨占

上 三0 0米 以 よ

来 ノイ也之= 類 λ 卒 常 d 品
滅 袋 置 ヲ 3白ース 消 燈

ノ何レノ墨占ョリ

ル 燈 火
ルモノ =I q{リ

モ誌ｻメ ｾｬｪｯ ザルコ
0 ・三 燭光 以

個 人 携 帯 燈= 類

下 こ 減 光 A ) レ

携 帯 燈 絞 ｾ ＯＱ 也之 ス

トキ ノ、i!lli 光 七

ノレ燈火
ザルコ卜 Ｗ ｾ ｾ

第四位表鍛道軌道 ｉｾｾ ｊ 係 ｪ ま ノ Ｚ 光ノ秘匿 ノ 程度

手重 類

警 戒 管 制

u  I 甲

空 襲 管 ltlJ I 遮 光 線 イキ
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場内信技l機幾燈

滅光且; 忠光 f滅自光姥旦 jjffij{;

確認距離六O

Ｚｾ重苦信獄 燈

0E奇米= 数以下、道

確0 認距出ft 六0

閉塞信鋭機燈
設スノレ 米 数軌以下、道

が ｬｴｾＧ 方蔓信盟主機機 燈 t鏡道軌道/ 昔日

E寄= 設スノレ

法 信 扱 類煩
分 =在。 リテノ、

俄道道ノ昔日

尖)L-燈ノイ火也之=-! l i H ;A - 0  米以下

分= 在りテノ、

- 00 米以下

トλ J レコト

トエノレコ ト

誘導信童話機媛 滅 光且ｾ主光 滅消光i登且ilE光

入換信鋭機燈燈標 確0 認路線三0
地表上三0 0米

臨時信鋭機
米以下道路

確o数認米設距以縦下Z 三泣)L-銭0  E寄

以 上 / .何レノ鉛

! 吉減合図燈類
合ヲ(徐含園行 敢 告 燈

平 J古ノ彼

= 数設ス) L - 餓
ヨリモ光源叉 ノ、

ム〕

道軌道ノ部分
共 ノ反射光等ー

ニ用 7 )レ滞

= 在リテハー

道 悦i藍ノ昔日分
匂j ノ: 光ヲ認メ得

燈火
0 0米 以下ト

= 在リテハー
ザルコ卜

英 ノイ也之= 類ス 0 0米 以下ト

J レ燈火

スル コ ト

見ルコト

手信盟主= 用 7 )L- 減光且i ! l l i 光;

f自t登

滅光且 jjffi 光

燈火 確認距由It 四O

確0 認距離四0

信盟主主li i.院以/ 各磁
0 米 以下、道

米以下、近

反F堅苦非 E寄= 敷設スノレ

E寄= 敷設スノレ

進路ヲ表示; A ) レ 鍛 遁軌道/ 昔日

餓道軌道部分

燈火
分= 荘 リテノ、

其ル燈ノイ火也之= 類ス
- 0 0米以下

0=在0 米リ以テ下ノ、-ト

トス ノレコ卜

ス) L- コト

車止

減光旦ｾ主光
消燈

笹列車 ノ
滅光且j ! l l i j{;

ス止ル詩位主置要議7 表燈示

確0 認距離三0
確認距出It 三O

米以下ト兄

0 米以下 卜λ

徐行許容摂類鮫

ノレコ卜

ノレ コト 地表_t 三 0 0米

Jt; ノイ也之= ス 以上ノ何レノ鮎

地上擦 ＡｉＦ ｾ 登類
ノレ燈火

平tif ノ右前

ヨリモ光源叉ノ、

減光且遮光 「 且 帥

共ノ反射光等ー

認距雌五O 認距出It 五O
七万ノ光ヲ認メ得

接近表示燈 EOFE 米以下ト λ EOIE 米以下ト λ ザノレコト

) L- コト ノレコ卜

1吉成機附随ノ裁 減光且iffii 光

消燈

減光旦i並: 光

>m登
確認距離- 0

確0 認距離- 0

議兵室ノ買イ也ノ各種僚
0 米 以下 トス

米 以下ト λ

イ以熔
ノレコト

ルコト

警'ノヒ戒管制 ノ甲及

M管制ノ ; 場合

地表上三0 0

滅光
米以上ノ何レ

一燈 トシ五燭 減光且 ilili 光 滅光旦i止i光;
/ 鮎ョリモ光

前部12票総tTt
j{; 以 F 卜; A 1レ 確認距離六O 確認距離六O 源叉ハ芙ノ j又

詑 前日官時五t 卜 コ卜 0 米 以下、遺 O 米 以下、道 射光等一切ノ

ロリー燈ヲ含 滅光且 jj 主光 日書ニ要文言止スノレ
E奇i=詮敷i沈設スル

光 7 認メ得ザ

i ‘  
一燈トシ二O 俄道 ＧＱ 礼道 Ｏｾｭ 鍛 造ノ昔tl

ノレコト

燭光以ドトエ
分 ニ在 リテ ノ、 分= 在 リテノ、

答務戒合管制 ノ 乙 /

車柄僚長良燈類
Jレコト - 0 0米以T - 0 0米以下

トλ ルコト トスルコ卜 空襲皆制ノ 18

合ノ遮光貝. 7

用フルコ 卜

1去昔目標識燃 | 刊 ノ 彼 地表上三0 0 米

以上ノ何レ/ 鮎

| 滅 光 叫 光
滅光fU注光 ヨリモ光源叉ノ、

自動開| 羽式罪表

平 Ｇ￬￬ｾ /  ＱｾＧ［￯＠
確認距向性三O b儲忍距離三O j c ノ反射光等ー

示燈 0 米以下 ト兄 0 米以 |、トλ 切ノ Ｚ 光・ Ｗ 認メｾｾ Ｚ上
ノレコ 卜 ザノレコト
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際滅光i依且ｾ 光1M 
隠 蔽 〈イ〕ノ; 傷合

減 光 且辺; 光; 光 源 ヨリ 直 鍍

( イ) 室ノ サ三 1イ) 室ノ! 資サ三 官苦 ; <. Jレ射 光 ガ

2fS- j j 米 = 付 ー 2f S- 方米 = 付O 院j 口部ニ向ノ、

0 燭 光 以 内 、 - 五 燭光 以内 、
ザルコト

一 燈 五O燭 光 - 燈 ニ 燭 光 以 f自燈 ( ロ) / 場合

車 内照 明 燈 以 下 トλ ノレコ 下 トスルコ ト ｾￆｾ 訟 待= 指定スノι

( ロ) 室/ ) 資サ三 モ ノ= 限 リ糊j

( ロ) 室ノ府サ三 卒 方 米i ζ 付O 間ョ リ漏 光 セ

車 柄 燈 類

卒 方 米 = 付 五 - 三 燭光 以内 、
ザルコ ト英ノ

燭 光0以 内 、- - 燈 ー 燭光 以 { 也ハ〈イ〕ニ 同

燈 ー 燭光 以
下 トス ル コト ジ

下 トスルコ 卜

行運先行表番示貌燈表 示

燈

減 光 滅 光

言十ｾ燈 卒 常f ノ俊

定0E蹴 距 離 三0
遜 腕 距 離 三O

知 ラ セ 燈

米 以下 ト旦 0 米 以 下 ト兄

英ノイ也之= 類 z

ノレコ 卜 J レコ |、

ル 燈 火

蒸 汽 機 関 車 煙 突 I夜陪! 光量及少褒ー光努時 I 光ノ山量及凌士光川時吋 I  

火 粉 平常/ 俄褒= 光努 帆減 ー |筒ノ減少 ー努 ム

但 シ 主主ノルコト レ ト ι

減 少 ム ル 陸l 光量減及少安光努舟 上 万 全 部 及 側 主

類事 柄 待 殊 火 光 蒸 汽 機 関 車 焚 口 コト 附 / 滅 ニ メ 隠 蔽 附 波 哲 上 部 ノ ニ

火tfi 且 illli 光スルコト 分ノ ー 以 上 7蔽

プコ ト

定是正機闘車. tz

鋼類車 索、無車N等L係ノ電: k車1E、

怪力防止= 努ム Hi ! カ防止= 努ム 極 力 防 止 ニ 努 ム

ルコ ト ルコ ト ノレコ ト

星占検銃燈
f白燈

車 燈

共ノ 他 之= 類エ

滅 光 且 感光

ノレ燈火

一米ノ; 距般=

設 合同1燈自句 ヲオメ

於皮テ被ヲH昔前ノ
消 燈

類 / 目 = 使

I ! 官 ー 「 ル

滅光瓦辺i光

燈: 得水平ノトキ

用エノレ接合ヲ

クェ J 以 下 卜

一 米 / 距 離 ニ

其 / :光 源 ヲ 地 表

黒占検燈類 含ム 卒常ノ{ 来

只. ノレコ ト

於テ秘iH賀市ノ

上三0 0 米 以 !こ

ノイ可レノ黒占ヨリ

1白燈
限 度 7 0 ・五

モ Ｕ 忍メ Ｑｾ 宇ザノレコ
減 光 見 越 光

r  ノレP' ;<. J 以干

二 米 ノ 距 離 ニ
トZ ノレコ ト

主E検 燈
於 テ 被I照 菌 /

限 度 ヲ ー 「ノレ

タ ;<.J 以 下 ト

; <. J レコ ト

消 燈

但 シ 迅 速 = 消

燈 シ 得 J レ蕗置

列燈車扱肩車内照明

ヲ音ｾジダ ルモ

ノノ、被照商=

尖 ノ他之= 類ス

「於度ノレケ7タ0ルス最・J 大一 五限

ノレ燈火

以 下

滅光且江主光

= 減 光 シ 且 遮

光 シ テ 疫 置 ス

作 業 商 ー0 0 ノレコ ト ヲｾｾ宇
平方米 ］ Ｎ Ｑｾ 三

t自燈

燭 光0以 内 、-
? 白燈

燈 五 燭 光 必l 但 シ 迅 速 = 泊

下 卜λ ノレコ ト
燈ヲ議シ得ノレ! &置

ジタノレモ

入 換 作 業 用 徳 内
ノノ、許可 7 受

照 明 操燈
ケ 被H賀商= 度於

馬設車ニ I恨車ん場 組 成

ケ ル 最 大Hff

7 0・三 「ルク

ス」 以 下= 滅

光 源 ノ 下端ヨリ

光テ浅シ且 i!主光 ν

置スノレ コ i出光具 ノ下 端 =

ト ヲｾＪ 引 キ 51 ，!..線 ガ 光
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消燈

但シ迅沼i=-i 省

燈シ得ルb & 置

ヲ議ジ F ルモ

ノノ、許可ヲ受

ケ核照箇= 於

ケル最大目再度

ヲ0 ・一五「ル

クス」以下ニ

減光シ旦alffij e;

シテ残置エル

コト 7 ｾｾ手

消 燈

但シ迅速ユ消

乗降寝屋外燈 1  1  燈シ待ル路程

洗 i絵E程度外慾 |滅光且遮光 1  ' 7 講ジダノレモ

給炭水屋外燈 |  地表面ー0 0 1 /ノ、許可ヲ 受

其ノイ也之= 類 λ | 平方米ユイ寸三! ヶ毛皮ｾＡ￬商］於
ル燈火 |  燭光以内 、一 | ケル最大限度

註 側壁ナキ建 | 燈一六燭光以 1 7' 0 ・三「ノレク

物内ノ燈火ヲ| 下ト Z ルコ 卜 | ス」以下= 滅

含ム 1  1 光シ且遮光シ

I  I  テ主主置ヌルコ

i  l  トヲ4母

I  I滅光

ｉｾｍＡＧＮ＠ ，. l dt .  I  遜蹴距縦三0 1消 燈

屋内各種右足示鑓汗常ノ倫 l o米以下ト λ |隠蔽

I  I  ' L- コト

消燈 |消燈ー |消 燈

霊 会 急 種 表 示 燈 | 字 詰 吉 野 | 主 諮 問 都 建 設 室 長

設 側 壁 ナ キ 建 | ルモノノ、澄脱 | ノノ、遜悶| 三0 0米以下

少 ノ燈 火 ヲ | 併ESST15幸三asf| 尋警告:t 守

口 品 i  テ浅置 λ ルコ| テ主主置 λ ゾレコ| 存

トヲヰ梓 |  トヲ H宇 |  

i滅光且i ! 主光 |滅光旦遮光

出札口屋外感 |  窓口ー箇叉ノ、| 令、口一節叉ノ、

言集荷量賢建ｼＭ改築ヰ ｌ 口 ｾｉ ー改築札口子ｼ消燈
警ム l ト 燈 l シ | 封 シー 燈 l 〆

内ノ燈火7 ' I 五燭光以下ト| ー燭光以下 ト

i  スノレ コト |  スノレコ卜

各 種 詰 所 屋 外

婦 |滅光且; 込光

言庫屋外燈 |  地表面- 0 0

電車柱燈 |  卒方うf C_ =- 付一

英ノ他之= 類7 - 1 ・五燭光以内 、

ノL 燈火 |  ー燈一六燭光

註Ｑｬ ｬ ｩｊ壁ナキ ｾｉ 以ドトスルコ

待殊照明燈類| 物内Ｏ燈火 ｾｉ 卜

含ム

lJ 原ノ下方= 向ヒ

且7 ] c 卒菌トニO

度以上ノ角ヲナ

スコト

消 燈

光源 l'・端 ヨ Yalffi

光具/ 下端ニ引

キｾ，レ線ガ光源

ノ下方= 向ヒ且

7 ] c 卒面卜二O度

以上ノ角ヲナ λ

コト

踏切警報ｾ燈 1卒常 ノf継

米

ヨ

主

ハ

切

ザ

O

鉛

ハ

一

件

。

/

叉

等

メ

三

レ

源

光

認

上

何

光

射

ヲ

卜

来

上

モ

反

光

コ

地

以

リ

ノ

ノ

ル

o

z

 

五

卜

光

縦

下

山

埴

距

以

卜

R

腕

米

コ

光

透

O

ル

減

O

λ

 

五

ト

光

雌

下

山

越

版

以

ト

且

蹴

米

コ

光

遜

O

ル

滅

τ1
・

光

以

ト

巡

光

コ

旦

燭

ル

光

五

z

n

威

明

刀

凶

パ

倒

見

様

一

京

意

表

波

切

切

踏

踏

燈

部

担

及

ザ

接

可

ハ

直

ガ

向

リ

光

-

一

ヨ

射

空

ト

源

ル

上

コ

光

λ

的

ル

踏- t)J 燈釘l

減光旦ｾ光

踏匂j 道箇- 0

O.>f-"j j うK=- 付

入燭光以内 、

一般一六燭光

以下 ト兄ノレコ

ト

勝切照明妓

光

、以

ト

越

光

コ

瓦

@

ル

光

八

ス

減

9

内

明

テ

ル

シ

註

問

問

シ

エ

殺

い

い

内

=

光

数

山

道

一

他

紋

-

一

請

隊

ノ

-

一

F

崎明

、

民

ハ

夫

火

叫

ん

燈

同

胞

地

燈

シ

道

内

枝

川

川

逝

数

近

附

叫

縮

刷

-

一

鍛

及

度

下

ル

燈

明

地

F

内

照

リ

=

光

ヒ

O

ナ

ヨ

端

ガ

向

ニ

ヲ

端

下

線

二

ト

角

下

ノ

ル

カ

面

ノ

/

具

タ

下

卒

上

卜

源

光

キ

ノ

水

以

コ

光

一

巡

引

源

且

皮

ス

0

1

熔

一
京

窓

代

ハ

エ

於

コ

一

三

卜

z

表

法

二

/

閥

ニ

ル

一

縦

下

要

日

切

符

モ

ュ

内

ス

一

距

以

卜

一

必

匂

踏

明

ル

煩

限

置

得

一

級

米

コ

一

シ

は

・

照

λ

四

回

制

浅

ヲ

一

光

晴

U

O

ル

一

般

但

ジ

償

援

用

該

ル

テ

ト一

銭

品

削

減

一

消

一

消

隠

o

z

一

際

示

意

代

ハ

λ

於

コ

一

服

五

滅

λ

三

卜

一

=

長

注

-

一

ノ

附

-

一

ル

一

-

一

蹴

-

一

世

相

怖

版

下

一

要

町

切

駁

モ

こ

内

丸

一

要

版

下

残

ヲ

版

以

卜

一

必

パ

踏

明

ル

類

限

恥

血

行

一

必

帆

以

テ

ト

脱

米

コ一

シ

説

、

問

ス

燈

制

浅

ヲ

一

シ

活

米

シ

コ

光

遜

O

土

燈

但

ジ

問

時

価

指

出

向

該

ル

テ

ト

一

符

縦

但

ジ

O

光

ル

滅

消

消

隠
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第五自主表 舶 舶 闘 係 股 ノ:光 ノ 秘 匿 ノ程 度

警 戒 管 市リ

種 類 空 襲 管 制 遮 光 t条 件

乙 甲

航 路 僚 議 燈

むノ: 海合

減光且i ! f f i 光

光 源ヨ リ直 接

航 路 標 識 媛 = 類 磁 認 距 縦 一.

琶をスノレ射 光 ガ

航 路 開 係 燈 頬

; < ，1. -燈火
0 0 0 米 以 下

可 及 的 上 空 =

トス，1. - コト 減 光且 遮 光

肉ノ、ザノレ コ卜

確 認 距 離 ー ・ f自鰭
甲ノ; 場合

0 0 0米 以 下 隠 l桜
地 表 上 三0 0

ト同ノレコ ト 米 イ 鮎以上ノイ可

レノ ヨリ モ

橋 梁 表 示 燈 . >p: 常ノ餓

光源叉ノ、共ノ

反ノ射光等- 1 ;JJ

光 7 認 メ 得

ザルコ ト

海七衝突官民防法

/ 規定= 依，1 . - 最

少限度ノ: 光カト

海 上 衝 突 橡 防 法

シ且遮光; < ，レコ

ノ規定= 依光品 最

掲留但船燈シ檎及ノ船燈:t!jI頭燈、増聖ノ書、

少 限 度 ノ カ ト 消ょす

海 上 衝 突 故 防 法 シ且l ! 主光; <) レコ 但シ位二塁占 rl う 確 認 距 離 ノ 所 要

二規定ス ノレ船燈 シ得ノレ準備j ヲ ヲ充足スノレヲ限

船 燈 類

註 湖 沼 ニ 於 ケ f旦シ増掲燈ノ、

底二塁占出シq! 宇

1事シ保安上l I 1 、 度 卜j テ 上 空 =

ノレ船舶ノ紛燈
定= 車占出シ得

ノレ準備7' ; 1事シ
要ナル トキ z 主せシi ! 主光 Z ノレコ

7 合 ム
ノレ準備7 ' :勾シ

テf白燈シ保安
限 リ ーl侍 鮎 火

テ消 燈 シ 保 安

上 必 要 ナ ル ト
スルコ 卜

キ ユ 限 リ 一 時

上必要ナルト

呈占出スルコ ト

キ = 限 リ 一 時

港内帯ノ主、確泊船ノ
星占出スノレコ卜

船 燈 認( 距

出fE五0 0米 以

下= 滅光且よlEi

光スノレコ ト

消 綴 消 燈

際滅光室面E且i l l H光 隠i威室蔽光且i ! 主光 光源ヨ リl直接重量

船 舶 照 明 燈

ノ康サ三. z p: / 府サ三平 消 燈 スノレ射向光 ガ 関 口

方 米 = 付- 0 ［Ｕ う ｪｴ］Ｍ 付 ｏ ｾ 隠百長 昔]!=- ノ、ザルコ

燭光五O以 内 、一
五 燭 光 以 内 .

卜

燈 燭 光 以 一 燈 二 燭 光 以

下 ト;< ，1.- コ 卜 一下 トスノレコ卜

減光且; 盟i光; 消 燈

甲 板 商- 0 0 但 シ 迅 速 = 泊

一般 船 室 外 照 明
ヰ燭工光方 米 =-1す三

燈シ得，1. - ｾ包置
光 源 / T端ヨリ

船 室 内 II 賢明燈

燈 以内 、 ー Ｗｾ 革ジ ｆ ノレモ
i ! 主光具ノ線下端ヵ・ =  

億 一 六 燭 光 以 ノハ許可 7 受

引キ F ノレ 光

下 トλ ノレコ ト
ケ被H賀町= 於皮

治 燈 源 ノ 下 方 = 肉 ヒ

ケ ル 最 大llff
且 7J c 卒面ト二。

減光且i ! 長光
7' 0 ・三「ルク

度 以 上 / 角 ヲ ナ

起重機ヲ周プノレ 11¥命月1[-三 燈 以
λ J 以 下 = 減

スコ ト

荷 役 用 船 室 外sff 下 トシ合計五
光 シ 且 遮 光 シ

明 燈 0 燭 光 以 下 卜
テ 浅 置 λ ノレコ

λ ノレコ 卜 ト7' : 1梓

探 照 燈. 安 全 燈

消 燈

言来主 ノイ也/ 火光
1 i ! シ船健又ハ人命ノ fι 念 / 筋 合 短 時 間 ニ限 リ使

際 ノ:灸ー火 害事

用 ス ル コ トヲ得

ヲ含 ム
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埠頭ヒ屋倉庫屋

滅光旦遮光

消 燈

外 燈
商積一0 0卒

但シ迅速= 消

主仁 ノイ也之ニ煩 λ

方米= 付三燭

燈 シ 待 2レE包置
光源ノ下端ヨリ

ノレ燈火

光以内 、ー 燈

ヲ議ジタ ルモ
; 出光; 具ノ下端=

註 側 壁ナキ& t

一六燭光 以下

ノノ、許可 7 受

消 燈

引キタノレ線ガ光

物内ノ燈火 7 ケ致照面= 於
i原/ 下方= 向ヒ

含ム

トスルコト

ケル 最 大 限 度 隠蔽

且 7.k卒 商 ト二O

減光且 illli 光 '7 0 ・三「ルタ
度以上ノ角ヲナ

ー箇所三燈言十以
;<.J 以下ニ滅

エ コト

埠頭起重機外燈
下 トシ 合 五 光 シ且ｾ 光 シ

0 燭光 以下 ト
テ残置 λ ノレコ

スルコ ト トＧＷｾ Ａ手

滅 光

消 燈

卒 常 ノf発

遜腕距隊三O

屋内各種炎示燈
0 米 以下 トス 隠滅

陣頭燈綴 J じコト

消 俊 消 燈

f自燈

屋外 各 種 表 示 但シ誘導燈及 但シ誘導燈及
但 シ 誘 導燈ニ

燈
待= 指定シ F 待= 指定シタ

l浪リ遜腕距出世

誘 導 燈
ルモノノ、澄蹴 ノレモノ ノ、i。E親

三 0 0米 以下

註 側 壁ナキｾ R-e出It 五0 0米 距 離 三O 米
ユ滅光シテ浅

物内 J 燈 l< ヲ 以下= 滅光シ 以下二滅光 シ
笹スノレコトヲ

含ム テE霊置スルコ テ残置スノレ コ

ｾｾ宇
トヲ1尋 トヲ4捧

減 光 良 遮 光 ｾ 光窓欝ー ス吹 燭良口ルシ建光

光源ノ下端下; f，'i:端向ガヨ リ
出札口札屋口外座燈 i ! 主光具ノ =  

改築 外
窓口一筒又ノ、 ー箇叉ノ、

引キタノレ 光

震 ー 改 築 札 口 = 集 札 口 =

消 燈 源ノ下方 ヒ

7詑 側壁ナキ 主主 重苦シー燈 トシ 一般トシ

且水平面 ト二 O

物内/ 魁k . ヲ 五燭光以| 、 ト 光 以下 ト

度 以 k ノ角ヲナ

含 ム スルコ ト コ 卜
見コト

l ;  / ! 蕩合

十主橋突端標識
光源ヨリ直接

型車
E苦λ ノレ射 光 ガ

岩里産突端標識
可 及 的 七 空 =

煩

i戒光旦遮光

向ノ、ザノレコト

波除提突端標識 i威光良遮光
甲ノ場合

t車販標識燈類

慢 一箇月j'ー 燈 ト 確認1 fe縦貫. 。 f自1を
地表 lて三0 0

? 学十釜椅様議t : i シヨ了燭光 以 下 0 米 以 l二トλ |怨蔽

うj(: 以上ノ何レ

聖書船1吉盟主燈
トエ ノレコト ノレコト

ノ鮎ヨリモ光

税 陶 監 舟f 標 識
源叉ノ、英 /1叉

燈
射光等一切ノ

英 ノ他之= 類ス
光 7 認メ符ザ

J " 燈 火
ノレ コト

倫考キ寺別ノ: 事情ニ図 リ必 要 y v ト認メ別 = 告示ス ル場合= 於テノ、海上衝突放防法 = 規定見 ノι 船

燈= 除] シテノ、警戒管制ノ: 場合及空軍基官制ノ場合ヲ遁ジ警戒管制ノ l ; / ;程度 ニ依 ノレ

第 六 披 表 航 宰 闘 係 股 ノ 光 ノ 秘 匿 ノ 程 度

警 戒 管 1M 

手長 類 空 提 管 制j 浴i 光 係 イ ヰ

L  甲

航空探諸島燈奴I航猫燈立空降侵華呼物標示

着陸揚照明燈

務 照 俺

飛行海底額

各種信誠燈

風高向襟 示 燈

雲 f標ｾｴｬ ＩｅＮ燈
降五早 示tを

室 内 燈
}J IJ ニ指示 λ J " 月i ニ{ 衣 J [..

左( 右〕契燈

尾 燈

機 首 燈

碇舶燈
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著 陸 燈

照 明 燈

f喜盟主燈

針 縫 燈

J tノ イ也之=まr{ ; ; <.

J レ燈火

第七蹴表火焔共ノ. f t T . . ノ光ノ秘匿ノ程度

宅5 戒 クir- iHIJ 

手責 額 空 襲 管 制 : i ! f f i 光保イ牛

乙 甲

熔平定鋳純加腕総血帯物保条櫨燐櫨火鑑d史観焔火火火k.焔鰐焔鮪製

1 C ! t 庁骸炭浩組

火罪主焔

E霊前E

f白光 際曲E

硝、業子括製主火治焔盤E 火

漏漏光制限
消 光

火招類

焔 光面ヲ透過 減 光 F悪品E

] l 錯昇華李総火

卒「1 ル方J レー光米メ東=ン付ヲ」ーー以

漏光昔日ノ i罰品 消光

t何 距離三0 0米

炭焼接燈火焔
以 1: ト旦ノレコ

熔 火 焔 下 トスルコ 卜

鍛冶火焔

鍛延」正座延火

ffi 

汽師事ー焚口火焔

煙突火焔

共ノイ也之= 類ス

ル火焔

煙火、焚火、! f

代、総火、狼火、

第一種禁制光

「ォ、・ tl J III ヨリ後

λ ，1..警光報
消光 t白光 消光

領

言主 = 使用E全

スルモノヲ

ク

j勢. 1( 、マッチ、ラ
ヰふ常ノ {炭帯:

f貝シ火ノ、 i笠

第二積一祭制光 イタ 一、種主主主事

干潟' ノ依 続距出{ E 三0 0
日蜜曲E

ま買 ヨリ努スル光閃光
消 光

潟 ifi t J 量影用

米以下］Ｎ ｾ威光
スルコト

市f苛 地 建 築 物 法 改 正

法律第二十九蹴

市街地建築吻法中左ノ遜改正 z

第二係= 左/ 一項5 ' !JD7  

主:務大臣必要 ト認ムルトキノ、住居地域内= 住居

専用地v . ; ，: ヲ指定シ} t ノ地阪内= 於ケノレ f主宅以外

/ 建築物ノ建築ノ ;禁止叉ハ{ 制限= 隙J シ1必要ナノレ

規定ヲ設ク ノレコ トヲ作

第 ｾｧ ｩｊ 革］ＭＱｲＮ / 一項ヲ力日 7

主務大臣! 必要 ト認ムル トキノ、工業地域内= 工業

専用地位互ヲ指定シ共ノ地臥内= 於ケル工右耳、倉

庫 其ノ イ也之= 準ズイキモノ以外/ 建築物ノ建築

ノ禁止叉ノ、制限= - l M. l シ必要ナル規定 7 殻クルコ

トヲ ｾｾ宇

第五{ 様中「官ir三保 J 5' 1第二保第一一攻、第三線及前線

第一項 J =- 吹ム

第十一保- 在/ 一項ヲ加フ

主務大臣必要 ト認ムノレ トキノ、高度地図ヲ指定シ

4 3  v  



英ノ; 地区内二於ケル建築物= 付a 高ノ最低限度若 第二 Ｑ 傑建築物］シテ住居 Ｑ Ｎ 安 寧ヲ 害スルｾア

ノ、 最高限度ヲ定メ 叉ハ 空地地ｾＧＦ ' 7 指定シ共ノ地 ノレ用途= 供旦ルモノノ、住居地域内 二之ヲ建築

区内= 於ケル建築物二付床商積ノ敷地面積= 望者 スル コト ヲ得 z

;A }L- 割 合J正敷地ノ限界線 ヨ リ ノ 附j!Eノ限度ヲ定 第三係 正L喋 物 = シテ商業/ 別使 ヲ筈スル成ア

ムルコ トヲ得 ル用途= 供スルモノノ、商業地域内 = 之ヲ 建築

第十二{ 隊中 「街主主上叉ノ、保安 tJ ヲ「衛生上 、保安上 スルコトヲ得ス

叉 ノ、防空上」ニ吹ム 第 四 傑 工 務、倉庫其 ノイ也之= 士事スへキ建築物

第二十六傑中「幅員; J u 尺 J ヲrI随員四メ ート ノレ J=- 吹 = シ テ規模大ナルモノ叉ハ衛生上有害若 ノ、保

メ同僚第二項ヲ友ノ; 如l ク吹ム 安上fι 験ノ l英アル用途= 供スルモノノ、工業地

幅員四メ ート ル永許諾ニ ・七メ ート ル以上ノ道路 域内ニ非サレハ之ヲ建築; A } レコ トヲ得ス

」王道路 ノ新設叉ノ、後変ノ言十j !l ルア場合= 於 ケノレ 主務大臣必要 ト認 ムノ川、キノ、前I項 ノ 建 築 物 =

尖 ノ計蛮/ 道E十、勅令ノ定ムル月r=- 依リ之ヲ道 シテ著シク衛生上有害叉ノ、保安上危険ノ l英ア

E寄1、若倣 λ ル用途= 供旦ノレモノ = 付テノ、工業地域内= 於

附 則 テ其ノ建築工付特別地区ヲ指定スルコ トヲ得

本法施行 ノ期日 ノ、勅令ヲ 以 テ之ヲ定ム 第五{ 康前三保= 規定スル建築防/ 種額ノ、勅令

本法施行部I 市街地建築物法抱行令第十一様ノ規定 ヲ以テ之ヲ定ム

= イ衣リ指定シダノレ区域及兵ノ区域内= 於ケノレ建築 第十二係 主務大臣ノ、建築物/ 構謎設備叉ハ敷

物= 付定メタノレ高ノ最低限度ノ、各之ヲ本法第十一 地二 日目シ衛生上又ノ、保安上必要ナノレ規定ヲ殻

保第二項 ノ規定= 依リ指定シ !l }L - 高度地区及Jt.ノ クルコトヲ 得

地区内= 於ケル建築物に付定メタル高ノ: 最低限度 第 二 十 六 隊 本 法 三 於 テ 道 路 ト移スノレノ、幅員ゴu

ト宕倣 λ
尺以上ノモノヲ苦情 7

〔参R官〕
道路ノ新設叉ノ、鑓更ノ計笠アノ川、キノ、勅令/

大正入年四月五、法律第三十七銭市街地主主 定ム} L - JiJr ］Ｍ依リｾＡ［ ノ 言十車ノ道 ｅ 十、之ヲ道路 ト
日公布

築物法抄談 若倣 z

第 6 図 工 義 意 匠 国 案 募 集 に 就 て

吾がＭＪ北斗海道工 軍基 ｮｾ 舎は昭 和四 年創立 以旅 年

4 工事長品競技合又は展覧合会開催し* 北及北海道

に於げる工事器産業の改善i l l ; : ! J 7に貢献する彪砂から

さるものゐ h 昭和八年以来地方待産工委品の怠

匠闘案ｾ氏〈懸賞を以て募集し 、 営業者に笈施せ

しめ成絞凡るべきものめりにるぞ以て変に今回第

六 回懸賞議集を行はんとす 、待 に今回は戦時日豊i制

下の非常時局に鑑み図産材料の活用、新興材代用

料の利用等にも意を7用ひ或l主内 地向、輸出 向を遁

じ近代生活 にnp しれる粉新なる意匠並に用途上 に，

新工夫 ｾｩ 笈し材料の肌合適 切に して質際商『弘とし

て遡 ＱＲ なる新図案 ｾｦｦ 医薬せもれむことを＿謹む。

エ護憲匠園案懸賞募集規程

一、 募集園案の種類

v 4 4  

第一類 木工製i弘図案

ぐイ〉 利 洋家具

例へば ・ 棚 、 机 、 ｗ ｉＮ 笥 、 鋭室 、 ｾｫ 鉢 、 幼

子、卓子、茶棚、本箱、解骨皇家具等

( ロ〉 小木工品図案

倒へ11 ・喫煙呉 、文房具、盆、照明具 、

玩具等

第 二 類 漆 器 闘 案

例へば ・際、椀、主主、菓子器、文房具、

喫煙具、照明具、鋭室、 花 器. 化粧具、

卓等

第 三 類 金 工 製 t忠図案

例へば ・ 喫煙具 、 文房具 、 花器 、 菓子ｾ

照明具、火鉢等

第 四 鮪 陶 磁器闘案



例へ ｾ ［ｦ ・ 花器 、 祭器 、 喫茶具 、 喫煙具等 記標準に依り 2主金{ t > 熔長す

第 五 類 染 織 悶 案 一 等 賞 金 五 拾 国 資 名

例へば ・机控ト. カーテン 、壁掛、敷物、

クッシヨン等

第 六 類 編 組AZ，図案( 何製品 、化柳製品及木湿

菱製品〉

例へば ・盛務. 花器. 客買縁、新聞雑誌入

等

第 七 類 雑 工 品

例へば ・履 物、玩具、樺皮静岡工、曲物等

。際基主に闘する参考

，- ，g ，事に就ては左記東北々海道の主なる待産工事基

品{ t > 差益照し茶の改善並に管長に資。し得るもの 7こ

ること

宮減際 ・和洋家具、竹細工、主主木細工、 ホー

ムスバン 、漆器、後染、提人形、提焼

等

施島県系 f f 干潟Z漆器、梢l 洋家具、 ホームスパン

本郷様、履 物、5長子及木製玩具等

岩手際 ・稿l 洋家具 、 ホーム ス パ 入 岩 手 鋳 俄

器、英イ也の然治品 、漆昔号、選 焼、花絵

人形等

111形県系 ・和洋家具、総岡漆器、沼岡漆昔号、，m

柿細工、染1奴玩主主 ，銅f銀器、 JJl 形漆器

履物等

秋国際・辛口洋家具、様一皮細工、曲木家具、出

物細工、漆*S: ( 春at 塗〉投物、金銭細

工、打出銅器 、銅俄鋳物、私間入丈、

川連漆昔号、履物等

Ｑ ザ Ｑ 採照 ・ 荊 ｬ 洋家具 、 津軽漆器 、 木 ｪｩｬｩｾ 細工 、

錦蛾録、玩具等

北海道 ・和洋家具、小木工響品 、 アイヌ細工

玩具 、陶磁器、J)]j! i'li J .K忍t細工等

= 、審査及賞金

股募図案は本協令に於て様変し入賞者に針し左

二等賞 金差是捻闘 N ¥名

三等賞 金 拾 悶 五 名

四等賞 金 五 回 拾 名

五等賞 金 参 図 6. ¥拾名

三、締切期日及園業主言附完

締 七万期日 昭和十三年五月三十一日

悶案; 針ft 先 制l藍市二十人l可証E ・商工省工事基

指導所内東北北海道工袋協令

図、入賞箆表期目

昭和拾参年六月十目

玉、用紙及寸法

賂募図案は醤用紙 ｪｾ 他強靭なるものを用ひ左の

す法による L と

縦 五 八 瓶、 核三入糠( 普沼署応用紙半絞〉

六 、 箔 注

図案は原寸又は; 直営の縮尺を用ひ見取闘を附す

べし、自主法及着色は自由とす。

但し用材及{ 士上技法につきで待記すべきものめ

る時は説明{ t > 附すべし

七、其の他後件

l 、 Jflj}. 募園案の積好成枚数は之{ t > 制限せ予

九 巴に工業所有機の登録を受 IrJ l こる悶2廷は際

募することを件十

3、 /f{tU芸図書毛には一七月住所氏名古ヶ記載すべから

十。厳封の上表皮に住所氏名を明記し際業

図案と朱容すべし

4、 / f l f f : 嘉悶案の審査に遺書して主主識を申立て又は

説明ぞ求むることを得す'

人 目伝募図案はー匂j 返還せ子、悶案の印刷刊行

兵イ也使用に附する植草IJ は本協令之を取得す

昭和十三年間 11 日

商工省工事長指導所内

東北北海道ヱ事協曾
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艶 ロ 茎

( 2) 京都の古建築 京都市観 光 課 菊 剣 150

頁昭和 ＱＳ 年 Ｔ 月 版京都市麓ｾ光課俊行。非貨品。

京都は卒. *! t 都以来一千有総年の皇都でみつ t :。

故に文化の最も代表的 1. j . 綜合霊長術でゐる古建築も

平安朝、鎌倉時代、室町時代. 桃山時代、江戸'時

代、 を遁じてt ( に多L 、。叉今は廃絶してゐる力、

主主〈推古朝から奈叉百iJ期奈叉朝を主主じての守E主主主

主 築の跡がめる 。比等の; 蛍跡に謝して、京都市の中

口 央 部 ( 1- 34) 双山( 35- 51) 格北 ( 52- 65) 泌西

( 66- 96) 絡南( 97- 126) の 126箇所につき 、位置

CO 日本建築史圃鋒 ( 桃 I.IJ 江戸〉天沼惇士 ( 市電、市パ λ の停留場〉建立の時代、各建築の

箸 四六倍州504頁 昭 和 13年 l 月 版 星 野 番目占。 説明につき 、可1おり専門的 の設坊がめ る。 悶版は

8 悶 天沼博士の日; 本建築史闘録 もH百和 8 年 12月 各区域ごとに敏司挿入され全惚で58函に及んでゐ

第 1:谷に相常する飛鳥、奈頁. 2 f ' - 安時代を出され る。終りには詳細な る年表が附せられてゐる。

てから第 211警の鎌倉上が 9 年 12月、第 3 谷鎌倉下 遁覧して の希認を 述べれば、本の形を四プミタj以

が ＱＰ 年 Ｖ 月 、 貫Ｑ［ ｈ 書室町 ｉ ｉ 年 ＱＲ 月と出され第 Ｕ ｾ会 下にしてポケッ トに 入 り 得 る や う に す る こ し 叉

の絡容に相蛍す る部分は 504 頁の大却となって本 各建築物の所在を示す京都市地図ぞ挿入するこ主

年初」貝1止に; きられ1:。犯は本合五却をな らべて み 主要建築物 には簡単な平面図等を入れる こと 、叉

て、博士の御精進のし、かに 勇猛な るか に瀦〈ので 潟挺 l立割合 に軒装等の暗いもの も多き放これ等を

め る。始め菊剣 2}.叶1f t . の御改定 の ものが四六f脊卵l うつしな ｬ ますこと叉一般に資ｾ ｈｾ すこと等 でめ る

3 加に、 3 加が 5 般にな つれもので、こ の 5 ;11庁の 然しよ〈出来て記述に信瓶の怪げる案内舎である

岡鉱{ r >拝見して、日 本建築製術の進歩の著し きに

C3J セメント混和資u及其試験法 狩野容ー

今夏の刻1< 感やる のであ る。

務 四 六 列 110頁 H府側 13年 4 月j仮 常 恕 書 房 75

本谷う ｏｾ 頁ｻｲ＾暑警告はげしい Ｘ 月 Ｑ Ｖ n より 9 月 6

銭。著者T'，)!!;¥f-先生lま東京工総大祭講師で、 セメン

日;ι 線、 日蚊22 目、一 日卒均22.9頁の執筆f e > なさ

ト浪手u郵j の賀験 lま十盟主年従事さ ) 1 . その道の jf1i威

ｾＱ Ｎ 従来にない好 ＩＮｸ， ｈ ｬＺＧ でゐつれと述懐を述べてゐ
者でJ ，る。オ為替は材料i } f ; e 脅編纂にか h る最新工

られる。 同じ 22 fl i， 人により兵る。本容は定評め

教 材料法舎中の貰'<; 6 編でめる。 七メ Y 卜I' j M日制 lま

るも の紋、合員諸肴に於て すでに見られれこと、

建築材料中 最 も積類の多く 、叉新品の多 ( [ 11 るも

忠ふが. 筒昭.にその 内容をのべれば. 桃 山時代の

‘  ので、 その剣別はなかなか囚革ff . なものである。河王
寺涜i j ¥: 築に第 1977湖より第2204闘迄、江戸時代の

e  

ｾｴＨま梅枝 、 ｩ 疑結及 ｊ 硬化促進剤 、 尚凍耐寒剤 、 防水
寺涜建築に第2205凶より第2374国迄、;f;J WI 時代の

側、'k羽I ｾ苦熱防 止側 、 化祭抵抗精進側 、 ｊ 脅 Ｕ 虫剤 Ｎ
前11枇往築 に第2975悶 より第2445闘迄、江戸時代の

［ ＱＮＱ［，ｻ也の ｬｾｴ に分げて講 ｩ 坐され 、 各主存共 、 制説 、 試耳童
話lド枇述築 に第2446岡 よ り第2484闘迄、桃山江戸時

法、種類とその試殺結果の例、 について述べられ
代 の鳥居に第引8S悶 より第2492翻i冬、江戸時代の

てゐる。記述はあくまで; tl :s}'¥的 になされてゐるが
tTi'買'¥2493脳、2494閥、江戸時代の防法築に第2495

卒易 に述べられてゐ るか ら、迎合!1容易である。
闘 より第2562問、桃 ¥111時代の石造主l l : 築第2563周よ

?  本ｾ ＡｩＭ の誠 〕によ って 、 頗る如何 ｬ ましい宣体品の多り第 Ｒ う ＶＹ ｾ 司法 、 桃 山江戸時代 の武 に 第 Ｒ ＵＷＰ ｪ 回 Ｑ よ ｊ
いセメント ｩｊ Ｔ 和剤使用の際の列 ＾ｊ ｉｊ 力 の基準がｾＡへ

員¥;2606聞 に及んでゐる。

られるでめ らう。

各頁. 共鮮明なる潟認に草色味般かな i歯切な説明め v  

り闘版企凡て道心そ v ろに苦] j (  c  ｾ＠ 、ふ有. 様でめる ( 4) 建築計劃・原論各論i J l 口儀三 li[1幸子菊

前舎として朝鮮t 1i i， iip，'I' ，しになると L、ふ司王でみ ヂIJ ＲＶ Ｐ 頁 ｮ ｦＮ ｬｾＱ Ｑ ＱＳ ｩｦＭ 4  n  J仮 工 業 書 房 1. 8問、

るが、判鮮篇よりも雑誌「皮林J に辿載されれ 11 建築計剖の単行本 l立、奥阿芳男氏の「建築計制J

本比築各部の務主主 に附 する il' P膏作ι il'P ｾ苦決のー ｛｜ tJ: 最初の L のでみつ f: 。央図氏のものは昭柑 7 年

L 早からん こ とを弔匂] 認する 次第でめる。 5 )J  1こ1111: 1 . . のでめって、内容は各言命のみでめる
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がその記述は詳細且賀地的で大いに識者を7会し1:

ものすみつ1: 。昭和 7 年 12月より高等建築製26加

の授干I j が始められ、 この第一曲目E本は建築計創中

の「工場、市場、畿電所」の穏でめっ 1: 。高等建

築軍基中には建築計到は、原論 l f野、各論 11加をめ

てられ 、雪量刊及、普目管炎営時私はその意外に建

築計剖にみてられ ＱＺ 分量の多きをｾｾじ 、 須藤氏の

雑誌「主主築5 ; f 究」にこの所感含遮べ .1: ことさへめ

つれ位でめる。然し、今にして忽へI: r . 建築事と

いふのは建築計宜伸きのことではないか、建築様式

し 建 築 材 料 墜 し 構 造 力 墾 い 施 工 法、設備、

建築行政 もこれすべて、建築Z十創製の一部にすぎ

ぬ在感ぜしめられる。放に建築工業数育に於ても

この計創製lま今より一層充貸しなげればならぬと

1喜子る。然るに現在の状態はと L、へば計創製に奥

へる時聞はきはめて少L 、。工縫製校では大慌毎; A

二時間一ヶ年議了と いふ複皮で、極めて少いもの

でめる。故に簡単な頁教科書の! 必要がしみじみと

鰍せ' しめられるのでみる。高等m: 築型住の全官官の後

刊 l立、昭和 10年 5 月で終つに。

尖の後 . 阪本啓一氏の建築言十副が昭和 9 &f- 8 s

に/1:¥1: 。本書には原論に平自営する記述が25頁めり

この中には意匠懇の原理に謝しでも記述がめる。

新刊 111口氏のものは上述の業績のヒに氏の最も

紺怠とする底[ 給方面 にカ金入れて、新しい言十訓敏

樹立の意系込でけ: さ 111、ものでめる。会頁 260頁

中. 原論に 143頁含めてこれを! と 2 に分り l に

軍内 ｾｊ 哉 、 外界及ＺＱｴの作用 、 ｩ 事警告照明 、 音響につ

きのべ、 その 2 には数地l坊火梅迭に主せする法規上

の制張、建築1加の高さに封す法規上の制限、各種

標準寸法、建築物の形状並に西日置、間Jfx.. ｾｻ及川

入 fJ 、廊ド. ヱレペ - ? 一 、総訟の選揮. 災害自民

防、主主匠について記述がめる。この原論その 2 が

氏の最も力会そ、がれれ所で氏の商闘の限如 1: る

ものがめる。

かしい数式の滋列に終る童文事論文のみの集載でな

い 建築与の金分野にわ 1: 1) 、筑用日七、啓員長日サの

論文と身長生の卒業論文の領有託、卒業計劃図面、主要

注作品潟1 f t 版、教室論議合議話僚機、教室温研究

室記事がのせられてゐて、同豊島科一ヶ年の活動状

況は一目してわかるのである o ; q; : ，与を始めよりみ

れば早大建築鎮科の金歴史は卵j 然するのでめる。

各象校共か、る豊島報の置を刊の計創及びその績刊を

七万三思する。

本務には内蕗1等士の工務雄築、伊蕗正夫氏 、 前

原大二郎氏の重量法による教室内の測定につい て

木村幸一郎氏の工場建築の採光及日 射 の最長響につ

いて、大関静六氏の年中行事給老舎に現はれ 1: る祭

殿主主の研究、後i W正司氏の土質試験の一例に就て

の五論文と資料として内際博士の音量管制! ' l [ j l ; 設と繊

材節約、竹田米吉氏の録勤コンクリ ー卜 地工につ

いてのこ交がめる。筆者逼殺して興味のあつれの

は内藤博士の二つの交と 、大岡氏の年中行事給舎

に現れ1: る姥殿迭の研究である。附銀事生の製周

作品も毎年ながら自在富まがなかなか t 手でめる。

( 6) 錯筋コンクリート構造計算法 篠原太

郎Y ! f ' 菊列 185頁本文、40頁 附 録 昭 和 14&1" 4 月

版 淀 屋 型Hs 1. 9図。本プツクレピユ ー全容き上

げに時、篠原氏の餓筋コンクリ ート 構造の第三E 聞

の吹版とも云ふべき :本容ががL上にとど L 、1: 。篠原

氏は域筋コンクリ ート 構造の知識の啓塁走家として

大正末矧、昭和初期の人身ならその記憶新1: なも

のがめらう。

民の俄筋コンクリ ー ト建築1 m迭は. 建築家の普

いれ俄筋コンクリー卜続迭の容として劃期的のも

のであっ1: 。その普及カは叉すさましいものでゐ

つ1: 。今の苦い人身には想像をもゆるさぬ位でめ

っ1: 。民と偶然道に泡ひ、 ピーんでものんで泉照

を上げると 、 篠原の餓筋 、 堀口の ｩｪｾ 骨共に初等技

術者を盆しれこと幾何か0 ・・・ ・・等と話し合ふこと

本 Ｚ ｾｾＨま工事長製校の数料詑＿として 、 叉初等建築技 皮々でめる c 氏の銭的主のi i ! : 正版は前者の長) 祈念す

術者九至建築設計に趣味と関心ｩＢ ｾ￮ する一般士人 ベて受げつき¥ 昨年の吹正建築法規を e 1) 入i1 、

への好参考替でめるばかりでない建築計劃感樹 純符了寧に 2日述されにもので、 ラー メンの設計質

立のー礎石でもめらう。 例は、鉛直荷主主l立回定ラ ーメント法により 7/1. 2JS-1ilf

C5J 早稲田建築撃報第十四漉 早大早苗合 意によるものはｾ築豊島舎の府主主基準によっ Ｗ こ詳し

昭和 12イlo: l2H)波 平百占曾 2 図。本格は熟知の刻l い記述がめる。叉猫立基礎には杭打の場合等も新

〈早稲岡大空詳述築ＡＱｾ利秋安から溌 干 ｉｊ される 、 同科 に記述されてゐる。ー識をのそＧみ ＱＺ ｾ 、。

の ｾ Ｑ ＮＧＮ ＱｲＡｾとも稀すべきものであ る 。本製版は毎披有 筆者の級骨構造 も最新俄骨構訟と して第四回の

主主な記事力: 渦殺 され論者を余すること大き L 、o ｾｲｾ＠ 変i EJ仮をこの 4 刀:Hしまし1: 。
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ー金 三三 線

設 備 委 員 曾 ( 第4回〉

時 4月5日午後6時30分- 81寺30分

所 建築材料陳列場，81]室

l I i 席者委員長酒井

幹 事 伊 東、増; J j'

委 員 岩 尾

協議事項

1. 土木建築工事場安全及術生規則 に閥し研究の

イ牛

材 料 委 員 曾 ( 第6回〉

時 4刃7日午後己ley30分- 9時

所 建築材料煉列場. l J IJ 室

出 席 者 幹 事 楠 瀬、松久保

委 員 小 川、島問 、造問 、木 llH・l幻

理 研 鋼 材 問 中 氏、千葉氏

協官制11武

1. 週15 f f 鋼材尼崎工場凡祭に閲する件

法 制 委 員 曾 ( 第5回〕

時 4月7 日午後71時一B侍

月i 協合倶楽部室

出 席 者 委 員 長 玉 置

幹 事 松 井、山 口

委 員 板 井

協議事項

l 慾築法規教案作成に| 刻するイキ

者s 市 計 重 委 員 曾 ( 第4回〉

l時 Ｔ 月 Ｗ 日午後 Ｗ Ｑ 時一 Ｘ ｾ 幸

)i)j' 協 合1具型軽昔日室

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 亀 井

委 員 吉 岡

協議事項

ｬ 都市問題合総々題問先に隙 ｉ し分捻決定のイ Ａ ｉｾ

l 委員増員要求の件

時

内t

i1l Jlj';者

v 4 8  

常 務 曾 ( 第6回〕

4月 11 日午後5時4.5分一7時

建築材料陳列楊，81] 室

ｦ ｟ ｾＡＮ 事片問令長 、 Ｑ Ｚ Ｑ Ｇ 滞 日 ｉ ｊ 令長

常 務 井 上 主 記、伊 藤 主記

議 事

中西主記 、鈴木主計

松井主計、三浦主計

吉岡編斡

U ')3 例令及見祭舎に関する件

2. 南京紡空施設に関する筑波の件

'3.  f昔室料臨上に関するイ牛

4. 中之島1. 2. 3了目 l町合に入令に関する 件

5. 三月例、合議決者に謝鴻の件

6 都市計量E委員含より委員一名精員要求の件

7.1号事問題f i T f 究のイ牛

報

8.令員詮衡

よヒ

'" 

I . 3 月例令絡了報告

2. 防災協議令官生置のイ牛

3. セメ Y ト強度新試験法用機機器具標準型案の

イヰ

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第4回〉

時 4月12日午後7時一911寺

所 協令[ 具禦部室

出 席 者 幹 事 黒 悶

委 員 浅 野、 中島. 藤田 、従尾、大隅

協議事項

1. セメント規格改正案に閥聯せる鶏i試験用機憾

器具探1 . ¥! l 裂案研究に闘する件

2. m接工試総法研究に関する科二

建築材料陳列携幹事曾 ( 第3悶〉

時 4月 14 日午後 61時30分ー7時20分

所 建築材料陳列場> ，: 'J 室

出席者' * 悶E長 今 林

幹 事 小 川、児 玉、 中西、三浦，

協議事項

1. ｩｉｾ品者怒談合開催の件

2 各材料の単溺陳列展覧に附するイ斗

四 月 例 曾

l時 4月 18 日( 月〉午後 611寺15分一同 91時30分

所 朝日倶楽部集令室

II J席 者 片|河 安 竹 腰 健 造 rj l r ，j l 誠一郎

・勉弁幸次郎 小林 清 上 岡 成 男



7 k 口庄太郎 坂 本 啓 一 熊 野 7宣 伝提唱し賀行に至る迄吾等建築家の努力せき' れば

尾勉官四郎 球 井 徳 松 若山 祭一 : 他になきこと依って時局柄北' 1 ' 支方面の防空 協設

川 村 浅 一 松 尾 博 之 岡本新次郎 の視察必要のめること等を設き本タ の中文 に於り

吉 岡 信 武 中 坪 徳 造 仲 忠、1専 ・ る防空施設減察報告舎を開き れ る所以を? 迷ベ て議

荻 野 賀 一 波 漫 久 雄 野田卒三ｉＧＮｬｾ : 演者自? 紹介す

中 島 敏 雄 三好喜三郎 * 知忠、i清 次可仮事: t 者清水袋二氏i即亙に 立 ち今回 q 中文一ぢ

小 野 茂 雄 市井1吉一耳目 中村久馬三 ｩｩｲｾ 笛滋迭の経過に付報告後 1杭チNの防空施設に就い

中騎 吉爾 康問 儀 同 議 右 門 。て』の組下に約一時間企主闘I可等に依り詳細報告 iY)

. 柳 川 忠 夫 北 川 窓須賀i i * 五郎 り

村 瀬 鎖 一 小 山 秀 吉 岡橋作太郎 ・ 手; に滋遺者新名種夫氏i寅壇に立ち『南京の防空

矢代幸三郎 鷲尾九ｉＧＮｬｾ 早 野 英 一 ; 施設に就いて』の題下に是亦図面を引用して祥綱

渡 遇 制 己 1. 1 : 1 本千吉栗同成計

長 尾 清一 森口 済 矢 野 藤 一

潟 邦 一 山本忠、孝染問四ｉＧＮｬ ｲｾ

松 浦 完 二 梅 本 由 己 演 谷 芳 絞

森本ｾ吉村井 毅 大 津 敏 夫

谷 民 話 器 村 井 土 佐 武 田 経 ー

報告めり

終りに滋退者中湾誠一郎氏は 『杭リ'1‘|、 南京に於

げる微量長潟Ａￃ ｾ 説明役主して反射幻燈に依り説明

詳細報告あり

ぐ講i策内容は後日合誌に依りまを表報告の筈〉

次に竹』要刷舎長より Mt 訴及閉舎の挨拶めりて散

満 岡 政 治 本 関 長 女 板谷 j享志 j 合しにり l時に午後9時30分

波主是正三 左 谷 陽 充 中 島 喜 平

大下順三ｉＧＮｬｾ .1宇 野 氏 三 須古 殺 : 降

松 村 弘 之 喜 多 村 義 雄 三 好 徳二 二

瓶 井 裕 立 国 秀 夫 鈴 木 孫 市 . リ「

出席者

久野綴二郎 川西権参 ｾｊｕｾ 小 宮 賢 一 ;

紺 谷 昌 克 高津J仕 太 郎 菊 池 芳

繁 膝 寛 治 馬 庭 省 吾 松久保敬三 。

協議事項

村 上 徹 ー 弁 上 脳 蔵 利回治郎市 .

教 化 委 員 曾 ( 第3回〉

4月19 日午後6時一8時30分

建築材料陳列場EIJ 室

委 員 長 永 漆

幹 事 篠 原

委 員 偽 問、 回中 、 中村

高坂信次郎 玉置波次郎 前 回 辰 雄

.メ ート ノレ法書E施に関する協合案作成方依強に

関するイ牛

内 疎 克 一 山本 潔 本 多 正 道 j

2. 大工徒弟養成に関する件

松弁清之助 中田 猛 鈴 木 59¥ 

林間 ｩ 能衣 ｩｩｾ 平山容次杉浦重彦 Ｚ 材 料 委 員 曾 ( 第7回〉

山中 茂 一 黒 川 健二 小 川 久rli : 時 4月21日午後71ey-81侍20分

吉 岡 忠 、 勝 原 政 男 高 木 登 i 所 建築材料澱列場別室

司王井希雄 'Ii( J符 靖 卒 原 図 雄 。出 席 者 幹 事 松 久 保

西島源咳 ｾｩｩ ｬ ｾ : z p: 川慎重E 古 字 国 貿 : 委 員 小 川、島問 、遣問

落 合 武 繁 河津喜之介 吉 村 究 三 協議事項

木 本 清 一 守 伊 来 ↑E治 利 関 登

島 問 頁 馨 卒 野 忠 、 楼 菅 降二

竹 中 最 ー 問中幸太郎 問中

ま曾山新卒 匂 坂 弘 美 宮崎

山本 正 重 大 石 忠 夫 三津尚之土佐

1. スレ ート 研究に開し二[ 境‘ 見事の件

都 市 計 塗 委 員 曾( 第う回〉

，4月21日午後71時一 8時30分

協合倶楽部室

木 村、俊夫 宮 岡 秀 穂 板 井 公 威 。出 席 者 委 員 長 鳥 井

( 次第不同〉

午後 61時15分片岡合長より 4月例曾開令の挨拶め

り併せて都市武袋の最も必要なるこ t 及之が促進

幹 事 亀 井

員 匂 坂、村弁
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1. 全園都市問題舎議々題研究に闘し分封書のイ牛

l 委員増員のイヰ

洛 制 委 員 曾 〈第6回〉

時 Ｔ 月 Ｒ Ｒ 日 午後 Ｖ 時 ＴＰ 分 ｾＸ 時

月f 協舎{ 兵禦部室

出 席 者 委 員 長 宝 置

幹 事 松 井、山 口

委 員 武 田、本因

協議事項

ＱＮ 市街地ｾ築物法令官を行につき各製校宛に昔 、 面

後遺のイヰ

2.建築法規教案に附するイキ

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

上 西 正 敏 君 ・ 北 広 野 崎 町55 C合名令制; 入木工務

J:5) 

景 山 正問京 兵庫版御影町御影慈〈大阪府建築

謀〉

小 1.1.1
l iU雪 盟中市高砂遁 l 丁目 ( 火i仮I f . f 建築

課〉

需It { 呆勇三君住吉区間過本町8ノ10C脳間工務底〉

疎阪拾治郎君 ' I l ¥l 中市築、通 n・目( 株式令批銭高

組〉

姻内 三郎君 凶区江戸摺南遁 4ノ16 C大阪府主主

築課〕

菅i懇 真 一 君 束 ｪ 武 ｾｬｩ［ｩｪ ｬ｛見町 Ｒ ＴＵ C石川工務所〉

i也 方 曾 員

ピルヂング〉

鳥 谷 政 雄 君 西 淀 川 区 加 島 町765 C総工業〕

藤間 正 三 君、 紳戸市灘区弓木町うノ 2 ( 株式合絃

朝日ピルヂング〉

普 通 貨 助 員

伊 藤 歎 ー 震 松 江 市 幸 町 . 829 C島根県系保安課〕

槌 谷 義 一 君 尾 道 市 土 堂 町 西 今 住 友 銀 行 尾 道

文j苫建築海面長木工務底出張所

中 尾 竜 雄 肴 松 江 市 内 中 原 町 175 C松江市役所

土木課〉

法問
明君腕戸市兵庫区船大工岡J 55 C株式合

m: . 竹中工務底納戸支; . 5 )

iII l回 善精霊吉住吉鼠卒野西ノ回丁 H5 C尼崎市役

所土木課〉

松室重1 f t 君 京都市中京区東堀川御l ! I ! ，南入57 C  

長谷部竹腰建築事務所〉

山 野 芳主主君住吉区喜連町 2123 C株式合社竹中

工務底〉

退 曾 者

曾 員

1也 徳 次 郎 君 辻 直司君 吉 田 清二震

他 方 曾 員

高 原 武 徳 君 平野利三郎君 卒見i 四男君

田川忠、之助;宥

持男IJ 賛 助 員

川1納 康 夫1守 上 野 辰 男 君

普 通 貨 助 員

中 波草寺 績宮E 1恋君

韓 居 轄 勤

今 井 忠君

山i市 智海軍司・

前橋市治市111町80 Ｈ群馬ｾＡＺ干工場訪 ｄ 曾 員

特 別 賛 助 員

杉浦竹之助君

中 西 長 次 訴

松岡貞雄1 :

三十爪金入1¥I Ifl

v 5 0  

成 制 限 誕 百H江田島村向j Rll (株 式 ! 旋 木 正 利 京 米 天 市 繊 道 総 局 工 務局建築課

合社i青木組〉 。井上 勝嫡沼 . $天市' J JII 茨;1町三弁ピノレ補洲住友金

脇工業株式命祉事務所

j付下型E能苛lirl' ' l . ' o. 鳥村服部 436 C東 池 上 徳一京 兵庫! 日系武庫1:li 鳴尾村内 H1島¥12

京週E料株式合言士大阪支r . ' D 大 111 昇茅i 宮崎際児激1市川F ! i 村樋風呂

旭民新森小尚南 2']" 闘116 ノ3.(1籾 木村俊男; r ，・ J(.f ｦＧ ｬ ｩｬ，｜ ｾ能郡陶製島村 原田 Ｗ ｅＸ ノ Ｖ

西不動産株式曾批建築球〕
北 i豆熊之介: ; Fl ' 新京大 同大街ｾｴＺ ｲ［ｾ 海上ピル建築司王

住吉阿佐官InJl 326 C大19i . 小含ア旦 務 所

7  y ，レト株式合社〕 小 杉 怒 ー 京 語Ijl 戸'rJ ii 世間; 高羽老;佼12

附宮市大井手町28 ( 株式命批判日 主E干公i単三Hl tFi' 兵庫燃武庫ｾｴｦＨ本 ｉｪｬ 村岡 本宇中井



157 ノ 9
杉 山 清 次 郎 君 北 支 北 京t食道事務所工務斑? ! I l : 築係

添問 正一;宥 府 ド 蚊 能 邪 薬 前 村 平 尾 183ノ 6
太 宰 二 郎 君 守 新 京 市 七 馬 路 永 康 荏207競

高 橋 誠 髭 肴 兵 庫JI腕1;; 1事者IC.rC木村 ドヌ林字緋天
塚 本 猛 攻 君 西 宮 市 千 歳 町35

2<¥5 ｾ野奥蔵君・旭区南島町 ＵＲ

守烏利三 ｪｪ ｬｬｾ 住吉区湯里町343 井上直吉方
岩 井 金 三 郎 芳 成 京 市 目 黒 阪 自 由 ヶ 丘 102

友 淵 善f吉君 京都市干京阪人保源開戸'37 特 別 賞 助 員

夏 秋 留 次 郎 君 京 都 市 伏fL阪深草薮之内 阿J 30ノ l
細 江 和 足 若 住 吉 区 墨 江 中3ノ 17

野 問 t佐倉 附 山脇玉鳥田J 乙J島大腸レ ー ヨン雄
普 通 貨 助 員

築ｾ竹中工務ｽ苫出張所
背木 昌- ; F，' J('f下 茨 木 町F 中係339/ 3

藤原 弘三君 ポ天市加茂町町三井 ピル長谷部竹股

池田 本吉: : F 4 ・住吉凶阿倍野筋5ノ 9

主主祭事務所出張所
大倉 :rn:吉:1!l 長崎市坂本町長崎豊富大附属瞥院工

宮内 義男岩・旭E白色清水町4J 9
事務大林* 1 1 . 出張所

守谷 茂 容 兵 庫 燃 飾 磨 町 玉地24
奥問 孝 作 君 L遊中 ih・同町 19

安 井 芳 治 君 主 此 花区四貫¥' l ，小慾校改築工事務鴻 ヰじ)11
j密君 1付 F瞥能郡南生堂島村穂積 1252

il J l，組内 Eる 真司君 兵庫版武庫署日甲 東村上大市一本松

山根正次郎宥京都市上京区J a I ; 門遜下長者町商人 2  

横山 新進京阪念沿線曾根附1 . 11243
松 永 疑君 愛知鯨肌尖江町富岡人絹ノ. : )t. フ・工

柏 原 竹 夫 方 面 宮 市 市 庭 師T40
ti } 工事与耳東畑建築事務所出張所

岡 村 四 郎 君 姫路市燃立高等女主主校内細野組1 ' 11 村岡 ｊｧ 君紳戸市漆ｾ，ｾＺ下三 ｻ際 ｬ ノ ＳＴＸ

5長JiH
吉川 秀 夫1.1・ 脳間 iP.. t 失 na. 町施悶 ピノレ建築場竹

高村
勝 旗 徳 山市上今宿6156

中工務底出張所

烏1! & N- ，i司 北院中之島大阪市役所管繕 ｾ Ａｬｬ

平前回 途枝幸司 京都市左京嵐広l'i l司法町 7
死 亡

用品 烏 楳光宥 曲一宮市来iWj 町6 名ノk アパー ト

特 別 賞 助 員

地 方 曾 員
谷 口 徳 政 君 昭 和 13年4刃15 日逝会

榎 本 淳 一 方 鞍 山 市二llJ ll! i 依岡J7 ノ l Ｈ諮んで来悼の意ｾ表 す 〉

五 十a 似

石 川 栄 耀 都市計笠東京地方委員合技師第一t支術昔11長

大 須 賀 』設 大須賀綴法律事務所主

変 任| )!字 介 内務技師 ・百十笠局都市計護課

吉 村 辰 夫 都 市 計豊￮Ｚ ｾ ｊｪＨ 地 ｽｊ 委員合 技師ｾニ投術部建築係長

吉 田 1言 武 地方技師 ・大阪府警察郎防空諜 ・本協合常' 務

一

5  月 批
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編 輯

後 記

る所でゐる。本君主にも芙の一端を掲載されてゐ

る故、護者 の御熟設をわ す・ らはし皮ぃ。

女 技術報図なる言葉が識者 の向に日目導される

に至つにのは左程新しい事ではな L、。園芸王

女 先年の都市武装促進運動開始以来、昨年の の隆昌 に件ひ、税近愈々尖の要切' l f なるも のめ

上海方面観察. 今年の南京方面親族土、都 h 輿論となって一段と高唱されてゐる。この

市武袋化へと時機に遁 しれる絶えぎる努力を持' 秋に営って、技術家Tこる もの一致協力邦家の湾

一月号の覚悟を図めねばならぬと 忠はれる 。

綴しつ H ある本協舎の責務は. 税近の市街地建

女 例年の蓮ｾ . 本協舎より出版せられてゐる

築物法の改正、燈火管制規則の剣君主等と相侠つ

て 、 愈 ｬ 身重旦大を Ｑ ｊＱｬへるに至つ ｴｾ 。技術的施設 「市街地建築物法令」の改訂第入版が霊堂刊

の完墜を期せすユして誕の防空防火は之を期待し され7河 内 容 のt豊富と正確、斬 新 U1A債は 、英

の最も誇りとする所でめる。この積法令は殆ど

4非ないのでめる。
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言十番宮家f こるもの、技術家7こる もの、英の他 右に備へられるやうお奨めし皮L 、。

一般人士れるもの . 如何に進むべき かに関して
( 吉岡信武〉

は、書官憾威者の玉穏を得て、常に本誌 の唱導す
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大阪都市計壷防火地匡国を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地底が康範囲に渉

ワて迫力目指示されまし たに就いて、同防火地直園を突の通

り賓費 にて頒布しますから御入用 の方は至急ぉ申込下さい

大阪都市計霊防火地区園( ニ菖分ノー) 1 部

- 賓
費 1 5 銭 〈外に送料 2 鏡〉

- 送 金 方 法 振 替 ( 緩替口座大阪39975)

内 務 省 告 示

大阪都市計霊防火地区迫力11鑓更ノ件

--- .-.. 
・ー.

昭和十年十月二十八日附議議事第一一九位 第 六O 四

内務省告示第百八十八瀧

大正十二年七月十三 日内務省告示第二百ご十七故大阪都市計霊防火地区追加l盤更 ノ件

昭和十一年四月四日内閣ノ認可ヲ受ケ昭和十一年四月二十九日ヨ リ之 ヲ施行ス共ノ係

闘闘商ハ大阪府民謡及大阪市役所ニ備へ世キ従斑ニ供ス

昭 和 十 一 年 四 月 九 日

申 込 所

批 閣

法 人

内 務 大 臣

日 本

潮 憲 之 輔
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